
詩
歌

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
開
花

ク

ー

シ

ュ
ー

と

『
N

・
R

・
F

』

誌

(
一
九

二

〇

)

「
ハ
イ

カ

イ

」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
掲

載

の
経

緯

柴

田

依

子

詩歌の ジャポニスムの開花

は

じ

め

に

一
九

世

紀

後

半

に
日

本

の
美

術

・
工
芸

品

が

輸

出

さ

れ

て
、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

に

ジ

ャ
ポ

ニ

ス

ム

の
流

行

を

も

た

ら

し
、

特

に
浮

世

絵

は

フ
ラ

ン

ス

の
印

象

派

の

画

家

た

ち

に
深

い
影

響

を

与

え

た
。

日

本

詩

歌

の
移

入

は
絵

画

よ

り

少

し
遅

れ

て
、

一
九

世

紀

末

に

、

和

歌

が

ヨ

ー

ロ

ッ

パ
語

に

ま

ず

翻

訳

さ

れ

た
。

俳

句

(俳

諧
)

は

二
〇

世

紀

に
入

る
前

後

に
、

イ

ギ

リ

ス
、

ド

イ

ッ
、

フ

ラ

ン

ス

に
、

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
ア

ス

ト

ン
、

バ

ジ

ル

・
ホ

ー

ル

・
チ

ェ
ソ
バ

レ

ン
、

カ

ー

ル

・

フ

ロ
ー

レ

ソ

ッ
、

ク

ロ
ー
ド

ーー

ウ

ジ

エ
ー

又

・
メ

ー

ト

ル
、

ポ

ー

ル
H

ル

イ

・

ク

ー

シ

ュ
ー
、

ミ

ッ
シ

ェ
ル

・
ル
ヴ

ォ

ン
な

ど

に

よ

っ
て
紹

介

さ

れ
始

め

た
。

そ

の

一
人

で
あ

る

ク

ー

シ

ュ
ー

(℃
Ω。
巳
宀

。
三
ω
O
。
⊆
9

。
⊆
伍

H
・。
謬

山
㊤
$

哲

学
者

、
精

神

科
医

)

(図

1
)

は

、

フ

ラ

ン

ス

に
、

俳

句

を

、

翻

訳

と

創

作

の
領

域
か
ら
初

め
て
本
格
的

に
紹
介

し
、
著
書

『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と
詩
人
』

(鬣

。・

　
ユ

　

ミ
凄
軸譜

叙
霪
的畫

6
一①)
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
本
国
を
初
め
と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
芸
術
家
た
ち
に
広
範
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
本
年

二
〇
〇
四
年
は
、
彼
が

青
年
期

に

「世
界
周
遊
」
の
給
費
生
と
し
て
来
日

(
一
九
〇
三
1
0
四
)
し
、

　
　

　

俳
句
を

フ
ラ
ソ
ス
へ
移
入
し
て
か
ら

一
〇
〇
年
を
迎
え
る
。

フ
ラ
ン
ス
帰
国
後
、
ク
ー
シ
ュ
ー
に
よ
る
俳
句

の
仏
訳
紹
介

(論
文

「
ハ
イ

　
ヨ

　

カ
イ
」

一
り
O
①
)

と
実

践

の
活

動

(
ハ
イ

カ

イ
創
作

『水

の
流

れ

の
ま

ま

に
』
)

は
、

論

文

「
ハ
イ

カ

イ

」

を

再

録

し

た
著

書

『
ア
ジ

ア

の
賢

人

と

詩

人

』

刊

行

後

、

一
九

二

〇

年

九

月

、

『
N

・
R

・
F

』

(卜
亀

≧
§

ミ
§

肉
ミ
ミ

ぎ

ミ

ミ
⑭
Q

　
る

　

「
新

フ
ラ
ン
ス
評
論
」
)
誌

八
四
号

の
巻
頭

に

「
ハ
イ
カ
イ
」
ア

ン
ソ

ロ
ジ
ー

(図
2
)
と
な

っ
て
花
開

い
た
。
ダ
ダ

の
芸
術
革
新
運
動
が

パ
リ
で
推

し
進
め

　
　

　

ら

れ

て

い

た
時

期

、

同

誌

に

は
詩

人

や

作

家

、

ポ

ー

ル

・
エ
リ

ュ
ア

ー

ル
、

ジ

ャ

ン

・
ポ

ー

ラ

ン
、

ジ

ュ
リ

ア

ン

・
ヴ

ォ
カ

ソ

ス
、

ジ

ャ

ン

凵

リ

シ

ャ

ー

ル

・

ブ

ロ

ッ

ク
を

初

め

と

す

る

一
二

人

に

よ

る

ハ
イ

カ

イ
が

ク

ー

シ

ュ
ー

を

筆

頭

に
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図1軍 医姿 の クーシ ュー。1919年5月13日 撮影、

40歳 。同 日アナ トール ・フ ラソス と ともに写真 撮影

に赴い ている。(ア ルベール ・カー ン博物館蔵)

掲

載

さ

れ

、

フ
ラ

ソ

ス

・

ハ
イ

カ

イ

が

新

し

い
詩

の

ジ

ャ

ソ

ル
を

開

く

こ

と

を

期

待

す

る

旨

の
ポ

ー

ラ

ソ

の
前

書

き

が

置

か

れ

て

い

る
。

同

誌

刊

行

後

、

こ

の

「
ハ
イ

カ

イ

」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

に

つ
い

て
、

ポ

ー

ラ

ン
宛

に

ル

イ

・
ア

ラ

ゴ

ン

　
　

　

は
批
判
的
な
手
紙
を
書

い
て
い
る
が
、
同
誌

の
刊
行
さ
れ
た

一
九
二
〇
年
を
、

フ
ラ
ソ
ス
の
文
芸
評
論
家
バ

ン
ジ

ャ
マ
ソ

・
ク
レ
ミ

ユ
ー
は

「
ハ
イ

カ
イ
の

　
ア

　

年

」

と

呼

ん

で

い
る

。

こ

の

「
ハ
イ

カ

イ
」

掲

載

が

導

火

線

と

な

っ
て
、

フ
ラ

　
き

　

ソ
ス
で
は

一
九
二
〇
年
代

に
は
、
「詩
法
」
(ト
ミ

慧
呶譜
ミ
)
な
ど

の
優
れ
た

　
　

　

ハ
イ
カ
イ
集
や
二
八
三
篇
に
及
ぶ

ハ
イ
カ
イ
選
集
な
ど
が
次
々
と
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
俳
句

の
受
容

は
リ
ル
ケ
な
ど

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
た
ち
に
も
及
唖
、
文

　　
　

 学

の
領
域
を
越
え
て
音
楽

の
分
野

に
も
波

及
し
て
い
っ
た
。

こ
の

「
ハ
イ
カ

イ
」
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
一
部
は
、
翌
年
日
本
に
も
逆
輸
入
さ
れ
て
第
二
次

『明

　む
　

星
』
に
紹
介
さ
れ
た
。

こ
の
画
期
的
な
俳
句
受
容

の
潮
流

は
、
「ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
第

二
の
波
」
と

　お
　

も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
詩
歌
の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
開
花
と
名
付
け
て
、

ま
だ
十
分

に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

『N

・
R

・
F
』
誌

「
ハ
イ
カ
イ
」

ア

ソ
ソ
ロ
ジ
ー
掲
載

の
経
緯

に
つ
い
て
、
ク
ー
シ
ュ
ー
の
俳
句
紹
介

の
多
面
的
な

活
動
を
軸

に
、
筆
者
が

パ
リ
で
発
掘

・
収
集
し
た
資
料
を
た
ど
り
な
が
ら
考
察

を
試
み
た
い
。

『N

・
R

・
F
』
誌

「
ハ
イ
カ
イ
」
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て
は
、
W

・
L

・

シ
ュ
ワ
ル
ツ
な
ど
に
よ
る
多
く

の
言
及
が
あ
る
が
、
そ
の
成
立
過
程

の
背
景
に

つ
い
て
は
資
料
が
埋
も
れ
て
い
た
た
め
不
明
な
部
分
が
多
か

っ
た
。
幸

い
同
ア

ン
ソ
ロ
ジ
i
成
立
経
緯
を
解
明
す
る
多
く

の
関
係
資
料

(書
簡
)
が
最
近

フ
ラ

　ぬ
　

ン

ス

で

ベ

ル

ナ

ー

ル

・
バ

イ

ヨ

ー

の
論

文

に
発

表

さ

れ
、

ま

た
、

筆

者

は
、

ク

　
め
　

ー

シ

ュ
ー

の
未

刊

書

簡

(
ヴ

ォ
カ

ン

ス
宛
)

他

も

確

認

す

る

こ

と

が

で
き

た
。

本

稿

で

は

、

『
ア
ジ

ア

の
賢

人

と

詩

人

』
の
刊

行

か

ら

『
N

・
R

・
F
』

誌

に

「
ハ
イ

カ
イ

」

ア

ソ

ソ

ロ
ジ

ー

の
掲

載

が

実

現

す

る

ま

で

の
過

程

に

つ

い

て
、

ク

ー

シ

ュ
ー

や

ポ

ー

ラ

ソ
を
中

心

と

す

る

一
次

資

料

を

紹

介

し

な
が

ら

、

明

ら

か

に
し

て
ゆ

き

た

い
。

筆

者

が

用

い

る

主

な
資

料

は

、

ク

ー

シ

ュ
ー

の
書

鯒

(
ポ

ー

ラ

ン
宛
)

と

未

　レ
　

発
表
書
簡

(ヴ
ォ
カ
ソ
ス
宛
)、
及
び
ポ
ー
ラ
ン
の
未
発
表
を
含
む
書
簡

(ヴ
ォ

　　
　

カ

ソ

ス
宛

)

と

論

文

「
日

本

の

ハ
イ

カ

イ

い
①
ω
げ
曁
-
冨

ご

昌

8

巴
ω
」
、

そ

れ

　ね
　

に
未

発

表

資

料

と

し

て
、

手

書

き

の

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
書

簡

(
ポ

ー

ラ

ン
宛

)

や
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詩 歌のジ ャポニスムの開花

図21920年9月1日 刊の 『N・R・F』 誌84号 の表紙(左)と 裏 表紙(右)

　　
　

　れ
　

ヴ

ォ
カ

ン

ス

の
献

辞

(ポ

ー

ラ

ン
宛
)
、

ブ

ロ

ッ
ク

の

「
カ
イ

エ
」

そ

の
他

で

あ

る

。

参

考

資

料

と

し

て

『
N

・
R

・
F

』

誌

掲

載

の

「
ハ
イ

カ
イ

」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

の
原

文

と

そ

の
全

訳

を

添

付

す

る
。

一

ク
ー
シ
ュ
ー
の
来
日
と
帰
国
後

の
俳
句
紹
介
活
動
か
ら
著
書

『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と
詩
人
』
刊
行

へ

最
初

に
、
著
書

『
ア
ジ

ア
の
賢
人
と
詩
人
』
刊
行
以
前
、
ク
ー
シ
ュ
ー
の

青
年
期

の
初
来
日
と

フ
ラ
ン
ス
帰
国
後

の
俳
句
紹
介
及
び
実
践
活
動

に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。
来
日
と
著
書
成
立

の
経
緯
に
つ
い
て
は
世
界
周
遊
中

　ゆ
　

の
ク
ー
シ

ュ
ー
の
書
簡

に
も
と
つ
い
て
す

で
に
発
表
し
た
の
で
そ

の

一
部
を

要
約
し
、
俳
句
紹
介

の
特
徴
と
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
と
の
関
連

に
つ
い
て
少
し
補

足
す
る
。

1

「
世

界

周

遊

」

途

次

の

初
来

日

と

メ

ー

ト

ル

と

の

出

会

い

ク

ー

シ

ュ
ー

は
、

パ

リ

万

国

博

の
翌

年

、

一
八
七

九

年

(
明
治

12
)

フ

ラ

ソ

ス

の

イ

ゼ

ー

ル
県

ヴ

ィ

エ

ン

ヌ

エ
に

生

ま

れ

た
。

一
八

九

八
年

(明

治

31
)
エ

コ
ー

ル
・
ノ

ル

マ
ル

・
シ

ュ
ペ

リ

ウ

ー

ル
に

入

学

し
、

ベ

ル

ク

ソ

ソ
ら

の
も

と

で
哲

学

を

修

め

た
。

一
九

〇

一
年

、

哲

学

の

ア
グ

レ
ジ

ェ
取

得

後

、

ド

イ

ッ

の

ゲ

ッ
テ

ィ

ン
ゲ

ン
大

学

の
外

国

人

講

師

と

し

て
着

任

。

一
九

〇

二

年

、

ス

ピ

ノ
ザ

の
歴

史

研

究

『
ブ

ノ

ワ

・
ド

・
ス

ピ

ノ

ザ
』

(黥

§
ミ

魯
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憩
§
。§
)
刊
行
後
、
「世
界
周
遊
」

パ
リ
大
学

の
給
費
生
に
選
ば
れ

(注
2
参

照
)、
同
年
九
月
、
世
界
周
遊

に
向
け
て
船

出
。
出
航
後
七

ヶ
月
間
ギ

リ
シ
ア

な
ど

一
〇

ヶ
国
以
上

の
地
中
海
諸
国
を

一
周
し
、
今
日
的
な
問
題
に
目
を
向
け

る
だ
け
で
は
な
く
、
「古
代
」
美
術

に
深

い
関
心
を

い
だ
き
、

ロ
ー

マ
、
ポ

ン

ペ
イ
、

ア
テ
ネ
、
ヵ
イ

ロ
な
ど

で
美
術
館

を
丹
念

に
見
学
し
て
ま
わ
り
、
ま
た

芸
術
と
歴
史
を
め
ぐ
る
多
く

の
旅
を
し
た
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
を
見

聞
し
た
後
、

一
九
〇
三
年

(明
治
36
)
九

月
、
二
四
歳
で
初

め
て
極
東

の
国
、

日
本

に
到
着
し
た
。
日
本
に
深
く
心
惹
か
れ
、
周
遊
を
続
け
ず
に
翌

一
九
〇
四

年
五
月
ま
で
滞
在
し
、
俳
句
を
発
見
す
る
機
会
を
得
た
。

一
〇
〇
年
前
、

一
九
〇
四
年

一
月
に
ク
ー
シ
ュ
ー
が
東
京
で
書

い
た

「世
界

図3東 京で書 いた世界周遊 報告の クーシ ュー手 書 き書

簡の一部。1904年1月23日 付。(フ ラソス国立史料館蔵)

　お
　

周
遊
」
中

の

「報
告
書
簡
」

(パ
リ
大
学
学
長
宛
)
が
遺
さ
れ
て
い
る

(図

　ふ
　

3
)
。

日
本

語

や

日

本

詩

歌

の
予

備

知

識

も

な

か

っ
た

ク

ー

シ

ュ
ー
が

俳

句

に
出

会

う

機

会

を

得

た

の

は
、

寄

寓

先

の

ク

ロ
ー
ド

ーー

ウ

ジ

ェ
ー

ヌ

.

メ

ー

ト

ル

(Ω

窪

α
Φ
-
国
二
σq
α
コ
Φ

竃
鵠
賃
Φ

一
。。
刈
①
亠

露
㎝

フ
ラ

ン

ス
国
立

極

東

　お
　

学
院

研
究

員
、

後
同

学
院

長
)

を

介

し

て

の

こ
と

で
あ

る

。

ク

ー

シ

ュ
ー

は
、

メ

ー

ト

ル

の
論

文

「
チ

ェ
ソ
バ

レ

ン

の

『
芭

蕉

と

日

本

の
詩

的

エ
ピ

グ

ラ

ム
』

しU
器

『
0

9
口
α

島

Φ

冒

冒

昌
Φ
ω
Φ

O
o
①
け
け
巴

国
亭

αq
鐔

ヨ
」

や

チ

ェ
ン
バ

レ

ソ

の

テ

キ

ス

ト

か

ら

多

く

を

学

ん
だ

こ

と

を

述

　め
　

べ
て
い
る
が
、
ク
ー
シ

ュ
ー
の
多
彩
で
斬
新
な
俳
句
紹
介

に
は
、
絵
画
と

の
関
連
が
際
立

っ
て
お
り
、
特

に
メ
ー
ト
ル
の
論
文
か
ら
の
影
響
が
う
か

が
え
る
。

メ
ー
ト
ル
の
論
文
中

に
は
日
本
詩
歌
に
お
け
る
特
徴
1

「
ま
す
ま
す
簡
素
な

表
現
形
式

へ
と
向
か
う
日
本
詩
歌

の

一
貫
し
た
傾
向
」
に
つ
い
て
、
日
本
絵
画

と
の
関
連
か
ら
分
析
し
た
見
事
な
考
察
が
あ
る
の
で
二
ヶ
所
紹
介
し
よ
う
。

「
短
歌
や
俳
諧

の
簡
潔
さ
」
冨

訂
δ
<
①
鼠

α
Φ
ω
$
づ
冨

①
け
α
Φ
ω
げ
巴
閃
巴
は

「画

(山
水
画
)
に
お
け
る
デ

ッ
サ
ン
の
単
純
化
や
素
描
趣
味
と
同
じ
原

因
に
由
来
す
る
」
(黯

9
HΦ8
も
.お
り
)

「簡
潔
さ
は
、
日
本
人
が
芸
術
に
関
し
て
抱

い
た
特
有
の
発
想

に
よ

っ
て

い
わ
ぽ
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
日
本
人
は
表
現
の
方
法

と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
暗
示
の
方
法
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
」
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詩歌 のジ ャポニス ムの開花

o
O

房

(げ
ω
冒

℃
8

巴

ω)
o
昌
什
く
=

日

o
一ロ
ω

¢
⇒

ヨ

○
団
Φ
コ

α
.Φ
×
蹼

Φ
ω
忽
o
昌

ρ
气
皿
づ

白

o
団
Φ
昌

自
①

ω
二
σq
ひq
Φ
ω
鼠
o
コ

(奪

ミ

●も

幽鳶

Φ
)

2

フ
ラ
ン
ス
帰
国
後
の
俳
句
紹
介
と
実

践
活
動

○

ク
ー

シ
ュ
ー
の
俳
句
紹
介

「
ハ
イ
カ
イ

(日
本
の
詩
的

エ
ピ
グ
ラ

ム
)
」フ

ラ
ン
ス
帰
国
の
約
二
年
後
、

一
九
〇
六
年
に
、

ク
ー
シ
ュ
ー
の

「
ハ
イ
カ

イ

(日
本
の
詩
的

エ
ピ
グ
ラ
ム
)
い
国
ω

出
〉
同国
》
H
(帥
豆
讐
四
日
ヨ
Φω
O
o
伽岳
ρ
ロΦ
ω

含

智
ロ
8
)
H亠
く
」
と
い
う
論
文
が
著
名

な
月
刊
文
芸
誌

(卜
8
ト
ミ
ミ
鉾
一8
ρ

Z
ρ
。。』
-9
ρ
刈)
に
連
載
さ
れ
た
。
こ
れ

は
世
界
周
遊
中

の
日
本
滞
在

の
研
修

成
果
で
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
め

て
の
本
格
的
な
俳
句

の
翻
訳
紹
介
と

な

っ
た
。

こ
の

「
ハ
イ
カ
イ
」

の
論
文
に
は
、
蕪

村
を
中
心
と
す
る

一
五
八
句
を
取
り

上
げ
、
そ
の
魅
力
や
特
質
な
ど
に
つ
い
て
、

メ
ー
ト
ル
の
論
文
中

に
あ
る
日
本

詩
歌
と
日
本
絵
画
と

の
関
連

の
論
考
を
摂

取
し
、
俳
句
と
浮
世
絵

の
関
連
に
発

展
さ
せ
て
、
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

俳
句
を

「
日
本
の
芸
術

の

一
形
式
」

で
あ
る
と
み
な
し
、
そ
の
特
質
と
し
て

「大
胆
な
ほ
ど
の
単
純
化

ω一日
b
一墜
o
讐
δ
コ
躄
α
碧
一①二
ω①
」
、
「
明
確
な
幾
本
か

の
描
線
の
う
ち
に
動
き

の
あ
る
情
景

の
細
部
や
風
景

の
無
限

の
ひ
ろ
が
り
を
封

じ
込
め
て
い
る
、
日
本
風

の
素
描

§

自
o
ρ
三
ω
す
b
8
巴
ω
」
を
挙
げ

て
い
る
。

俳
句

の
歴
史
に

つ
い
て
、
絵
画

の
そ
れ
と
対
比
し
て
、
「最
盛
期

は
十
七
、
八

世
紀
頃
」
で
あ
る
が
、
「そ

の
発
展
は
絵
画

に
お
け
る
大
衆
派
、

つ
ま
り
浮
世

絵

の
発
展
と
同
時
期
」
で
あ
り
、

ハ
イ
カ
イ

(俳
諧
)
と

い
う
名

は
、
「滑
稽

な
」
「
大
衆
的
な
」
と
い
う
意
味

で
あ

る
と
し
、
伝
統
的
な

「
ウ
タ
」
と
比
較

し
て
、
「写
実
的
な
絵

冨

o
①言
叶霞
Φ

み
9
一一ω8
」、

つ
ま
り

「
版
画
や
絵
手
本

α
Φ
ω
①
ω8
ヨ
b
Φω
①
け
α
Φ
ω
財
く
お
ω
匹
遥
ヨ
鋤
ぴQ
Φ
ω」
、
「
禁
じ
ら
れ
た
主
題
は
な
い

扈
ω
山
①
ωε
①けω
言
叶臼
&
房
」
こ
と
、
「そ
こ
に
は
日
本
人

の
生
活
が
そ

っ
く
り

そ
の
ま
ま
息
づ
い
て
い
る

8
葺
①
訂

≦
①
冨
O
O
昌
巴
ω①
b
①
暮

く
σq
『o
邑

冨
同」
と

述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
「俳
句

の
黄
金
時
代

で
あ
る
十
七
世
紀

に
お
い
て
は
、

俳
人
は
専
ら
風
景
画
家
、
動
物
画
家

で
あ

っ
た
が
、
十
八
世
紀

に
な

っ
て
身

の

ま
わ
り
の
風
俗
描
写

の
部
門
が
盛
ん
に
な

っ
た
」
と
み
な
し
て
い
る
。
「俳
人

た
ち
の
な
か
に
は
農
民
と
か
遊
女
と
か
を
描
く
こ
と
に
卓
越
し
た
専
門
家
が
出

る
よ
う
に
な

っ
た
」
こ
と
、
「春
信
や
湖
龍
斎

の
よ
う
に
、
女
人
ば

か
り
描
く

一
派
も
あ

っ
た
」
こ
と
も
述
べ
、
「浮
世
絵
と
俳
句

の
区
別
が
記
憶

の
な
か
で

は

っ
き
り
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
る
」
と
記

し
て
、
「鍋
さ
げ

て
淀

の
小
橋
を

雪

の
人
」
を
は
じ
め
と
す
る
蕪
村

の
俳
句
や
川
柳
も
仏
訳
紹
介
し
て
い
る
。

配
列
構
成
と
し
て
は
、

モ
チ
ー

フ
別

に
三
部
門

(動
植
物
、
風
景
、
小
風
俗

画

ω。α澪
ω
紆

ひq
Φ煢
Φ)
が
立
て
ら
れ
、
最
後

に
、
作
者
別

(主
に
芭
蕉
と
蕉
門
、

そ
し
て
蕪
村
ま
で
)
を
加
え

て
い
る
。
全
句
数

は
、

一
五

八
句

(川
柳
六
句
含

む
)
中

「小
風
俗
画
」
、
人
事

に
あ
た
る
句
が
最
も
多

い
こ
と
は
注
目
す
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
部
門
別

の
句
数
は
、
動
植
物

三
四
句
、
風
景

四
九
句
、
小

風
俗
画

五
九
句
、
作
者
別

一
六
句

(注
二
句
を
含
む
)
で
あ

る
。
作
者

は
、
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宗
鑑
や
守
武
な
ど
か
ら
、
芭
蕉
や
、
去
来

、
其
角
な
ど
の
蕉
門
、
ま
た
鬼
貫
、

そ
し
て
千
代
女
、
さ
ら
に
蕪
村
、

一
茶
ま

で
の
ほ
ぼ
四
〇
人
に
及
ん
で
い
る
。

そ
の
う
ち
蕪
村
句
は
三
分

の

一
以
上

(六
一二
句
)
を
占

め
て
い
る
が
、

二
句
を

除

い
て
ク
ー
シ

ュ
ー
が
初
め
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ー
シ

ュ
ー
は
蕪
村

の
俳
句

に
関

し
て
、
「絵
画
性

宜
ヰ
o
お
ω
ρ
q
Φ
」
、
題
材

の

「多
様
性
」、
そ
し

　り
　

て

「人
間
性
」
な
ど
を
挙
げ

て
非
常

に
高

い
評
価
を
与
え
て
い
る
。

ク
ー
シ

ュ
ー
は
、
チ

ェ
ン
バ

レ
ン
が
俳
句
を

「
日
本

の
抒
情
的

エ
ピ
グ

ラ

ム
」
と
な
づ
け
て
い
る
こ
と
、
そ

の
特
質
を

「簡
潔
さ
と
暗
示
力
」
で
あ
る
と

定
義

し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
て
い
る
。

ク
ー
シ
ュ
i
自
身
は
、
俳
句
を

=

瞬

の
驚
き

巨

訂
似

傘
08

①ヨ
①
暮
」
と
定
義
し
、
芭
蕉

(「草
臥
て
宿
か
る
比

や
藤
の
花
」
)
や
蕪
村

(か
り
そ
め
に
早
百
合
生
け
た
り
谷
の
坊
)
そ
の
他

の
句
を

挙
げ

て
、
こ
こ
に

「俳
諧
芸
術

(「
鋤
同け
α
⊆
『
m瞬吋
餌団)
の
す
べ
て
が
あ
る
」
こ
と
、

「
そ
れ
は
私

た
ち

の
感
覚

に
与
え

ら
れ

る

つ
か

の
間

の
衝

撃

Q
①ω
け

巨
Φ

　　
　

ω
①
o
o
二
ω
ω
①
訂

α
<
Φ
自
o
目

ひ
Φ

卿
8

ω
ω
Φ
5
ω
」

で

あ

る

と
述

べ

て

い

る
。

さ

ら

に
日

本

の
俳

人

た

ち

に

つ

い

て
、

「
ハ
イ

ジ

ン
は

指

し

示

す

だ

け

で

よ

い

の
だ

ロ

(冨

同昔

)
三

ω鼠

律

α
①

濠

ω
戯
5
臼

」

と

記

し
、

ま

た

「
ハ
イ

ジ

ソ

は

美

を

求

め

る

巡

礼

者

で

あ

っ
た

一Φ
ω
冨

岳

ロ
肆
p。
一Φ
畧

Φ
p
審

一興

貯
蝉
ひq
①
Φ
ω
け7

ひ
ぼ
ρ
⊆
①
」

と

し
、

「
彼

ら

は

北

斎

の

画

『
東

海

道

』

あ

る

い

は

『
富

嶽

百

景

』

か

ら

私

た

ち

(西

洋

人
)

が

思

い
描

く

古

き

日

本

を

め
ぐ

る

旅

の
な

か

で
、

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

驚

嘆

や

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

冒

険

を

経

験

し

て

い

た

。

房

0
8

-

口
巴
ω
ω
巴
①
⇒
什
け
〇
二
ω
げ
ω
ひ
b
P
Φ
同
く
巴
=
①
旨
①
昌
叶
①
け
け
O
鐸
8
ω
げ
ω
鋤
く
①
づ
什二
「
O
ω
住
①
O
①
ω

<
o
巻

ひq
①
ω
卸
q
蝉
く
奠

巴

げ
ま

一8

冒

b
8

ε

Φ
ま

二
ω
巨

帥
ひq
ぎ
o
磊

創
、巷

3

巴

①
ω

　お
　

巴
び
二
目

ω
α
Φ
缶
o
犀
昜

鼈

ー

冨

§

神
ミ
§

〇
二
一①
ω
O
鳴
§
妹
翰
ミ
8

譜

き

冲
§
ミ
ー

」

と
し
、
「
日
本

の
小
径
を
さ
す
ら

い
な
が

ら
、
現
実

そ

の
ま
ま
を
小
片

の
詩

(巨

Φ什8
ω
α
o
娼
0
0ω一Φ
)
に
変
え
て
し
ま
お
う
と
す
る
、
す
こ
ぶ
る
芸
術
的
な
放

　　
　

浪
者
」
で
あ
る
と
も
記
し
て
い
る
。

○

俳
句
紹
介

の
実
践
活
動

「
ハ
イ
ジ
ン
の
最
初

の
グ

ル
ー
プ
」
と

ハ

イ
カ
イ
集

『水
の
流
れ
の
ま
ま
に
』

こ
の
仏
訳
紹
介
論
文
発
表
の
前
年
、

ク
ー
シ
ュ
ー
は

一
九
〇
五
年
七
月
、
初

め
て
の
フ
ラ
ソ
ス
語

の

ハ
イ
カ
イ
集

『水

の
流

れ
の
ま
ま
に
』

(注
3
参
照
)

(図
4
)
を
友
人

(「
ハ
イ
ジ
ン
」
仲
間
)
と
と
も
に
す
で
に
自
費
出
版
し
て
い
た
。

一
五
頁
か
ら
な
る
こ
の
小
冊
子
に
は
七
二
篇

の
フ
ラ
ソ
ス
・
ハ
イ
カ
イ
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

帰
国
し
て
か
ら
俳
句
紹
介
の
実
践
活
動
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
友
人
仲

間
を
自
分

の
部
屋
に
招

い
て
、
日
本
か
ら
持
ち
帰

っ
た

「
カ
ケ
モ
ノ
」
を
ひ
ろ

げ
な
が
ら
芭
蕉
や
蕪
村

の
俳
句

の
魅
力
を
説
い
て
い
た
こ
と
や
、
周
囲
に
数
人

の

「
ハ
イ
ジ
ン
の
最
初

の
グ

ル
ー
プ
」
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
そ

の
仲
間
に

は
ア
ル
ベ
ー
ル

・
ポ
ン
サ
ソ
や

ア
ソ
ド
レ

・
フ
ォ
ー
ル
な
ど
が

い
た
こ
と
を
、

　
れ
　

仲

間

の

一
人

で
あ

っ
た

ヴ

ォ
カ

ン

ス
が

回

想

し
、

報

告

し

て

い

る
。

ク

ー

シ

ュ
ー

は
、

「
ハ
イ

ジ

ン
」

仲

間

の
、

彫

刻

家

ポ

ン

サ

ン

と

画

家

フ

ォ

ー

ル
を

道

連

れ

と

し

て
、

「
日

本

の

ハ
イ

ジ

ソ

の
魂

」

を
実

践

す

る
放

浪

の
舟
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詩歌 のジ ャポニスムの開花

旅
に
出
か
け
、
そ

の
印
象
を
三
行

の

ハ
イ

カ
イ
形
式
で
創
作
し
て
い
る
。
『水

の
流
れ
の
ま
ま
に
』

の

ハ
イ
カ
イ
作
品
に
は
、
夏
の

一
ヶ
月
間

の
旅

に
お
け
る

冒
険
と
田
舎

の
風
物
や
人
事
に
触
れ
た

コ

瞬

の
驚
き
」
が
、
即
興
的

に
、
簡

図4『 水の流れの ままに』.4ufilde1'eauの 表紙(左)と 最初 の頁(右)。 ジ ュ リァン ・ヴ ォカンス

の旧所蔵本、上部 に彼 の実名(J。Seguin)の サ インが遺 されてい る。(P.ブ ラソシュ所蔵)

潔
に
、
そ
し
て
絵
画
的
に
、
ま
た
と
き
に
は
滑
稽
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
人
事

を

モ
チ
ー
フ
と
し
た

ハ
イ
カ
イ
が
最
も
多

い
。

三
番
目

の

ハ
イ
カ
イ

(図
4
右
側
参
照
)
で
は
船
中

の
仲
間
た
ち

の
様
子
が

描
写
さ
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
を

「
ハ
イ
カ
イ
作
者
た
ち
」
に
見
立

て
て
い
る
。

U
鋤
P
ω

冨

血
鋤
げ
9
び
δ

げ

い
Φ
ω

噛
鋤
一ω
Φ
二
村
ω

自
Φ

げ
鋤
同貯
鋤
鴎

国
く
Φ
三

Φ
算

冠
=
『
ω
冨

]B

σ
①
ω

昌
二
Φ
ω
・

屋
形
船
で

ハ
イ
カ
イ
作
者

た
ち

裸

の
脚
扇
ぐ
。

『
N

・
R

・
F
』

誌

の

「
ハ
イ

カ
イ

」

ア

ソ

ソ

ロ
ジ

ー

に
、

ク

ー

シ

ュ
ー
作

と

し

て

『
水

の
流

れ

の
ま

ま

に
』

か
ら

初

め

て
採

録

さ

れ

た

ハ
イ

カ

イ

が

=

篇

あ

る

が

、

動

植

物

や

風

景

を

モ

チ

ー

フ
と

し

た

ハ
イ

カ
イ

が

多

く
採

ら

れ

て

い

る
。

そ

の
な

か

の
三

篇

を
紹

介

し

よ
う

。

ロ
バ

を

モ
チ

ー

フ
と

し

た

一
篇

ω
二
同

『

o
ゴ
Φ
巨

冒

◎
①

げ
巴

①
ひq
Φ

国
コ

び
O
ロ
ロ
①
けω

鎚
①

h
O
自
ω

U
①
⊆
×

げ
〇
二
「
ユ
O
O
けω
・

曳
船
道

に

道
化
帽
子
か
ぶ

っ
た

ロ
バ
ニ
頭
。

現
在
で
は
も
う
見
か
け
る
こ
と

の
な
い
、
船
を
曳
く

ロ
バ

の
姿

の
光
景
が
前

置
詞
と
名
詞

の
み
の
三
つ
の
小
句
か
ら
な
る
省
略
さ
れ
た
構
文
か
ら
的
確
に
描
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写

さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は

こ

の

ハ
イ

カ
イ

集

の
表

紙

の
挿

絵

と

な

っ
て

お

り

、

そ

の
下

に
書

名

.冨
ミ
ミ

§

丶
、§
ミ
、、
と

年

月

、.冨

8

冒

卍

①
气
、
が

記

さ

れ

て

い

る

(図

4
参

照

)
。

フ
ラ

ン

ス

で
夏

の
花

と

し

て

ポ

ピ

ュ
ラ

ー

な
、

朱

や

黄

色

の
金

蓮

花

を

モ

チ

ー

フ
と

し

た

一
篇

U
g
P
ω

げ

ω
O
貯

σ
『
巳

9
づ
け

Z

o
昜

o
げ
奠

o
げ
o
匿

ピ5
①
鋤
二
び
Φ
「
ひq
p

O

8

ω

0
9
b
⊆
o
ヨ

①
牲

燃
ゆ
る
夕
暮
れ

私
た
ち
は
宿
を
探
す
。

あ
あ

こ
の
金
蓮
花
!

猛
暑

の
夕
暮
れ
、
探
し
あ
ぐ
ね
て
や

っ
と
辿
り
着

い
た
宿

の
庭

に
、
金
蓮
花

の
花
々
が
落
日
に
映
え

て
い
た
。
思

い
が
け
な
い
金
蓮
花

の
花
々
の
出
現

の

一

瞬

の
感
動
が
三
行
目
に
感
嘆
符
と
名
詞

の
み
の
構
文

で
描
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

ハ
イ
カ
イ
に
は
、
芭
蕉
の
句

(草
臥
て
宿
か
る
比
や
藤
の
花
)
の
模
倣
が

う
か
が
え
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

紙

の
花
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

一
篇

d
昌
Φ

ω
一目

覧

①

自
①
霞

α
①

b
餌
且

臼

∪
鋤
昌
ω
⊆
口

く
鋤
ω
Φ
.

国
mq
=
ω
Φ

霊

ω
鉱
ρ
=
ρ

一
輪

の
簡
素
な
紙

の
花

花
瓶

に
。

田
舎

の
教
会
。

こ
れ
は
彼
自
身

の
訳
し
た
蕪
村

の
俳
句

(か
り
そ
め
に
早
百
合
生
け
た
り
谷
の

坊
)
を
摂
取
し
て
い
る
。
こ
の
俳
句
中

の

「早
百
合
」
を
、

フ
ラ
ソ
ス
の
野
に

咲
く
春

の
花

「
ア
ネ
モ
ネ
」

に
置
き
換
え

て
訳
し
、
「質
素
な

ア
ネ

モ
ネ

の
花

は
、
質
素
な
田
舎

の
寺
を
想
起
せ
し
め
る
」
と
ク
ー
シ
ュ
ー
は
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
説
明
か
ら

一
輪

の
紙
の
花
は
田
舎
の
教
会

の
簡
素
さ
を
暗
示
し
よ
う
と
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
花
瓶
に
た

っ
た

一
輪

の
花
、
そ
こ
に
ク
ー
シ
ュ
ー
は

日
本

の
住
み
な
し
方
を
見
出
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

こ
の
二
篇
は
、
先
述
し
た
、
ク
ー
シ

ュ
ー
が

「俳
諧
芸
術
」
と
し
て
あ
げ

て

い
た
俳
句

の
仏
訳

の
模
倣
で
あ
る
。

こ
の
ハ
イ
カ
イ
集
は
、
無
記
名

の
三
〇
部

の
自
費
出
版

に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、

俳
人
仲
間

の
ヴ

ォ
カ
ン
ス
も
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、

フ
ラ
ソ
ス

・
ハ
イ
カ
イ
の

ル
ー
ッ
と
な

っ
た
本
で
あ

っ
た
。

一
〇
年
後
、

一
九

一
六
年
、
第

一
次
大
戦
中

に
、
ヴ

ォ
カ
ン
ス
は
、
同

ハ
イ

カ
イ
集
な
ど
に
触
発
さ
れ
て
、
戦
場

の
光
景
を
、

ハ
イ
カ
イ
に
よ

っ
て
表
現
す

る
着
想
を
与
え
ら
れ
た

の
で
あ

る

(後
述
)。
そ
の

ハ
イ
カ
イ
作
品
集

「戦
争

百
姿
」
(O
①耳

く
邑
8
ω
匹
Φ
ひq器
冥
Φ)
が
初
め
て
公
に

『
グ
ラ
ン
ド

・
ル
ヴ

ュ
』

(O
ミ
§
§

肉
ミ
ミ
)
誌

に
発
表
さ
れ
た
。
同

ハ
イ
カ
イ
集

の
名

(
一
〇
二
篇
)
は

　お
　

北
斎
の

『冨
嶽
百
景
』

に
ち
な
ん
で
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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二

『
ア

ジ

ア

の

賢

人

と

詩

人

』

の

フ

ラ

ソ

ス

に

お

け

る

影

響

ポ

ー

ラ

ン
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
、

ブ

ロ

ッ

ク

大
戦
中

の

一
九

一
六
年

一
〇
月
、
ク
ー

シ
ュ
ー
の
著
書

『
ア
ジ

ア
の
賢
人
と

詩
人
』
が
刊
行

さ
れ
た
。
先
述

の
論
文

「
ハ
イ
カ
イ
」
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
俳

人
た
ち
」
を
増
補
し
て

「
日
本

の
抒
情
的

エ
ピ
グ
ラ
ム

い
Φ
ω

0
且
σq
蕁
ヨ
日
①ω

ξ
『β
器
ω
費

冒
0
8

」
と
改
題
し
て
、
同
書

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
同
書
中
に
、

ヴ
ォ
カ
ソ
ス
の
ハ
イ

カ
イ
作
品

「戦
争
百
姿
」

一
八
篇
を
引
用
し
、
「俳
句
が

ど
ん
な
に
新
し
い
素
材
だ
ろ
う
と
添

っ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
抒
情
的

エ
ピ
グ

ラ
ム
は
あ

の
恐
ろ
し
い
素
材

に
も
従

っ
た
」
「
ヴ
ォ
カ
ソ
ス
の
こ
う
し
た

ハ
イ

カ
イ
は
日
本

の
俳
句
集
に
添
え
て
紹
介
す

る
価
値
が
あ
る
と
思
う
。
ち
ょ
う
ど

わ
れ
わ
れ

フ
ラ
ソ
ス
の
版
画
が
、
と
き

に
日
本

の
浮
世
絵
と
対
を
な
す
と
考
、兄

　お
　

ら
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
同
書

に
は
、
刊
行
に
際
し
て

一
九

一
六
年

に
ま
と
め
ら
れ
た
自
著

の

「序
章
」
が
あ
る
。
こ
の
序
章

は
重
要

で
あ

る
こ
と
を
、
W

・
L

・
シ

ュ
ワ
ル

ツ
が
著
書

で
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
そ

こ
に
は
、
日
本
詩
歌

(俳
句
や
和
歌
)

の
こ
と
を
、
普
遍
的
な
詩

の
本
質

(「
オ
ル
フ
ィ
ス
ム
」)
に
触

れ
る
も

の
と
し

て
、

マ
ラ
ル
メ
の
詩
学
に
引
き
入
れ
て
紹
介
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
引
用

し
よ
う
。

「日
本

の
抒
情
的

エ
ピ
グ
ラ
ム
の
興
味
深

い
点

は
、
不
連
続

の
詩

(冨

o
o
伽ωδ

9
ω8
昌
鉱
建
Φ
)
の
完
璧
な
模
範
を
示
し
て

い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
不
連
続

の

詩

こ

そ

、

日

本

の
全

て

の
詩

人

、

こ
と

に

よ

る

と

ア

ジ

ア

の
全

て

の
詩

人

が

目

指

し

て

い

る
も

の
な

の
だ

。

ス

テ

フ

ァ

ヌ

・

マ
ラ

ル

メ
は

フ
ラ

ン

ス

の
抒

情

詩

に
侵

入

し

た
雄

弁

を

告

発

し

た

。

彼

は
散

文

で

は
ど

う

し

て
も

語

り

・兄
な

い

こ

と

だ

け

を

詩

で
表

現

し

た

い
と

思

っ
た

の
だ

(ロ

o
ξ

巴
け
く
o
巳
二

ρ
二
Φ
貯
ω
ω
Φ
算

日
δ
Φ
ω
Φ
昌

℃
o
ひ
ω
δ

ω
①
巳
Φ
ω
一Φ
ω
o
プ
o
ω
Φ
ω
ρ
ξ

寝
蝉
⊆
o
g
昌
①
壁
O
o
昌
昌
①
℃
Φ
ロ
<
Φ
耳

⑪
嘗
Φ

Φ
×
b
言

融

①
ω
Φ
昌

崗

。
ω
Φ
)
。

詩

が

道

を

踏

み
外

し

た

の

は
、

「
ホ

メ

ロ

ス

の
大

い

な

る

逸

脱

か

ら

の

こ

と
だ

」

と

マ
ラ

ル

メ

は
微

笑

み

な

が

ら

語

っ
た

。

そ

れ

で

は

ホ

メ

ロ

ス
以
前

に
何

が

あ

っ
た

の
か

と

問

わ

れ

る

と

、

マ
ラ

ル

メ

は
答

え

て

言

っ
た

、

「
オ

ル

フ

ィ

ス

ム
」

と

。

イ

ン
ド

の
ヴ

ェ
ー

ダ

ー

賛

歌

、

中

国

の

短

詩

、

日

本

の
「
ウ

タ
」
や

「
ハ
イ

カ

イ

」

は
、
マ

ラ

ル

メ

の

い
う

オ

ル

フ

ィ

ス

ム

に
近

い

も

の

で
あ

る

(蕾

ミ
ミ

①
二
①
ω
ぎ

簿
ミ

寅
b
8

鋤
δ

8
⊆
9

①
再

巴

げ
壱

ぼ
ω
ヨ
Φ

B
曁

霞
ヨ
⑪
Φ
昌
)
。

そ

れ

に
比

べ

る

と
、

西

洋

の

す

べ

て

の

ジ

ャ

ン

ル

の
詩

は

雄

弁

で

あ

る
。
」

「
詩

は
純

粋

な

感

覚

の
な

か

に
飲

み
込

ま

れ

る
。

詩

は

こ

の

純

粋

な
感

覚

に
何

ら

か

の
続

き

を
与

え

る

こ

と

を

手

び

か

え

る
」

(訂

o
。
⑪
ω
δ

ω
9

αq
δ
鼠

け
α
き

巴

①

ω
穹
ω
巴

8

℃
霞

p

皀

①
ω
Φ

α
隙
Φ
p
α

α
2

鼠

α
。
巨

興

§

Φ

ω
融

)。

こ

の
箇

所

に
関

し

て

は

、

ポ

ー

ラ

ソ
が

関

連

紹

介

(後
述

)

し

、

同

一
箇

所

の
全

文

を

ル
ネ

・
モ

ー
ブ

ラ

ソ

(卜
恥
艱

ミ
鷽
ミ
M
一
Φ
N
ω
)

や

W

・
L

・
シ

ュ
ワ

ル

ツ

(邦
訳

『近

代

フ
ラ

ン
ス
文

学

に
あ

ら
わ

れ

た
日
本

と
中
国

』

(原
文

、
一
九

二
七
)

が

引

用

紹

介

し

て

い

る
。

ま

た
作

家

ブ

ロ

ッ
ク
も

そ

の
全

文

を

「
カ

イ

ェ
」

に

書

写

し

て

お

り
、

詩

人

リ

ル

ケ

の
所

蔵

本

に
も

マ
ラ

ル

メ

の
詩

の
定

義

づ

け

の

45



箇
所

「
い
か
な
る
手
段
に
お
い
て
も
散
文

に
お
い
て
表
現
さ
れ
え
な
い
事
物

の

み
詩
の
中
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」

に
ア
ソ
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
遺
さ
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う

に
俳
句
を
、
ジ
ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
底
流

の
な
か
で
、
し
か
も
普
遍
的

な
ポ

エ
ム
の
視
座

に
引
き
入
れ
て
、
み
ず

み
ず
し
い
感
性
で
紹
介
し
た
ク
ー
シ

ュ
ー
の
書
は
、

フ
ラ
ン
ス
を
初

め
と
し
て
西
洋
の
芸
術
家
た
ち
を
魅
了
し
、
創

作
活
動
を
触
発
し
た
。
リ
ル
ケ
に
つ
い
て

は
す

で
に
知
ら
れ
て
い
た
が

(注
10

参
照
)、

フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
詩
人
や
作
家

、
作
曲
家
、
知
識
人
な
ど
に
対
す

る
同
書

の
影
響
に
は
め
ざ
ま
し

い
も

の
が
あ

る
。
『
N

・
R

・
F
』
誌

の

「
ハ

イ
カ
イ
」
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
詩
人
や
作
家
、
ポ
ー
ラ
ン
を
初

め
と
し
て
、

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
、
ブ

ロ
ッ
ク

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

ー

ジ

ャ

ン

・
ポ

ー

ラ

ン

(し
Φ
o
コ
τ
o
⊆
一7
0
コ
一
〇〇
Co
斜
-
一
⑩
①
Oo
)

に

お

け

る

受

容

と

論

文

「
日

本

の

ハ
イ

カ

イ

」

ポ

ー

ラ

ン

は
、

『
N

・
R

・
F

』

誌

編

集

長

(
一
九

二
五
-

四
〇
)

と

し

て
も

活

躍

し

、

二
〇

世

紀

フ

ラ

ン

ス
文

学

を

支

え

た
作

家

の

一
人

で

あ

る

が

、

「
ハ

イ

カ

イ
」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

に

は
彼

の
前

書

き

が

あ

り

、

ハ
イ

カ
イ

六

篇

も

掲

載

さ

れ

て

い
る

。

一
篇

を
掲

げ

る
。

O
巳

8

b
霞

δ

8

ω
o
霞

冨
畧

"

誰
が
微
笑

み
な
が
ら
お
前
に
話
か
け

て
い
る
の
り
・

Z
8

も

、o
ω
二
①
言

芻
Φ
躄

皀

8

巳
①

O
⊆
Φ
5
話

ω
h
δ
霞

ω

い

い
え

、

そ
れ
は
小
川
が
揺
す

っ
て
い
る
の

何

輪

か

の
花

々

を

こ
の

一
篇

に
は
、
早
瀬
を
流
れ
ゆ
く
花
を
目
に
し
た

「短

い
驚
き
」
が
、
単

純
化
さ
れ
た
三
句
に
言
語
化
さ
れ
て
い
る
。

ポ
ー
ラ
ソ
は
、

一
九

一
七
年
二
月
、
論
文

「
日
本

の

ハ
イ
カ
イ
」
を

『
ラ

・

ヴ

ィ
』
(注
18
参
照
)
に
発
表
し
、
ク
ー
シ

ュ
ー

の
書
を

「バ

ラ
ン
ス
が
と
れ

た
、
す
ば
ら
し
い
著
書
」
と
評
し
、
俳
句

に
関
す
る
章

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

る
。

こ
の
書

の
初
版
刊
行
は

一
九

=
ハ
年

一
〇
月
で
あ
り
、
彼

の
論
文
の
掲
載

は
翌
年

二
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
は
初
版
を
読
ん
だ
こ
と
が
う
か
が

え

る
。
ポ
ー
ラ
ン
の
も
と
に
は
ク
ー
シ

ュ
ー
か
ら

の
書
簡
が
遺
さ
れ
て
お
り

(注
16
参
照
)、
書
簡
交
流

の
時
期
は
、
論
文

の
掲
載

の
年
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。

そ

の
紹
介

に
先
立
ち
、
そ
の
掲
載
の
前
後

に
書

か
れ
た
ク
ー
シ
ュ
ー
か
ら
ポ
ー

ラ
ン
宛

の
二
通
を
提
示
し
よ
う

(本
稿
の
主
題
に
関
連
す
る
部
分
を
選
び
、
邦
訳

で
紹
介
す
る
)。

○

(病
院
通
り

一
〇
六
番
地

工
ペ
ル
ネ
ー
、

一
九

一
七
年
二
月

一
六
日
)

い
た
だ
き
ま
し
た
魅
力
的
な
お
手
紙

に
対
し
て
、
も

っ
と
早
く
お
礼
を

申
し
あ
げ
る
べ
き
で
し
た
が
、
休
暇
や
出
張
、
所
用
が
重
な
り
遅
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私

の
こ
と
を
た
い
へ
ん
よ
く
ご
存
じ
で
い
ら
れ
ま
す

こ
と

に
う
れ
し
い
驚
き
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
あ
な
た
が

『
ラ

・
ヴ

ィ
』
誌
上
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に
頁
を
割

い
て
く
だ
さ
る
と
の
論
文

を
、
こ
の
う
え
な
い
共
感
と
こ
の
う

え
な

い
熱
い
感
謝
を
こ
め
て
読
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
(略
)
私

へ
の

高

い
評
価
を
あ
な
た
か
ら
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
大
変
光
栄

に
存
じ
ま
す
。

日
本

の

エ
ピ
グ
ラ
ム
と

マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
こ
と
は
た

い
へ
ん
興
味
深
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

(中
略
)

い
つ
か
お
目
に
か
か
る
機
会

に
恵

ま
れ
ま
す
時

に
は
、
恵
み
深
い
神
々

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
そ
の
折
り
を
待
ち

つ
つ
、
感
謝
と
共
感

の
念
を
こ

め
て
。P

・
L

・
ク
ー
シ
ュ
i

軍
医
補
、
第
二
四
病
院
、
二
七
区

○

(
一
九

一
七
年
二
月
二
七
日
)

『
ラ

・
ヴ

ィ
』
誌

に
お
寄
せ
く
だ
さ

っ
た
、
大
変
ご
好
意
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

ま
た
日
本
の
詩

に
つ
い
て
の
洞
察
に
富
ん
だ
論
文

に
対
し
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
こ
高
著
の

『
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
通
俗
講
』
を
ど
れ
ほ
ど
楽
し

ま
せ
て
い
た
だ
い
た
か
、
お
伝
え
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
す
。
そ

れ

は

マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
と
そ
の
香
り
そ

の
も

の
で
す
。
そ

の
中

に
は
真

の

「
ハ
イ
カ
イ
」
と
い
え
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
書
簡
か
ら
、
両
者

の
交
流

は
ポ
ー
ラ
ン
の
論
文

「日
本

の
ハ
イ
カ

イ
」
と
著
書
を
介
し
て
い
る
こ
と
、

ク
ー

シ
ュ
ー
は
自
著

『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と

詩
人
』

に
対
す
る
ポ
ー
ラ
ソ
の
批
評
を
、
「
日
本

の
詩
に

つ
い
て
洞
察

に
富

ん

だ

ω
一
b
曾

①
肓
9。
耳

b
o
貫

冨

娼
o
伽
ω
δ

冨
b
o
コ
巴
ω
Φ
」

も

の

で
あ

る

と

謝

意

と
賛

辞

を
述

べ

つ

つ
、

将

来

ポ

ー

ラ

ン

に
会

え

る

こ

と

を
期

待

し

て

い
る

こ
と

が

う

か
が

え

る
。

一
方

こ

の
書

簡

に
記

さ

れ

て

い

る

日
付

け

や

住

所

か

ら

、

ク

ー

シ

ュ
ー
が

大

戦

中

、

エ
ペ

ル
ネ

ー

の
病

院

で
軍

医

補

の
任

務

に
も

あ

た

っ
て

い
た

こ
と

、

多

忙

な
時

期

に
も

か

か

わ

ら

粥

、

ポ

ー

ラ

ン

の
著

書

を
熟

読

し

て
、

そ

こ

に
日

本

の

ハ
イ

カ

イ

に
通

底

す

る
魅

力

を

発

見

す

る

な

ど

、

な

お

ハ
イ

カ

イ

や

文

学

へ

の
情

熱

を

抱

い

て

い
た

こ

と
が

明

ら

か

と

な

っ
た
。

そ

れ

で

は
論

文

「
日

本

の

ハ
イ

カ

イ
」

の
要

点

を

紹

介

し

よ
う

。

ポ

ー

ラ

ソ

は
、

論

文

中

で

ク

ー

シ

ュ
ー

の
書

に
示

さ

れ

て

い

る
俳

句

の
特

性

や

仏

訳

を

紹

介

し

、

彼

自

身

の
俳

句

観

や

フ

ラ

ソ

ス

・

ハ
イ

カ

イ

に

つ
い

て
触

れ

た
上

で
、

さ

ら

に

ク

ー

シ

ュ
ー

の
俳

句

紹

介

の
特

徴

や
功

績

に

つ

い

て
も

画

期

的

な

こ
と

を

記

し

て

い

る
。

ポ

ー

ラ

ン

に

よ

る

日

本

の
俳

句

に

つ
い

て

の
紹

介

を

い
く

つ
か
挙

げ

る

。

ω

日

本

の

ハ
イ

カ

イ

は

「
庶

民

の
詩

い
9
冒
o
①
ω
δ

娼
8

巳

巴
お

」

で
あ

り
、

「
細

部

、

小

さ

い
も

の
、

つ
か

の
間

の
も

の
を

切

り

取

り

、

探

究

し

、

さ

っ
と

捉

え

て

い

る
」
。

②

「
短

い
驚

き

は

ハ
イ

カ

イ

の
本

質

で

あ

る

d
昌

o
o
二
昌

偉

o
目

Φ
ー

ヨ

①
耳

①
ω
二

δ
ω
。。
⑦
昌
口
Φ
一
含

ゴ
9
-
評
亀
」
、

ハ
イ

カ
イ

は

「
純

粋

な

感

覚

に
き

り

つ
め
ら

れ

、

そ

こ

に
何

か

が

付

加

さ

れ

る

の
を
慎

む

詩

一◎
O
o
α
ω
δ

『
窪

鼠
8

餌

冨

ω
①
旨
芻

自
o
口
冒

『
ρ

Φ
辞
ω
①
α
蝶
①
鼠

鋤
三

α
①
一三

銭
o
目

①
『
琶

①
ω
巳
9
」
、

「
抒

情

性

を

侵

す

西

洋

の
雄

弁

を

告

発

し

て
や

ま

な

か

っ
た

ス
テ

フ

ァ

ヌ

・

マ
ラ

ル

メ

4?



が
も
し

「
ハ
イ
カ
イ
」
を
知

っ
て
い
た
ら
魅
了
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」。
㈹

=
二
句

の
仏
訳
、
原
句
や
作
者
名
を
明
記

し
て
い
な
い
が
、
蕪
村
が
最
も
多
く

六
句

(「追
剥
を
弟
子
に
剃
け
り
秋
の
旅
」
他
)、
他

に
各

一
句

(芥
境
、
鬼
貫
、

鈴
竿
、
貞
室
、

一
茶
、
伝
芭
蕉
、
伝
其
角
)
が
あ

る
。
ω
芭
蕉

に
つ
い
て
は
特
別

に
作
者
名
を
あ
げ
て

「彼
自
身
は
全
き
神
秘
主
義
者
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
ち

な
み

に

『
N

・
R

・
F
』
誌
上

で
俳
句

の
特
性

の

一
つ
を
、
神
秘

的

目
く
甲

菖
ρ
二
①
と
し
て
い
る
。

ポ

ー
ラ
ソ
は
日
本

の
俳
句

を

「文
人

の
詩
」
よ
り
は
む
し
ろ
、
「叫
び
」
、

　
れ
　

「表
出
」、
「単
語
」
に
近

い
と
と
ら
え
て
い
る
。

ま
た
フ
ラ
ソ
ス
・
ハ
イ
カ
イ
に

つ
い
て

「簡
単
に
作
れ
る
」
こ
と
を
あ
げ
、

大
戦
中

の
戦
場

の
光
景
を

ハ
イ
カ
イ
形
式

で
初

め
て
表
現
し
た
ヴ

ォ
カ
ソ
ス
の

　　
　

作

品

を

引

用

し

て
大

戦

の
影

響

が

言

葉

に
表

れ

て

い
る

こ

と

を

指

摘

し
、

「
ハ

イ

カ

イ

の
主

題

に
関

し

て
提

起

さ

れ

う

る
問

題

は
も

っ
と
複

雑

で
あ

る

」

こ

と

も

述

べ

て

い

る
。

そ

の
上

で
、

ク

ー

シ

ュ
ー

の
仏

訳

紹

介

の
特

徴

に

つ

い

て
、

魅

力

的

で
あ

り
、

「
日

欧

の
人

々

が

共

有

す

る

感

動

の
言

語

を

創

造

す

る

こ

と

o
詠

興

巷

冨
亭

ひq
餌
ひq
Φ
q
ひ
目

o
は
o
昌
ω
8

目
ヨ
巨

鋤

一、国
霞

o
b
O
Φ
昌

卑

9
二
×

冨

O
o
昌
巴
ω
」

が

問

題

と

な

っ
て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る
。

そ

し

て

ク

ー

シ

ュ
ー

の

ハ
イ

カ

イ
紹

介

の
功

績

に

つ

い

て

「
ハ
イ

カ
イ

に

よ

っ
て
全

人

類

が

参

加

す

る

こ
と

が

現

実

と

な

る
な

ら
ぽ

ω
出

Φ
ω
け

く
『
巴

ρ
O
Φ

ω
博ひ
び
9
二
〇
げ
①

⊆
づ
①

<
δ

O
O
目
ヨ
ニ
昌
①

卿

　　
　

冨
ρ
⊆
巴

①

O
舘

口
o
昼
臼

鋤

一.冨

目
蝉
巳
融

Φ
鼻

δ
お

」
、

ク

ー

シ

ュ
ー

は

「
情

熱

的

で
鋭

敏

な
働

き

手

」

の

一
人

と

し

て

ラ

フ
カ
デ

ィ

オ

・

ハ
ー

ン

に
匹

敵

し

う

る

と

評

価

し

て

い

る
。

以

上

に
よ

っ
て
大

戦

中

に

ク

ー

シ

ュ
ー

の
著

書

を

読

ん

だ

ポ

ー

ラ

ソ
が

、

ハ

イ

カ

イ

に
魅

了

さ

れ

、

そ

こ

に
普

遍

的

ポ

エ
ム
を

感

得

し

た

こ
と

が

う

か
が

え

る
。

2

ポ

ー

ル

・
エ
リ

ュ

ア

ー

ル

(
コ
o
匚
一
皿
⊂
①
「ユ

一
〇〇
⑩
㎝
-
一
⑩
α
M
)

に

お

け

る

受

容

と

ハ
イ

カ

イ

の

創

作

ダ

ダ

、

シ

ュ
ー

ル

レ

ア

リ

ス

ム

の
詩

人

と

し

て
も

知

ら

れ

て

い

る

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

の

ハ
イ

カ

イ

作

品

が

『
N

・
R

・
F
』

誌

に

=

篇

掲

載

さ

れ

て

い

る
。

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

の

「
新

し

い
詩

的

世

界

の
現

出

に

は
間

接

的

に
日

本

の
俳

諧

が

関

係

し

て

い

た

の

で

は
な

い

か

」

と

い
う

示

唆

や

、

彼

の
詩

作

品

と
蕪

村

の
俳

　れ
　

句

の
ク
ー
シ
ュ
ー
訳
と
の
比
較

の
論
考
は
、
す
で
に
平
川
祐
弘
他

に
よ

っ
て
な

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
の
俳
句
受
容

の
具
体
的
な
経
緯
、
「伝

記
的

・
書
誌
的
事
実
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ

っ
た
。

そ
の
経
緯
と
彼

の

ハ
イ
カ
イ
作
品
を
ポ
ー
ラ
ソ
と

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
の
書
簡
を

通
じ
て
以
下

に
紹
介
す
る
。

ポ
ー
ラ
ソ
の
エ
リ

ュ
ア
ー
ル
宛

の
手
紙

に
は
、
注
目
す
べ
き
追
伸
が
記
さ
れ

て
い
る
。

○

(
一
九

一
九
年
二
月
月
曜
日
付
)
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詩歌 のジ ャポ ニス ムの開花

P

・
L

・
ク

ー

シ

ュ
ー
を

知

っ
て

い
ま

す

か

P

お

そ

ら

く

ね

。

で
、

　
む
　

ポ

ー

ル

・
ヴ

ァ

レ

リ

ー

は

P

「
方

法

」

(日
Φ
9

0
α
Φ
ω
)

の

ヴ

ァ

レ

リ

ー

で

す

よ

。

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
も

翌

月

、

ポ

ー

ラ

ソ

に
書

い

て

い

る
。

　れ
　

○

エ
リ

ュ
ア
ー

ル
か
ら
ポ

ー
ラ

ン
宛

(
一
九

一
九

年

三
月

一
〇

日
)

彼

(ヴ
ォ
カ
ン
ス
)
は

『
ア
ジ

ア
の
賢
人
と
詩
人
』
を
私

に
勧

め
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ど
こ
で
手

に
い
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
P

ポ
ー
ラ
ン
は
こ
れ
に
対
し
て
た
だ
ち
に
返
事
を
出
し
て
い
る
。

　　
　

○

(
一
九

一
九
年

三
月

金
曜

日
)

パ

リ

に
来

る

機

会

に
、

以

前

話

し

た

ク

ー

シ

ュ
ー

の
本

、

『
…

…

賢

人

と

詩

人
』

を

貸

し

て
あ

げ

ま

す
。

図5ポ ー ル ・エ リュ ア ー ル の ハ イ カ イ作 品 が 書 き込 ま れ て い る名

刺 の 表(5一 ①:上)と 裏(5一 ②:下)一 ポ ー ラ ン宛 、1919年5月 。

(ポ ー ラン ・ア ル シ ー フ、1.M.EC所 蔵)

以

上

の

よ

う

に
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
と
俳

句

と

の
出

会

い

は

ク

ー

シ

ュ
ー

の
著

書

を
介

し

て

で
あ

ろ

う

・こ

と

、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
が

ク

ー
.シ

ュ
ー

の
書

を
知

っ
た

の
は

ポ

ー

ラ

ン
や

ヴ

ォ
カ

ソ

ス

の
勧

め

に

よ

る

も

の

で
あ

り

、

ポ

ー

ラ

ン

か
ら

借

り

て
読

ん
だ

こ

と

が

書

簡

に

よ

っ
て
推

定

さ

れ

る
。

こ

う

し

た
経

緯

の
後

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

は

ハ
イ

カ
イ

の
創

作

に
取

り

か

か

っ
た
ら

し

く

、

自

作

の

ハ
イ

カ

イ

を

ポ

ー

ラ

ン
宛

に
自

分

の
名

刺

に
書

き

込

ん

で
送

っ
て

い
る

。

筆

者

は

そ

の

ハ
イ

カ

イ
作

品

が

流

麗

な

筆

跡

で
書

き

込

ま

れ

て

い

る

名

刺

(図

5
)

の
所

在

を

、

ポ

ー

ラ

ン
宛

の

最

初

期

の
書

簡

(
一
九

一
八
-

一
九
)

の
中

に
確

認

し

た
。

こ

の
名

刺

に

は

日

付

の

　ム
　

記
載
が
な
か

っ
た
が
、
最
近

一
九

一
九
年
五
月
と
推
定
さ
れ
た
。
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○

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
か

ら

ポ

ー

ラ

ソ
宛

(名

刺
)

[
一
九

一
九
年

五
月

]

名

刺

の
表

(写

真

5
1
①

)

に

は
.、勺
四
巳

国
=
ひq
9

①
9

言
α
Φ
罷

「
ポ

ー

ル

・
ウ

ジ

ェ
ー

ヌ

・
グ

リ

ン
デ

ル

(
エ
リ

ュ
ア

ー

ル
の
本
名

)
」

と

印

刷

さ

れ

て

お

り

、

二
行

の
文

面

が

、

署

名

、、<
o
q
Φ
国
冨
穹

α
..
と

と

も

に

記

さ

れ

て

い
る

。

℃
Φ
畧

ゐ

窪
Φ

O
o
二
霞

o
づ
ω
●
づ
〇
二
ω
巴
す
が

8
二
ω
ρ
二
pゆ
q
ρ

助

一9。
ヨ

讐
ぎ
ひ
Φ

Ω

凶
邑

Φ
亮

「
ク

ロ
ー
デ

ル

の

マ
チ

ネ

ー

に
、

四

人

一
緒

に
、

行

け

る
だ

ろ

う

P
」

勺
o
霞

ρ
二
9

昌
①
8

亘
ω
<
o
唄
o
昌
ω
-
昌
o
⊆
ω
豆
二
鮎

「
な

ん

で
僕

ら

は
、

近

頃

会

っ
て

い
な

い
ん

だ

ろ

う

り
・」<

O
け『
①
国
一信
9
『
α

　お
　

裏

面

に

は

..嵩

=
9

-
囚
9
、.
と

題

し

て
、

七

篇

の
作

品

が

記

さ

れ

て

い

る

(写

真

5
ー
②

)
。

お

そ

ら

く

こ

の
題

は

、

一
七

シ
ラ
ブ

ル

の

ハ
イ

カ
イ

と

い
う

意

で
あ

ろ
う

。

<
勺
巴

ω
ω
巴

Φ

O
巴
耳

P

(
5

)

色

塗

り

さ

れ

た
柵

。

い
①
ω
9。
同再

$

ぎ

は
ω
ω
o
畧

8
彗

『
o
ω8

・
(7

)

緑

の
木

々
が
す

っ
か
り
ば
ら
色

だ
。

<
o
一醇

目
9

ω
巴
ω
o
P

(
5
)

こ

れ

ぞ

我

が

季

節

。

ロ
ー

マ
数
字

の

「<
」
で
始
ま

っ
て
い
る
最
初

の

一
篇
は
、

一
七
シ
ラ
ブ

ル

で
作
ら
れ
て
い
る
。

「柵
」
、
「木
々
」
に
よ
っ
て
、
と
く
に
最
後

の
三
語
に
よ

っ
て
、
春

の
季
節
の

到
来
と
そ

の
感
動
が
指
し
示
ざ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
戦
後
初
め
て

迎
え
た
春

の
よ
ろ
こ
び
を
、
初

め
て
知

っ
た

ハ
イ
カ
イ
形
式
で
詠
ん
だ
も
の
で

あ
ろ
う
。

各
行
に
ピ
リ
オ
ド
が
う
た
れ
、
三
行
書
き

の

「不
連
続

の
詩
」
冨

b
o
ひ
ω一①

貸
ωo
o
畧
言
β
Φ

に
な

っ
て
い
る
。

次

の
作
品
も
春

の
到
来

の
感
動
が
、
「鳥

た
ち
」
と

「乳
母
」
と
い
う
二
語

の
意
外
な
取
り
合
わ
せ
に
よ
る
、
斬
新
な
言
語

に
よ

っ
て
指
し
示
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

<
H自

い
①
o
o
Φ
二
『
①

卿
o
①

ρ
q
.Φ
=
Φ
o
げ
鋤
昌
け
①

国
=
Φ

h巴

梓
h
O
ロ
自
同
①

一餌

づ
①
お

①

い
鋤

昌
〇
二
H
ユ
O
Φ

α
Φ
ω
O
δ
Φ
①
⊆
×
.

歌
う
こ
と
に
心
を
こ
め
て

彼
女
は
雪
を
と
か
す

鳥
た
ち
の
乳
母
。

「
風
」

い
Φ

<
①
5
什
な

ど

二
篇

(名
刺

の

ロ
ー

マ
数
字

×
自
、

×
日

)

も

、

身

の
ま

わ

り

に
あ

る

事

物

を

モ

チ

ー

フ
に
春

の

の
ど

か

な
気

配

が

、

単

純

化

さ

れ

て
、

イ

　　
　

メ

ー

ジ
化

さ

れ

て

い
る

。
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×

目

い
①

<
①
耳

】悶
ひ
ω
津
蝉
口
け

幻
o
巳

①

亘
昌
①

9
ひQ
彎

Φ
暮
Φ

q
巴

『

×
自
一

q
昌
①
℃
ぼ

日

①
α
o
【日
①
鋤
二

〇
ぽ
四
b
Φ
鋤
二

d
昌

巴
「

α
①

贏
ぴq
酵

①
緜

・

い
鋤

O
げ
Φ
一β
一昌
Φ
①

貼ロ
b
ρ
ρ

風
が

た
め
ら
い
つ
つ

空
気

の
た
ば
こ
を
巻
く

羽
毛
が
帽
子
に

軽
感
を
あ
た
え
て
く
れ
る
。

煙
突
が
く
ゆ
る
。

言
葉

で
表
現
で
き
な
い
詩

の
領
域
に
関

す
る

ハ
イ
カ
イ
も
記
さ
れ
て
い
る
。

図

一く

い
9

ヨ

ニ
①
暮
①

弓
①
二
ρ

O
、①
ω
け

一.瞭B

ロ
Φ
ほ

o
o
口
o
昌

自
①

一げ
畧

O
①

一餌
昌
σq
9
αq
Φ

o
び
ω
o
q
『
・

唖

の
女
が
話
す
、

そ
れ
は
芸
術

の
不
完
全

こ
の
難
解
な
言
語
。

こ

れ

ら

五

篇

は

『
N

・
R

・
F
』

誌

に
掲

載

さ

れ

て

い
る

。

ポ

ー

ラ

ン

は
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
宛

の
返

信

の
手

紙

(
一
九

一
九

年

五
月

二
九

日
付

け

と
推

定
)

に
、

<
一目

「
鳥

た

ち

の
乳

母

」

の

ハ
イ

カ

イ

に

つ
い

て
、

心

惹

か

れ

た

こ
と

を

記

し

、

　れ
　

自
分
の

ハ
イ
カ
イ
作
品
も
書
き
添
え
て
い
る
。

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
は
、

こ
れ
ら

の
ハ
イ
カ
イ
を
五
月
の
い
つ
頃
書

い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
日
付
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
彼
が
最
初
に

ハ
イ
カ
イ
作
品
を
創

作
し
た
時
期
と
関
連
し
、
重
要
で
あ
る
の
で
、
次

の
章
で
触
れ
た
い
。

3

ジ

ャ

ン

ーー

リ

シ

ャ

ー

ル

・
ブ

ロ

ッ
ク

(⊂
Φ
①
コ
ー
刀
]o
,
o
a

田
δ
0
7

一
〇〇
〇〇
お
-

一
Φ
斜
刈
)

に

お

け

る
受

容

と

ハ
イ

カ

イ

創

作

『
N

・
R

・
F

』

誌

に

フ

ラ

ソ

ス

・

ハ
イ

カ

イ
が

初

掲

載

さ

れ

る

契

機

を

開

い

た

の

は
、

す

で

に
言

及

さ

れ

て

い

る

こ

と

で
あ

る
が

、

作

家

ブ

ロ

ッ
ク

で
あ

っ

　　
　

た

(後
述
)。
同
誌

に
は
彼

の

=

篇

の

ハ
イ
カ
イ
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ブ

ロ
ッ
ク
の
活
動

は
現
在
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
代
表
作
の
大
河
小
説

『
…
…

会

社

』

(・:
肉
妹
O
O
§

§

帖食

一
㊤
一
〇◎
)

は

N

R

F

か

ら

刊

行

さ

れ
、

『
ヨ

ー

ロ

ッ

パ
』
誌

の
編
集
委
員
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
ア
ラ
ゴ
ン
と

『
ス
・
ソ
ワ
ー
ル
』

誌
編
集

に
も
携
わ

っ
て
い
た
。

ブ

ロ
ッ
ク
も
ま
た
ク
ー
シ
ュ
ー
の
書
に
触
発
さ
れ
て

ハ
イ
カ
イ
の
創
作
を
し

た

一
人

で
あ

る
。
ブ

ロ
ッ
ク
の

「
カ
イ

エ
」

(注
21
参
照
)
は

フ
ラ

ン
ス
国
立

図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
乞
o
μ
一
、
Z
o
.嵩
に

『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と

詩
人
』
を
摂
取
し
た
痕
跡
が
あ
り
、
ま
た
彼

の

ハ
イ
カ
イ
実
作

一
〇
〇
篇
余
り

が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
筆
者
は
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
Z
o
μ
H
に
は

一
九

二
〇
年

一
月
二
九
日
付

で
同
書

「序
章
」
中

の

「
日
本

の
抒
情
的

エ
ピ
グ
ラ

ム
」
に
関
連
す
る
、
俳
句
と
和
歌
や

マ
ラ
ル
メ
に
つ
い
て
の
箇
所
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
が
引
用
さ
れ

て
い
る

(注
34
参
照
)。
翌
三
〇
日
に
は
最
初

の

ハ
イ
カ
イ

51



作
品

一
四
篇
が
、
そ
の
創
作

の
よ
ろ
こ
び

と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
ク
ー
シ

ュ
ー
が
た
い
へ
ん
美
し
い
例
を
示

し
て
い
る
十
七
シ
ラ
ブ

ル
の
日
本

の

ハ
イ
カ
イ
の
様
式

に
な
ら

っ
て
、
昨
晩

い
く

つ
か
短
詩
を
作
る
の
を
楽
し
み

ま
し
た
」

そ
の
最
初
の
作
品
を
掲
げ
る
。

》

O
け
〇
二
『
血
Φ

一曽

b
日巴

ω
O
ロ

】)
9
口
ω
冨

昌
三

け
げ

く
Φ
ロ
叶
α
、三

く
O
同

○
ゴ
鋤
ロ
叶
Φ

ω
二
民

α
Φ
二
×

昌
O
け
①
ω
・

家

の
周
り
で

夜

冬

の
風
が

二
音
で
歌
う
。

三

ク
ー

シ

ュ
ー
主
宰

の

「
ハ
イ
ジ

ソ
」

の
集

い

ク
ー
シ
ュ
ー
は
、
『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と
詩
人
』
刊
行

の
後
、
戦
地

工
ペ
ル
ネ

ー
の
病
院

で
軍
医
補
の
任

に
あ

っ
た
。
し
か
も
そ
の
他

の
分
野

(キ
リ
ス
ト
教

の
歴
史
研
究
)
で
多
忙
な
な
か
で
、
な
お
大
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

フ
ラ

ン
ス
の

「
ハ
イ
カ
イ
の
作
り
手
」
(俳
人
)
の
交
流
を
深

め
、
「
ハ
イ
ジ

ン
」

の

会
合

の
開
催

に
も
努

め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
、
ク
ー
シ

ュ
ー
の
ポ
ー
ラ
ン
宛

書
簡

の
後
半
四
通
と
ヴ
ォ
カ
ン
ス
宛

の
未
発
表
書
簡
二
通
を
引

い
て
例
証
し
よ

う
。

52

こ
の

ハ
イ
カ
イ
に
は
、
冬

の
夜

の
寂
し

い
風

の
音
が
、
二
語
、.α
Φ⊆
×
⇒
o
けo
ω、.

に
凝
縮
さ
れ
、
ほ
ぼ

一
七

シ
ラ
ブ

ル

(六
、
七
、
五
)
で
見
事

に
詠

み
こ
ま
れ

て
い
る
。

以
上
、
ブ

ロ
ッ
ク
が

ク
ー
シ
ュ
ー
の
書
を
読
み
、
俳
句

の
翻
訳
に
魅
了
さ
れ
、

た
だ
ち
に
作
句

へ
と
至
る
経
緯
が
少
し
旦
ハ体
的

に
な

っ
た
。
ま
た
同
年
三
月
二

〇
日
付

の
手
紙

(編
集
長
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
宛

後
述
)
に
は
、
日
本

の
俳
句
か
ら

思

い
も
及
ば
な

い

「
啓
示
」
を
与
え
ら
れ
、
「と
る
に
た
り
な

い
輪
郭
が
内
包

す
る
暗
示
力
」
を
感
得

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
N

・
R

・
F
』
誌

に
は

一
九
二
〇
年

一
月

に
初
め
て
創
作
し
た
こ
の
作
品
を

　
ぬ
　

 含
む

一
〇
篇
と
二
月
に
作

っ
た

=

篇
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ー

ク
ー
シ

ュ
ー
の
書
簡
と

「
ハ
イ
ジ
ン
」
の
集

い

最
初

に
、
大
戦
中
、
戦
地
か
ら
サ
ン
ーー
ク
ル
ー
の
自
宅
に
ヴ

ォ
カ
ン
ス
を
招

く
書
簡
を
紹
介
し
よ
う
。

フ
ラ
ソ
ス
の

ハ
イ
ジ
ン
の
存
在
や
動
向
が
具
体
的

に

記
さ
れ
て
い
る
。

○

(
一
九

一
七

年

七
月

一
五

日
)

　ね
　

親

愛

な

る
友

よ

セ

ヴ

ァ

ス

ト

ス
夫

人

か
ら

の
申

し

出

で
、

今

度

の
土

曜

日

七

月

二

一
日

七

時

半

に
、

ス
ガ

ソ
夫

人

と

ご

一
緒

に
、

ご

く

内

輪

の
夕

食

で

す

が

、

サ

ン
ーー

ク

ル
ー

に
あ

る
彼

女

の
家

ー

ア

ル

マ
ン

ゴ

ー

通

り

一
九

番

地

(
サ

ソ

ーー

ク

ル
i

・
サ

ソ

U

ラ
ザ

ー

ル
駅

の
近

く

で
す
)

ま

で
、

お
出

で

い

た

だ

け

れ

ば

光

栄

で

す

(
お
帰

り

の
手

配

を

い
た

し
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ま
す
)
。

新

し

い
も

っ
と

も

偉

大

な

才

能

の

ハ
イ

カ

イ

の
作

り

手

で

あ

る

ル

ネ

・
モ

ー
ブ

ラ

ン

(注

9
参

照
)

が

お

出

で

く

だ

さ

る

こ

と

に

な

　
カ
　

　お
　

っ
て
い
ま
す
が
、
彼
は
あ
な
た
や
ポ

ソ
サ
ン
や

モ
ラ
ソ
に

一
刻
も
早
く

会

い
た
が

っ
て
お
り
、
私
と
し
て
も
そ
う
願
い
た
い
も
の
で
す
。
ど
ん

な
ご
事
情
が
あ
ろ
う
と
も
き

っ
と

お
出
で
く
だ
さ
い
。

フ
ラ
ン
ス

・
ハ

イ
カ
イ
の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
1

そ
し
て
、
あ
な
た
の
既

刊
な
い
し
未
発
表

の

ハ
イ
カ
イ
の
全
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ポ
ソ

　お
　

サ
ン
は
新

し
い
小
傑
作
を
私

に
示

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　ロ
　

以
下
は
、
大
戦
中
ポ
ー
ラ
ン
宛

に
送

っ
た
続
き

の
三
通

で
あ

る
が
、
「
ハ
イ

ジ
ソ
」
の
会
合

に
関
わ
る
部
分
を
紹
介
す

る
。

○

(第
二
九
病
院
、
三
区
、

一
九

一
七
年

一
一
月
二
七
日
)

フ
ラ
ソ
ス

・
ハ
イ
カ
イ
を
完
成
さ

せ
、
ま
た
そ
れ
に
規
則
を
与
え
よ
う

と
努
力
し
て
い
る
二
、
三
の
フ
ラ
ン
ス
の

「
ハ
イ
ジ

ソ
」
が
存
在
す
る

の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
は

一
二
月
か

一
月
に
サ
ン
ーー
ク
ル
」

に
集
ま
る
は
ず
で
す
。
も
し
こ
の
集
会

に
お
出

で
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、

本
当
に
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。

○

(
一
九

一
八
年

一
月
二
六
日
)

私
た
ち

の

「
ハ
イ
ジ
ン
」

の
集

い
は
ま
だ
開
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
戦

争

の
せ
い
で
日
本
の
小
さ
な
ミ

ュ
ー
ズ
の
愛
好
家
た
ち
が
散
り
散
り
に

○

な

っ
て

い

る

か

ら

で
す

。

い

つ

の
日

に

か

こ

の
計

画

中

の
集

会

で
あ

な

た

と

お

め

に

か

か
れ

ま
す

で

し

ょ
う

か

。

(病
院

通

り

一
〇

六
番

地

エ
ペ

ル
ネ

ー
、

一
九

一
八
年

三
月

二
二
日

)

『
ラ

・
ヴ

ィ
』

誌

上

で

サ
ビ

ロ

ン

の
美

し

い

ハ
イ

カ
イ

を

読

み

ま

し

た

　
あ
　

が
、
そ
の
中

の

一
篇
は
あ
な
た
に
関
す
る
も

の
で
し
た
。
作
品
、
と
り

わ
け
鶏
と
そ
の
影
の

ハ
イ
カ
イ
は
、
た
い
へ
ん
日
本
的
に
思
わ
れ
ま
し

た
し
、
ま
た
、
「蒸
気
機
関
車
」

の
作
品
と
同
様

に
、
な
か
な
か
趣
き

が
あ
り
ま
す
。
作
者
に
お
会

い
で
き
た
ら
、
き

っ
と
心
惹
か
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く

い
つ
の
日
か
フ
ラ
ン
ス
の

「
ハ
イ
ジ

ン
」
が
集

ま
る
…機
会
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

2

「
初
会
合
」

へ
の
招
待
状
と
招
待
者
た
ち

大
戦
が
終
わ
り
、

つ
い
に

ハ
イ
ジ
ソ
た
ち
が
集
ま
る
機
会
が
訪
れ
た
。

ポ
ー
ラ
ソ
宛

の
招
待
状

(図
6
)
で
あ
る
。
全
文
を
紹
介
し
よ
う
。

○

(ポ
ッ
ゾ
・
デ
ィ
・
ボ
ル
ゴ
大
通
り
二
番
地
サ
ソ
冂
ク
ル
ー
、

一
九

一
九
年
五

月
八
日
)

ご
友
人

[
サ
ピ

ロ
ソ
]

の
魅
力
的
な
詩

の
楽
し
み
を
お
与
え
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
小
冊
子
は
日
本

の
詩

の
も

っ
と
も

洗
練
さ
れ
た
も
の
に
値
す
る
で
し
ょ
う
。

来
た
る
日
曜
、
五
月

=

日
、
あ
な
た
に
敬
意
を
表
し
て
私
た
ち
が
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開

く

初

の

「
ハ
イ

ジ

ン
」

の
会

に

お
出

で

に
な

っ
て
く

だ

さ

い
。

サ

ン

ーー

ク

ル
ー

で

の
昼

食

-

一
二
時

半

1

に
あ

な

た

を

お

待

ち

し

て
お

り

ま

す

(家

は

サ

ン

・
ク

ル

ー
駅

の
す

ぐ

近

く

で
す
)
。

ご

友

人

の

ポ

ー

ル

・

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
、

そ

し

て
ジ

ャ

ン

・
ポ

ー

ラ

ン
夫

人

と

お
呼

び

す

る
方

が

い

ら

っ
し

ゃ

い

ま

し

た

ら

、

そ

の
方

も

同

様

に

「
ハ
イ

ジ

ソ
」

で

い

ら

れ

ま

す

で

し

ょ
う

か

ら

、

私

た

ち

に

か

わ

っ
て
ご

出

席

を

お

願

い
し

て

い

た

だ

け

ま

せ

ん

で
し

ょ
う

か

。

あ

な

た

と

お
近

づ

き

に

な

れ

る

の
が

待

ち
遠

し

く

思

わ

れ

ま

す

。

敬

具

図6ハ イ ジ ソの会 合 へ の 招 待 状 。1919年5月8日 、

ク ー シ ュ ー か ら ポ ー ラ ソ宛 。(ポ ー ラ ン ・ア ル シ ー フ

1.ME.C蔵)

図7サ ン ・ク ル ー に あ る ク ー シ ュ ー邸(病 院)。 こ

こ で1919年5月11日 ハ イ ジ ソ の 初 会 合 が 開 か れ た 。

(甥 、 ジ ャ ン ・ポ ール ・ク ー シ ュー家 旧 蔵)

 

P

・
L

・
ク

ー

シ

ュ
i

追

伸

、

お
電

話

で

、

承

諾

の
ご

返

事

を

お

願

い

い

た

し

ま

す

(
オ
ト

ゥ
イ

ユ
○

O
I

五

二
)
」

ク
ー
シ
ュ
ー
は
同
日
付

で
サ
ソ
・
ク
ル
ー
か
ら
ヴ
ォ
カ
ン
ス
宛

に
も
招
待
状

を
送

っ
て
お
り
、
招
待
者

の
名
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
全
文
を
、
未
発
表

資
料
な

の
で
原
文
も
そ
え
て
示
す
。

○

ポ

ッ
ゾ

・
デ

ィ

・
ボ

ル
ゴ

大

通

り

二

番

地

、

サ

ソ

"

ク

ル
ー

(
一
九

一
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九
年
五
月
八
日
)

親
愛
な
る
友

へ

次
の
日
曜
日

一
二
時
半
、

ス
ガ

ソ
夫
人
と
あ
な
た
の
可
愛

い
お
嬢
さ

ん
と
ご

一
緒

に
昼
食
に
お
越
し
願

え
ま
す
か
。
も
し
あ
な
た
が

こ
の
申

し
出
を
お
受
け
く
だ
さ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の

「
ハ
イ
ジ

ン
」

の
初
会
合

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

モ
ー
ブ

ラ
ソ
が
顔
を
出
し
ま
す
が
、
友
人

の
ゴ
バ

ン
、
ジ
ャ
ソ

・
ポ

ー
ラ
ソ
、
そ
の
友
人

の
エ
リ

ュ
ア
ー
ル
、
そ
し
て
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

エ

ル
ヴ

ェ
嬢
も
い
っ
し
ょ
の
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
あ
な
た
を
非
常

に
当
て
に
し
て
い
ま
す
。
ポ

ソ
サ
ン
を
私
た
ち
に
代
わ

っ
て
お
招
き
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。
と
い
う

の
も
私
は
彼

の
ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
の
住
所

を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

承
諾

の
場
合
は
電
話
で
ご

一
報

く
だ
さ
い
。
オ
ト
ゥ
イ

ユ
○
O
l
五

二
で
す
。

ス
ガ
ソ
夫
人
に
は
愛
情
を
こ
め
た
敬
意
を
、
あ
な
た
に
は
昔
か
ら
の

友
情

の
思
い
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

P

・
L

・
ク
ー
シ
ュ
ー

oO

]B
巴

卩
㊤
]
一
り

N

①
<
(①
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巴
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目
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Φ
目
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昌
O

ω
Φ
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鋤
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Φ
O
ω
O
昌
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∋
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〇
〇
ぼ

P

一
①
鋤
コ

勺
9
巳

げ
鋤
戸

9
<
①
O

ω
O
旨

9
b
試

国
冨

鋤
目
匹

Φ
け

O
Φ
β
δ

⑪
け
『
Φ

冨

①
島
Ω
β
9

ω
①
=
①

閏
⑦
村
く
Φ

Z

O
二
ω

O
o
ヨ

づ
8

⇒
ω
ぼ

Φ
コ

ω
⊆
同
く
O
¢
ω
.
<
O
O
島
瓜
①
N
I
<
O
⊆
ω
ぎ
く
詳
①
N
α
Φ
昌
O
q

Φ
O
①
詳

勺
8

。
ぎ

α
8

こ

①

5
、巴

冩

巴

げ
費

Φ
ω
ω
①

餅

<
Φ
屋

四
一　
Φ
ω

(d

5

8

唇

ユ
Φ

緜

辰
b
げ
0
5
Φ

O
o
⊆
『

臼

同
Φ

o
巳

"
>
9

①
二
=

O
O
㎝
b⊃
)

一
、①
⇒
<
9
①

b
日
O
口

9
{h
①
9

二
①
二
×

ゴ
O
b
ρ
目

鋤
ひq
O

91
】≦

9
住
9
b
日
O

ω
Φ
αQ
乱

5

①
什
餅

く
O
償
ω
什
O
⊆
け
①

ヨ

鋤

く
一Φ
ロ
一①

餌
ヨ

一菖
0
●

勺
●亠
ド

O
O
二
〇
げ
O
⊆
α

こ
れ

ら

二

通

か
ら

、

ポ

ー

ラ

ソ
を
主

賓

と

す

る

ハ
イ

ジ

ソ

の
集

い
が

一
九

一

九

年

五

月

=

日

に
実

現

し

て

い
た

こ
と

が

明

ら

か

と

な

っ
た

。

当

時

ダ

ダ

の

詩

人

と

し

て
活

動

中

の

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
も

招

か

れ

て

い

る
。

場

所

は

サ

ソ
ーー

ク

ル

ー

の
ク

ー

シ

ュ
ー
所

有

の
病

院

兼

邸

宅

で
あ

っ
た

(図

7
)
。

ヴ

ォ
カ

ン

ス
宛

書

面

を

通

じ

て
、

招

待

さ

れ

た

の

は
、

ポ

ー

ラ

ン
、

エ
リ

ュ

ア

ー

ル

の
他

に

モ
ー
ブ

ラ

ン
、

ゴ
バ

ン
、

ポ

ン

サ

ン
、

ヴ

ォ

カ

ソ

ス
を
含

め

て

六

人

で
あ

る
。

戦

争

中

ち

り

ぢ

り

に
な

っ
て

い
た

「
日

本

の
小

さ

な

ミ

ュ
ー
ズ

の
愛

好

家

た
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ち
」
が
、
ク
ー
シ

ュ
ー
邸

で
の
昼
食
会

に
初
め
て
集

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
参
加

者
、
特
に
ヴ
ォ
カ
ン
ス
や
ポ
ン
サ
ン
な
ど
最
初
期
か
ら
の

ハ
イ
ジ
ン
仲
間
は
自

作
を
持
ち
寄

っ
て
、
互

い
に
発
表
し
、

フ
ラ
ソ
ス
・
ハ
イ
カ
イ
の
規
則
に
つ
い

て
も
話
し
合

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
ク
ー
シ
ュ
ー
は
、

一
九

一
七
年
か
ら

一
九

一
九
年

に
か
け
て
、

フ
ラ
ソ
ス

・
ハ
イ
カ
イ
に
お
け
る

「文
芸

的
な
精
神
連
帯

の
場
」
、
「座
」
(尾

形
仂
『座
の
文
学
』角
川
書
店
)

の
結
成
と
も

い
え
る
活
動
も
お
こ
な

っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て

「
ハ
イ
ジ

ン
」
仲
間
の
交
流
を
深
め
、

ハ
イ
カ
イ
に

対
す
る
文
学
的
情
熱
を

「
ハ
イ
ジ
ン
」
た
ち
の
間
に
高
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

3

初

会

合

後

の

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
ら

の
活

動

こ

の
会

合

を

通

じ

て
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
は

、

ハ
イ

カ

イ

創

作

の
大

き

な

啓

示

を

う

け

た

の

で

は

な

い
だ

ろ
う

か

。

興

味

深

い

こ
と

に

は

、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
が

ポ

ー

ラ

ソ

に

ハ
イ

カ

イ

作

品

を
送

り

、

ま

た

ポ

ー

ラ

ン
も

そ

の
返

事

に
自

作

を

添

え

て

い

る

の

は
、

同

年

五

月

末

の
時

期

で

あ

っ
た
。

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
が

ク

ー

シ

ュ
ー

の
書

を

知

っ
た

の

は
、

三

月

と

推

定

さ

れ

る
が

、

さ

ら

に

こ

の
五

月

一

一
日

の

ハ
イ

ジ

ン

の
会

合

の
後

、

ク

ー

シ

ュ
ー
ら

と

の
出

会

い
を

通

じ

て
、

ハ

イ

カ

イ
創

作

に
取

り

か

か

っ
た

の

で

は

な

い
だ

ろ

う

か
。

ま

た

ハ
イ

ジ

ン

の
集

い
が

実

現

し

た
翌

年

、

一
九

二
〇

年

一
月

に
、

ク

ー

シ

ュ
ー
、

ヴ

ォ
カ

ソ

ス

の

二
人

が

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

の
誘

い
を

通

じ

て
、

ダ

ダ

の
集

会

に
出

席

し

て

い

る

。

そ

の
跡

付

け

と

な

る

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

か
ら

ポ

ー

ラ

ン
宛

の
手
紙
の

一
部
を
引
こ
う

(注
19
参
照
)。

こ
の
手
紙

の

一
部
は
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
日
付
け
の
記
載
が
無

い
た
め
、　め

　

そ
の
時
期
は
、
筆
者
が
手
書
き
の
同
書
簡
を
確
認
し
た
折
に
は
不
明
で
あ

っ
た
。

書
面
に
は

「
ダ
ダ

の
集
会
」

へ
の
参
加

の
呼
び
か
け
が
二
ヶ
所
あ
る
。

○

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
宛

[日
付
け
記
載
な
し
、

一
九
二
〇
年
二

月
初
旬

(推
定
)]

来

週

木

曜

の

ア

ン
デ

パ

ン
ダ

ン
展

の
ダ

ダ

の

マ
チ
ネ

ー

に

い
ら

し

て

い

た

だ

け

ま

す

か

。

ク

ー

シ

ュ
ー
、

と

り

わ

け

ヴ

ォ

カ

ン

ス
は

、

ま

た
参

加

す

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ
う

か
。

二

人

が

お
出

で

く

だ

さ

る

と

い

い

の
で

す

が

。

<
貯
昌
費

①
N
l
<
o
`
ω
91
一鋤
窰

讐
貯
ひ
Φ
U
鋤
住
①
四
二
×
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O
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O
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=
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ω
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β
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<
o
o
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昌
o
ρ

臣
ω

お

く
δ
昌
α
「
o
昌
け
こ
Φ

貯
ω
巴
]B
興

餌
尻

鋤
暮

鋤
昌
け
・

手
紙

の
終
わ
り
に
近
い
部
分

の
空
白
に
は
、

　サ
　

で
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。

線
で
囲

っ
た
な
か
に
細
か
い
字

ぼ

く

は

ア

ン
デ

パ

ン
ダ

ン
展

の
券

を

ま

だ

受

け

取

っ
て

い

ま

せ

ん
。

と

こ

ろ

で
、

二

月

五

日

の
木

曜

日

の
ダ

ダ

の
会

は

い
か

が

で
す

か
。

㎞Φ

筏
蝕

b
9
ω

お

ゆ
二

一餌

o
霞

8

b
(o
⊆
)『

δ
ω

ぎ

α
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b
(Φ
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ユ
鋤
昌
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ω
・
冨

巴
ω
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ω
一
く
o
巳

Φ
N
b
o
二
『

δ

〕
①
二
9

㎝

欲

く
(『
一①
『
)
卿

】∪
⇔
自
曽

書

面

「
ク

ー

シ

ュ
ー
、

と

り

わ

け

ヴ

ォ
カ

ン

ス

は
、

ま

た

参

加

す

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ
う

か
」

か

ら

ク

ー

シ

ュ
ー
、

ヴ

ォ

カ

ン

ス

の
二

人

が

、

最

初

の
ダ

ダ

の
集

会

、

同

年

一
月

=

二
日

に

は

出

席

し

た

こ
と

、

そ

し

て

ア

ン
デ

パ

ン
ダ

ン
展

の
パ

リ

で

の
第

二

回

の
会

に

も

参

加

し

て
く

れ

る

こ

と

を

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

が

期

待

し

て

い

る

こ

と
が

う

か
が

え

る
。

ハ
イ

ジ

ン

の
集

い
が

契

機

と

な

っ
て
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
ら

の

ハ
イ

カ

イ

創

作

意

欲

が

高

ま

っ
た

こ

と
、

ま

た

ク

ー

シ

ュ
ー

ら

と

ポ

ー

ラ

ソ
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

ら

の
交

流

が

次

第

に
深

ま

っ
て

い

っ
た

こ
と

が

う

か
が

え

る

。

さ

ら

に

ハ
イ

カ

イ

と

ダ

ダ

と

い
う

二

つ

の
文

学

運

動

が

互

い

に
交

差

す

る

と

こ

ろ

の
あ

っ
た

こ

と

も

考

え

ら

れ

る

の
で

は

な

い
だ

ろ

う

か
。

四

『
N

・
R

・
F

』

誌

「
ハ
イ

カ

イ

」

ま

で

ア

ン
ソ

ロ
ジ
ー
掲
載
実

現

本

章

で

は
、

「
ハ
イ

カ

イ
」

ア

ソ

ソ

ロ
ジ

ー

の
発

刊

ま

で

の
詳

細

な

経

緯

を

『
N

・
R

・
F

』

誌

の
編

集

長

リ

ヴ

ィ

エ
ー

ル
や

ポ

ー

ラ

ン
、

ブ

ロ

ッ

ク
な

ど

の
書

簡

(
六
通

)
を

通

じ

て
浮

き

彫

り

に

し

て

ゆ

き

た

い
。

『
N

・
R

・
F

』

誌

に

ハ
イ

カ

イ
作

品

が

掲

載

さ

れ

る

口
火

を

切

っ
た

の
は
、

前
述
し
た
よ
う

に
、
作
家
ブ

ロ
ッ
ク
で
あ

っ
た
。
彼
は
先
述
し
た
よ
う
に

一
九

二
〇
年

一
月
末
に
ク
ー
シ
ュ
ー
の
本
を
読
み
、
啓
発
さ
れ
て
創
作
し
た

ハ
イ
カ

イ
を
同
年
三
月
に
編
集
長
リ
ヴ

ィ
エ
ー
ル
に
送

っ
て
い
た
の
で
あ

る

(注
48
参

照
)。

1

ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
宛

(
一
九
二
〇
年
三
月
二
〇
日
)

(略
)
私

に
は
、
私

の
ハ
イ
カ
イ
に
対
す
る
あ
な
た
の
当
惑
が
理
解

で
き

ま
す
。
実
際
、
見
か
け

の
極
端
な
ま
で
の
簡
潔
さ
は
、
そ

の
極
端
な
ま
で

の
平
凡
さ
に
隣
あ
わ
せ
な
の
で
す
か
ら
。

ク
ー
シ
ュ
ー
の
本
に
目
を
通
さ

れ
ま
し
た
か

(〉
<
①
N乏
8
巴
Φけ2
Φω
く
Φ莢

ω二
=
⑦
蔘
『Φ
鎚
①
○
○
¢
9
0&

～)。

そ
こ
に
あ
る
日
本

の
詩

の
実
例

は
、
こ
の
点
で
興
味
深
く
、
実

に
教
示
的

で
す
。
(略
)
こ
こ
二
ヶ
月

の
経
験

に
よ

っ
て
、
私

は
思

い
も
及
ぼ
な
か

っ
た
こ
と

の
啓
示
を
う
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
の
取
る
に
足
り
な
い
輪
郭

が
内
包
す
る
暗
示
力
で
す
。

五
月
初
め
に
な

っ
て
、
編
集
長

の
返
事
を
通
じ
て
、

ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
掲
載
案
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2

同
誌

に

ハ
イ
カ
イ
の
ア

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
宛

(
一
九
二
〇
年
五
月
五
日
)

こ
ん
な
に
も
長

い
間
あ
な
た
の

「
ハ
イ
カ
イ
」

の
件
を
あ
い
ま
い
な
ま

ま
に
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
あ
な
た
に
次

の
よ
う
な
構
成
案
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を

切

に
提

案

い

た

し

た

く

存

じ

ま

す

。

そ

れ

は

ジ

ャ

ン

・
ポ

ー

ラ

ソ

の

ア

イ
デ

ア

で
、

私

も

大

変

良

い
も

の

と

思

う

の

で

す

が

、

『
N

・
R

・
F

』

の
近

刊

号

の

ひ

と

つ

に
、

フ
ラ

ソ

ス

・

ハ
イ

カ
イ

の
小

ア

ソ

ソ

ロ
ジ

ー
を

掲

載

す

る

と

い

う

も

の

で
す

。

彼

は
す

で

に

ク

ー

シ

ュ
ー

か
ら

序

文

を

入　お
　

手

し

ま

し

た
。

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
、

モ

ー
ブ

ラ

ソ
、

ヴ

ォ

カ

ン

ス
、

ブ

グ

レ

の
詩

篇

も

掲

載

さ

れ

る

こ

と

で
し

ょ
う

。

お

送

り

い

た

だ

い

た
も

の
、

つ

ま

り

、

傑

出

し

た
作

と

私

が

思

っ
て

お

り

ま

す

も

の
か

ら

選

び

だ

す

こ

と

を
、

お

許

し

い

た

だ

け

ま

す

か

P

フ
ラ

ソ

ス

・

ハ
イ

カ

イ

の

ア

ソ

ソ

ロ
ジ

ー
掲

載

の
発

案

は
編

集

長

に

よ

っ
て

　お
　

で

は

な

く

、

秘

書

に

な

っ
た
ば

か

り

の
ポ

ー

ラ

ン

に

よ

る

も

の

で
あ

っ
た

。

ハ

イ

ジ

ン

の
初

会

合

か

ら

一
年

後

の
こ

と

で
あ

る

。

次
は
ポ
ー
ラ
ソ
が

ハ
イ
カ
イ

・
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
構
成
案

の
草
稿
を
送

っ
た
手

紙
に
対
す
る
編
集
長

の
返
事
で
あ
る
。

3

　　
　

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
宛

(
一
九
二
〇
年
七
月
三

一
日
)

…
…

ハ
イ
カ
イ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

の

一
読
で

ハ
イ
カ
イ
の
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
が
秀
逸

で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
あ
な
た
の
作
品
が

断
然
す
ぐ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
お
伝
え
し
て
も
、
え
こ
ひ
い

き
だ
と
は
お
思
い
に
な
ら
な
い
よ
う

に
願
い
た
い
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
は

ほ

と

ん

ど

の

場

合

絵

画

的

で

あ

る

以

上

に

心

理

学

的

価

値

(巨

Φ
<
巴
Φ
霞

b
o
《
o
げ
o
一〇
ぴq
一ρ
ロ
Φ
9
Φ
⇒

b
冨
ω
ρ
二
①
℃
葺

o
お
ω
ρ
器

)
が

あ

り

ま

す

。

い
く

つ
か

た

い

へ
ん
気

に
入

っ
て

い
る

も

の
が

あ

り

ま

す

。

そ

れ

に

次

い

で
、

「
ず

っ
と

格

が

下

が

る

よ

う

に
思

わ

れ

ま

す

が

」
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
、

ヴ

ォ

カ

ン

ス

(り
・)
、

ジ

ャ

ソ

凵

リ

シ

ャ

ー

ル

・
ブ

ロ

ッ
ク

の

ハ
イ

カ

イ

が

来

る

よ

う

に
思

わ

れ

ま

す

。

ジ

ャ

ン

・
ブ

ル

ト

ン
と

は
誰

で
す

か

(注

58
参

照

)
。

彼

は

け

っ
こ

う

気

の
き

い

た

ハ
イ

カ

イ

を

作

っ
て

い
ま

す

。

思

う

に

ク

ー

シ

ュ
ー

の

ハ
イ

カ

イ
、

『
水

の
流

れ

の

ま

ま

に
』

と

題

す

る

も

の

は
最

初

に
書

か

れ

た
も

の

で

す

(作

者
名

が

あ

り

ま

せ
ん
が

)
。

そ

れ

ら

は

一
番

目

立

つ
も

の
が

な

い
作

品

(蕾

ヨ
9
霧

貯
3
窪

×

α
Φ
び
$

¢
-

8

唇

)
で

す

。

し

か

し
当

然

彼

の

ハ
イ

カ

イ

を

掲

載

し

な

い
わ

け

に

は

い

き

ま

せ

ん
。

私

の
全

体

的

意

見

は
非

常

に

は

っ
き

り

し

て

い
ま

す

。

す

な

わ

ち

原

稿

を

こ

の

ま

ま

印

刷

に

回

さ

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん
。

そ

し

て

も

し

プ

ル
ー

ス

ト
も

(そ

れ
が

確

か
な

よ
う

に
)
、

マ

ッ

ク

ス

・
ジ

ャ

コ
ブ

も

九

月

号

の

た

め

に

わ

れ

わ

れ

に
何

も

提

供

で
き

な

か

っ
た

ら

、

そ

れ

を
巻

頭

に
持

っ

て

こ
な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん
。

お
書

き

に
な

っ
た

短

い
巻

頭

言

は
完

璧

で

す

の

で
、

ご

署

名

し

て
く

だ

さ

る

こ

と

だ

け

を
望

み
ま

す

。

『
N

・
R

・
F

』

誌

の
優

れ

た
編

集

長

(
一
九

一
九

-

二
五
)

と

し

て
知

ら

れ

て

い

る

リ

ヴ

ィ

エ
ー

ル
が

、

ハ
イ

カ

イ

に
魅

了

さ

れ

、

「
ハ
イ

カ

イ

が

秀

逸

」
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詩歌 のジ ャポ ニスムの開花

で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
、
本
来
な
ら
プ

ル
ー
ス
ト
か
詩
人

マ
ッ
ク
ス

・
ジ

ャ
コ
ブ
が
飾
る
は
ず
で
あ

っ
た
同
誌

の
巻
頭
に
、
ま
だ
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い

ハ
イ
カ
イ
を
置
く
と

い
う
提
案
は
、

フ
ラ
ソ
ス
・
ハ
イ
カ

イ
に
対
し
て
二
〇
世
紀
文
学

の
新
し
い
方
向
を
示
す
も

の
と
い
う
期
待
を
リ
ヴ

ィ
エ
ー
ル
が
抱
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
ポ
ー
ラ
ソ

の
作
品
を

「心
理
学
的
価
値
」

の
視
点
か
ら
最
も
高
く
評
価
し
て
い
る

一
方
、

ク
ー
シ
ュ
ー
に
関
し
て
は
、
し
か
し
作
品

に
対
し
て
で
は
な
く
、

ハ
イ
カ
イ
創

作

の
先
駆
的
な
功
績
に
対
し
て
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る
。

ポ
ー
ラ
ン
は
編
集
長
か
ら
の
返
事
を
受
け
取

っ
て
か
ら
五
日
後
、
ク
ー
シ

ュ

ー
を
筆
頭
に
九
人
の
作
品
を
記
し
た

ハ
イ

カ
イ

・
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
構
成
案

の
草

稿
を
ヴ

ォ
カ
ン
ス
宛
に
送

っ
て
い
る
。

4

ポ
ー
ラ
ン
か
ら
ヴ
ォ
カ
ン
ス
宛

(
一
九

二
〇
年
八
月
四
日
)

ジ

ャ
ッ
ク

・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
は
小

ハ
イ
カ
イ
集
の
方
針
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
そ
れ
は
九
月

一
日
号

の
誌
面

に
掲
載
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
ハ

イ
カ
イ
集
が
以
下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か

ハ
イ

カ

イ

に

つ

い

て

紹

介

一

ペ

ー

ジ

。

P

・
L

[
ポ

ー

ル

ーー

ル

イ

]
・

ク

ー

シ

ュ

ー

の

ハ
イ

カ

イ

一

一
篇

(『
水

の
流

れ

る
ま

ま

に
』
)
/

あ

な

た

の

ハ
イ

カ

イ

一

一
篇

(私

が
格

別

気

に
入

っ

て
い
る

「
サ
ー

カ

ス
に
て
」

を

選

ん

で
も

よ

ろ
し

い

で
し

ょ
う

か
)

そ

し

て
、

ア

ル

フ

ァ
ベ

ッ
ト
順

に

P

・
A

[
ピ

エ
ー

ル

・
ア

ル

ベ

ー

ル
凵

ピ

ロ
ー

の

ハ
イ

カ
イ

四
篇

(『
お

あ

つ
ら

え

の
詩
』
)
/

ジ

ャ

ン

H

リ

シ

ャ

ー

ル

・
ブ

ロ

ッ

ク

の

ハ
イ

カ

イ

一

一
篇

(『
ポ

ワ

ト

ゥ
ー

の
家

』
)
/

ジ

ャ

ソ

・
ブ

ル

ト

ソ

の

ハ
イ

カ

イ

五

篇

(ブ

グ

レ
)

(注

58
参

照

)/

ポ

ー

ル

・

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

の

ハ
イ

カ

イ

九

篇

(
『
こ

こ

に
生

き

る

た

め

に
』
)
/

M

[
モ

ー

リ

ス
]

ゴ

バ

ン

の

ハ
イ

カ

イ

ニ

篇

/

ル

ネ

・
モ

ー
ブ

ラ

ソ

の

ハ
イ

カ

イ

一

一
篇

(
『
風

景
』
)/

J

[
ジ

ャ

ン
]

ポ

ー

ラ

ソ

の

ハ
イ

カ

イ

五
篇

(
『
見

つ
け

し
物

』
)

紹
介
文
は
以
下

の
と
お
り

「
ク
ー
シ
ュ
ー
の
も
と
に
、

八
人

の

ハ

イ
カ
イ
の
作
り
手
た
ち
が
初
め
て
こ
こ
に
集

い
、
分
析

の
道
具
を
仕
上
げ

よ
う
と
努

め
る
。
そ
れ
が
ど
ん
な
冒
険
か
は
知
ら
な

い
が
、
幾
多

の
冒
険

が

フ
ラ
ソ
ス

・
ハ
イ
カ
イ
を
待
ち
う
け
て
い
る
だ
ろ
う
と
彼
ら
は
少
な
く

と
も
考
え
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
は
、
例
え
ば
か

つ
て

マ
ド

リ
ガ
ル
、
あ
る
い
は
ソ
ネ

ッ
ト
が
得

た
た
ぐ
い
の
成
功
を
も
た
ら
す

の
で

は

な

い

だ

ろ

う

か

(ρ
扈
一
〇
〇
二
『
同
鋤
一叶

同
Φ
昌
O
O
】P
什『
①
『
)
。

ー

ま

た

そ

れ

に

よ
っ
て
共
通
の
趣
味
が
形
成
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

以
下

の
よ
う
に
書

い
た
あ
な
た
の
ご
友
人

の
名
前
を
も
う

一
度
知
ら
せ
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て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

い
Φ

σ
鋤
P
O

α
Φ

豆

Φ
霞

①

①
ω
け
q

O
b

坤

O
置

い
Φ

び
9
昌
O

自
Φ

び
O
δ

O
ω
什
b
P
O
⊆
出
一ひ

　れ
　

幻
①
づ
ロ
Φ
N
l
<
〇
二
ω

鳥
.蝉
⊆
け
O
b
ρ昌
Φ

石
の
ベ
ン
チ
は
ひ
ど
く
冷
た
い

木

の
ベ
ン
チ
は
濡
れ
て
い
る

秋

の
待
ち
合
わ
せ

彼

の
他

の
詩

も
提

供

し

て

く

だ

さ

い
ま

す

で

し

ょ
う

か

り
・

(後

略

)

ジ

ャ

ソ

・
ポ

ー

ラ

ン

す
)。小

ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
に
入
れ
る
に
は
少
し
遅
く
な

っ
て
、
ポ

ン
サ
ン
氏

の

ハ
イ
カ
イ
を
受
け
取

っ
て
い
ま
す

(し
か
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
は
我
々
が
掲

載
す
る
二
篇
よ
り
劣
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
)。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。
私

の
催
促
を
お
許
し
く
だ
さ

い

し
か
し
、
我
々
の
小

ア
ソ
ソ

ロ
ジ
ー
を
九
月

一
日
の

『N

・
R

・
F
』

の
巻
頭
に
掲
載
す
る
と
い
う
好

機
を
の
が
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
長

い
間
訪
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た

…機
会
な
の
で
す
か
ら
。

60

 

も

う

数

日

の
あ

い
だ

あ

な

た

の

ハ
イ

カ
イ

の
す

べ

て
を

手

元

に
お

い

て

も

よ

ろ

し

い

で
し

ょ
う

か
。

ま

ず

は
私

た

ち

の

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
が

ど

の

よ

う

に
迎

え

ら

れ

る

か
見

極

め

た

い

の

で
す

。

ジ

ャ

ッ
ク

・
リ

ヴ

ィ

エ
ー

ル

は

そ

れ

を

巻

頭

に
置

き

た

い
と

望

ん

で

い
ま

す

。

(後
略

)

「
ハ
イ
カ
イ
」

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
発
刊
に
至

る
直
前

の
二
通
を
引
こ
う
。

次
は
未
発
表
書
簡
な

の
で
原
文
も
添
え

る
。

5

　お
　

ポ

ー

ラ

ン
か

ら

ヴ

ォ

カ

ン

ス
宛

(
[
一
九

二
〇
年

]

八
月

一
〇

日
消
印

)

こ

れ
が

あ

な

た

の
校

正

刷

り

で
す

。

恐

れ

入

り

ま

す

が

、

そ

れ

を
再

読

し

て

い

た

だ

け

ま

す

か

(よ

ろ

し

け

れ

ば
、

日

付

け

も

お

つ
け

く

だ

さ

い

『
N

・
R

・
F
』

の
校

正
係

り

に
あ

な

た
が

先

で
あ

る
こ

と

を
思

い
出

さ

せ

ま
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①
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詩歌 のジ ャポニスムの開花

6

ポ

ー

ラ

ン

か

ら

ヴ

ォ

カ

ン

ス
宛

(
月
曜

日

一
九

二
〇
年

八
月

一
五
日

)

あ

な

た

の

ハ
イ

カ

イ

と

ポ

ン
サ

ソ

の
そ

れ

で

す

。

小

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

は

九

月

一
日

の

『
N

・
R

・
F

』

の
巻

頭

に

掲

載

さ

れ

る

こ

と

で

し

ょ

う

(あ

な
た

の
印
象

や
批

評

を
待

ち
き

れ
ず

に
お

り
ま
す

)
。

五

「
ハ
イ
カ
イ
」

ア
ソ
ソ

ロ
ジ

ー
掲
載

と
そ

の
反
響

こ

の
よ

う

に

ポ

ー

ラ

ン

の
編

集

を

通

じ

て
、

そ

の
熱

情

的

な

働

き

と

ヴ

ォ
カ

ソ

ス

の
協

力

に

よ

っ
て
、

ま

た

リ

ヴ

ィ

エ
ー

ル

の
大

き

な

支

持

を

得

て
、

「
ハ

イ

カ

イ

」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

は

翌

九

月

巻

頭

を
飾

っ
た

の

で
あ

る

。

一
日

に

、

『
N

・
R

・
F
』

誌

八

四

号

の

1

「
N

・
R

・
F
」

誌

八

四

号

と

「
ハ
イ

カ

イ

」

ア

ン

ソ

ロ

ジ

ー

同

誌

の
表

紙

の
目

次

忙

は
、

冒

頭

の
中

央

に

「
ハ
イ

カ

イ
」

と

大

き

く
記

さ

れ

、

ポ

ー

ル
日

ル
イ

・
ク

ー

シ

ュ
ー

を
初

め

と

し

て
ジ

ュ
リ

ア

ン

・
ヴ

ォ

カ

ン

ス
、

ジ

ョ
ル
ジ

ュ

・
サ

ピ

ロ
ソ

の
順

に

一
二
人

の
作

者

名

が

掲

げ

ら

れ

て

い

る
。

そ

の
下

に

二

〇

世

紀

文

学

を

代

表

す

る

作

家

、

批

評

家

で
あ

る

四

人

の
執

筆

者

、

ル

イ

・
ア

ラ

ゴ

ン
、

ア

ン

リ

・
ド

・
モ

ン
テ

ル

ラ

ン
、

ア

ン
ド

レ

・
ジ

ー

ド
、

ア

ル
ベ

ー

ル

・
チ
ボ

ー
デ

が

名

を
連

ね

て

い

る
。

裏

表

紙

に

は

編

集

長

ジ

ャ

ッ
ク

・
リ

ヴ

ィ

エ
ー

ル
、

秘

書

ジ

ャ

ン

・
ポ

ー

ラ

ン

の
名

が

見

え

る
。

ポ
ー
ラ
ン
の
記
し
た
短

い
前
書
き
が
あ
る
。
前
半

に
は
八
月
四
日
付
の
ヴ
ォ

カ
ン
ス
宛

の
草
稿

に
は
な
か

っ
た
日
本

の
俳
句
に
つ
い
て
の
短

い
解
説
が
あ
る

が
、

ク
ー
シ
ュ
ー
の
書
か
ら
の
摂
取
で
あ

る
。

「
=
二
〇
〇
年

に
わ
た
る
日
本

の
詩
歌
は
、

ほ
ぼ
、
こ
の
よ
う
な
小
片
か
ら
成

り
立

っ
て
い
る
」
と
し
て
、
「小
片
の
詩
」
(注
30
参
照
)
と
も
い
え
る
定
型

の

短
詩
が
、
日
本

に
は
何
世
紀
に
も
わ
た

っ
て
続

い
て
い
る
こ
と
に
驚
嘆
を
こ
め

て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た

「
ハ
イ
カ
イ
は
絵
画
的

営
淳
o
お
ω
ρ二
Φ
で
あ
り
、
あ

る
い
は
神
秘
的

ヨ
図
ω瓜
ρ
⊆
Φ
で
あ
る
」
と
前
置
き
し
て
、
鳥
、
虫
、
花
を

モ
チ

ー
フ
と
し
た
俳
句
三
篇
が
ク
ー
シ
ュ
ー
の
訳
と
し
て
、
出
典

『
ア
ジ
ア
の
賢
人

　ほ
　

と

詩

人

』

も

記

さ

れ
、

引

用

さ

れ

て

い

る
。

後

半

は

、

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

の
紹

介

文

で
あ

る

。

草

稿

と

ほ

ぼ

同

一
で
あ

る
が

、

最

後

に

フ

ラ

ン

ス

・

ハ
イ

カ

イ
が

将

来

「
一
層

決

定

的

な
作

品

の
到

来

」

を

も

た
ら

す

こ

と

を

希

望

す

る

旨

の

一
文

が

追

加

さ

れ

て

い

る

(添

付

資

料

「
ハ
イ

カ
イ
」
参

照
)
。

作

者

は

、

大

戦

で
戦

死

し

た

サ

ビ

ロ
ン
と

「
初

会

合

」

の
出

席

者

の

一
人

で

あ

っ
た

ポ

ン

サ

ン
、

そ

し

て

ル

フ

ェ
ー
ヴ

ル

の
三

人

が

草

稿

に
追

加

さ

れ

て
、

一
二
人

と

な

っ
た
。

『
水

の
流

れ

の
ま

ま

に
』

ー

一
九

〇

三

、

ポ

ー

ル

ーー

ル
イ

・
ク

ー

シ

ュ
ー

(
一

　ね
　

一
篇
)
/

『
サ

ー

カ

ス

に

て
』

1

一
九

一
六

年

五

月

、

ジ

ュ
リ

ア

ソ

・
ヴ

ォ

カ

　あ
　

ン

ス

(
二

篇
)
/

『
詩

の
微

粒

子

』

ー

一
九

一
八
、

ジ

ョ

ル
ジ

ュ

・
サ

ビ

ロ

ン

(五

篇
)
/

『
お

あ

つ
ら

え

の

詩

』
、

ピ

エ

ー

ル

・
ア

ル

ベ

ー

ル

ーー

ビ

ロ
ー
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　が
　

(五
篇

)
/

『
ポ

ワ

ト

ゥ

ー

の
家

』
、

ジ

ャ

ソ

n

リ

シ

ャ

ー

ル

・
ブ

ロ

ッ

ク

(
一

一
篇

)/

ジ

ャ

ン

・
ブ

ル

ト

ソ

(六

篇

)
/

『
こ

こ

に

生

き

る

た

め

に
』

ポ

ー

ル

・

エ
リ

ュ

ア

ー

ル

(
一

一
篇
)
、

モ

ー

リ

ス

・
ゴ

バ

ソ

(
二
篇

)
/

ア

ン

リ

ー

・
ル

フ

ェ
ー

ヴ

ル

(
一
篇
)
/

ア

ル

ベ

ー

ル

・
ポ

ソ

サ

ソ

(二
篇

)
/

ル
ネ

・

モ
ー
ブ

ラ

ン

(
一

一
篇

)
/

ジ

ャ

ン

・
ポ

ー

ラ

ソ

(
六
篇
)

前

書

き

に

は
、

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
を

編

集

し

た

ポ

ー

ラ

ン

の
意

図

が

示

さ

れ

て

い
る
。

一
つ
に

は

ク

ー

シ

ュ
ー

の
先

駆

的

業

績

を

初

め

と

す

る

フ
ラ

ン

ス

.

ハ

イ

ジ

ン

の
作

品

を

紹

介

す

る

こ

と

で

あ

り

、

「
ク

ー

シ

ュ
ー

の
も

と

、

ハ
イ

カ

イ

の
作

り

手

一
〇

人

が

初

め

て

こ

こ

に
集

い
、

分

析

の
道

具

を

仕

上
げ

よ
う

と

努

め

る
」

こ

と
が

記

さ

れ

て

い

る
。

「
分

析

の
道

具

巷

貯
ω
嘗
二
目

①
算

自
、①
蠧

-

ξ
ω
①
」
と

は
、
ハ
イ

カ

イ
全

般

を

指

し

て

い

る

よ

う

に
思

わ

れ

る

が

、

ヴ

ォ

カ

ソ

ス
著

『
ハ
イ

カ

イ

の
本

』

(後

述

)

に

も

、

ハ
イ

カ

イ

は

「
分

析

の
成

果

」

「
心

の
詩

」

で

あ

り

、

「
心

理

探

求

の
手

段

」

な

ど

の
言

及

が

あ

る
。

こ

の

よ

う

な

ハ
イ

カ

イ

に
対

す

る

見

解

に

は
、

リ

ヴ

ィ

エ

ー

ル

の
手

紙

に

も

ハ
イ

カ

イ

の

「
心

理

学

的

価

値

」

に
重

点

が

お

か

れ

て

い

た

よ

う

に
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

的

俳

句

観

が

示

さ

れ

て

い

て
興

味

深

い
。

ポ

ー

ラ

ソ
が

選

ん

で

い

る

ハ
イ

カ

イ

に

は

、

日

本

の
俳

句

の

よ
う

に
自

然

を

素

材

と

し

た
簡

潔

な

作

品

も
含

ま

れ

て

い
る

が

、

ヴ

ォ

カ

ン

ス

の

『
サ

ー

カ

ス

に

て
』

を

初

め

と

し

て
、

「
人

事

」

に
あ

た

る

作

品

が

多

い
。

ま

た

心

理

描

写

を

凝
縮

し

て

い
る

作

品

が

個

々

の
作

者

の
な

か

に

か

な

り

み

ら

れ

る
。

た
と

え

ば

『
サ

ー

カ

ス

に

て
』

の
八

番

目

や

最

後

の
作

品

、

サ

ビ

ロ
ソ

の

二
番

目

、

ア

ル
ベ

ー

ル
ーー
ビ

ロ
ー

の
三

番

目

、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

の

九
番
目
、

モ
ー
ブ
ラ
ソ
の
八
、
九
、

一
〇
番
目
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
自
身

の
四
、

五
、
六
番
目
な
ど
で
あ
る
。
前
書
き
に
は
将
来

ハ
イ
カ
イ
が
新

し
い
詩

の
ジ

ャ

ソ
ル
を
開
く
こ
と

へ
の
冒
険
や
希
望
、
ま
だ
定
ま

っ
て
い
な
い

ハ
イ
カ
イ
に
た

い
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
共
通

の
意
識
の
形
成
、
そ
し
て

コ

層
決
定
的
な
作
品

の
到
来
」
の
期
待
も
示
さ
れ
て
い
る
。

2

ア
ラ
ゴ
ン
の
書
簡

「
ハ
イ
カ
イ
」
刊
行
直
後
、
同
誌
を
通
じ
て
初
め
て

ハ
イ
カ
イ
を
知

っ
た
リ
ル

ケ
は
そ
の
感
動
を

い
ち
早
く
手
紙

に
書

い
て
い
た
が

(注
10
参
照
)、
同
誌
執

筆
者

の

一
人
で
も
あ

っ
た
ル
イ

・
ア
ラ
ゴ
ン
は
、
皮
肉
を
こ
め
た
批
判
を
ポ
ー

ラ
ソ
宛
に
書
き
送

っ
て
い
る

(注
6
参
照
)。

ア
ラ
ゴ
ン
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
宛

=

九
二
〇
年
九
月
六
日
消
印
]

ハ
イ
カ
イ
は
私
を
魅
了
し
ま
す
、
と

い
っ
て
も
文
学

に
達
し
て
い
る
と

思
え
ま
せ
ん
が

(い
①ω
団
巴
i犀
普
ω
8
、Φ口
o
げ
鋤
耳
o昌
貸

①ロ
α
ΦO
卿
α
①
け〇
二
けΦ

洋
慈
蠢
ε
『Φ
)
、
し
か
し
何
と
い
う
実
験

で
し
ょ
う
。
あ
な
た
を
加
え

て

一

〇
匹
[実
際

に
は

一
二
人
]
の
モ
ル
モ
ッ
ト
で
す
。
簡
潔
さ
に
心
を
奪
わ
れ

て
い
る
者
も

い
れ
ば
、
三
行
あ
と
に
別

の
三
行
が
続
く
よ
う
な

い
ん
ち
き

を
す
る
者
も

い
ま
す
。
日
本

の
こ
と
も
脚
韻
も
忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い

者
も
い
れ
ぽ
、
三
行
句
で
絵
葉
書
を
描
写
し
た
の
と
違

い
が
わ
か
ら
な
い

よ
う
な

ハ
イ
カ
イ
を
作
る
者
も
い
ま
す
。
詩
の
古
く
さ
い
考
え
が
駆
け
足
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で
戻

っ
て
き
ま
す
。
[彼
ら
は
]
新

印
象
主
義
者

で
す
が
、

新

マ
ル
サ
ス
主
義
者
と
言
う
の
と
同
様
で
す
。
(後
略
)

そ
れ
は
人
が

「簡
潔
さ
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
者
」
と

は

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
や
ブ

ロ
ッ
ク
な
ど

を
、
「
脚
韻
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
者
」
と
は
ヴ

ォ
カ
ソ
ス
を
、
「絵
葉

書
」
の
よ
う
な

ハ
イ
カ
イ
を
作
る
者
と
は

ク
ー
シ
ュ
ー
な
ど
を
指
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

ハ
イ
カ
イ
詩
人

の
レ
ベ

ル
は
、
ま
だ
、
俳
句

の
真
似
ご
と
を

し
て
い
る

「
モ
ル
モ
ッ
ト

o
o
び
9
賓
①
ω」

で
あ
り
、
浮
世
絵
な
ど
か
ら
影
響
を

受
け
、

一
九
世
紀
絵
画

の
革
新
を
成
し
遂
げ

た
フ
ラ
ン
ス
印
象
主
義
者
に
は
及

ぼ
な
い
、
「新
印
象
主
義
者

冨
ω
鼠

o
山
日
肩
①ω
ωδ
コ
巳
ωけ①
ω」

の
よ
う
で
あ
る

と
ア
ラ
ゴ
ン
は
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ポ
ー
ラ
ン
の
希
望
に

対
し
て
も
、
「私

に
と

っ
て
は
、
あ
な
た
が

ハ
イ
カ
イ
に
対
す
る
あ

の
配
慮
、

そ
し
て
将
来

の
活
動
の
希
望
を
装

っ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
」
と
、
冷
淡
な

態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

ハ
イ
カ
イ

に
対
す
る
当
時

の

一
部

の
反
応
で
も

あ

っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
ア
ラ
ゴ
ソ
は

「
し
か
し
何
と
い
う
実
験
で
し
ょ
う
」
と

い

っ
て

ハ
イ
カ
イ
の
出
現
に
驚
き
も
表
明

し
て
い
る
。

3

一
九
二
〇
年
代

フ
ラ
ン
ス

「
ハ
イ
カ
イ
年
」

こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
掲
載

の
実
現
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ら
の
熱
情
的
な
働
き
が

あ

っ
た
が
、
準
備
期
間
は
必
ず
し
も
十
分

と
は
い
え
ず
、

ク
ー
シ
ュ
ー
、
ヴ

ォ

カ
ン
ス
の
先
駆
的
な

ハ
イ
カ
イ
作
品
の
発
表
年
代

に
関
わ
る
小
さ
な
誤
り
も
あ

り
、

ハ
イ
カ
イ
作
品

の
質
や
量
に
も
ま
だ
不
足
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
に
は
、
日
本
の

ハ
イ
ジ
ン
の
魂
を
実
践

し
て
船
旅

に
出
か
け
、
そ
の
印
象
を
、
簡
潔
な
三
行

の

ハ
イ
カ
イ
形
式
で
初

め

て
実
作
し
た
ク
ー
シ
ュ
ー
、
戦
場

の
光
景
を
初
め
と
し
て
サ
ー
カ
ス
な
ど
新
し

い
素
材
を
次
々
と
削
ぎ
落
と
し
た
三
行

の

ハ
イ
カ
イ
形
式
で
表
現
し
た
ヴ
ォ
カ

ン
ス
、
珠
玉
の

ハ
イ
カ
イ
を
遺
し
て
戦
死
し
た
サ
ビ

ロ
ソ
、
大
戦
後

の
春

の
よ

ろ
こ
び
を
か
ろ
や
か
に

ハ
イ
カ
イ
に
凝
縮
し
た
ダ
ダ
の
詩
人

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
、

日
本

の
俳
句
に
啓
示
を
う
け
て
五
七
五
の
シ
ラ
ブ

ル
も
遵
守
し
て
多
く

の
ハ
イ

カ
イ
を
創
作
し
、
「
ハ
イ
カ
イ
」
掲
載

の
口
火
を
切

っ
た
ブ

ロ
ッ
ク
、
ま
た

ハ

イ
カ
イ
に
人
類
的
ポ

エ
ム
を
予
見
し
、
こ
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
編
集
と
掲
載
を

ひ
た
む
き
に
手
が
け
た
ポ
ー
ラ
ン
な
ど
、
彼
ら

の
ハ
イ
カ
イ
に
対
す
る
情
熱
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

「
ハ
イ
カ
イ
」
掲
載

の
実
現
し
た

一
九
二
〇
年
を
、

フ
ラ
ソ
ス
の
文
芸

批
評
家
バ

ン
ジ
ャ
マ
ソ

・
ク
レ
ミ

ユ
ー
は

「
ハ
イ
カ
イ
の
年
」
と
呼
ん
で
い
た

(注
7
参
照
)。
こ
の

「
ハ
イ
カ
イ
」
掲
載
が
導
火
線
と
な

っ
て
、

一
九
二
〇
年

代
に
は
、
ク
レ
ミ

ユ
ー
な
ど

フ
ラ
ン
ス
文
学
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
ク
ー
シ

ュ
ー

を
驚
嘆
さ
せ
た
ヴ

ォ
カ
ン
ス
の

「詩
法

〉
『什
℃
o
⑪
ぼ
ρ
¢
Φ」

(注
8
参
照
)
な
ど

の
優
れ
た

ハ
イ
カ
イ
集
や
こ
の

「
ハ
イ
カ
イ
」
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
中

の
ポ
ー
ラ
ソ

の
前
書
き
な
ど
を
再
録
し
た
序
文
を
付
し
て
、
ル
ネ

・
モ
ー
ブ
ラ
ン
編
集

に
よ

る

「
二
八
三

ハ
イ
カ
イ
選
集
」
(注
9
参
照
)
(図
8
)
な
ど
が
次
々
と
発
表
さ

れ
た
。
同
選
集
に
は
四
八
人

の
ハ
イ
カ
イ
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
二
四
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の
部

門

に
及

ぶ

選

集

で
あ

り
、

「
詩

法

」

か

ら

ス
タ

ー

ト

し

て
、

「
心

げ

8

①
-

霞

」

で
完

結

し

て

い

る
。

そ

の

「
心

」

の

部

門

に

は

、

『
N

・
R

・
F
』

誌

に

掲

載

さ

れ

て

い

た

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
や

ポ

ー

ラ

ン
を
初

め
と

す

る

ハ
イ

カ

イ

七
篇

も

選

ば

れ

て

い

る
。

こ

の
選

集

の
冒

頭

に

は

ヴ

ォ
カ

ソ

ス

の

ハ
イ

カ

イ

集

「
詩

法

」

か
ら

名

前

が

採

ら

れ
、

そ

の

二
篇

が

引

用

さ

れ

て

い

る
。

い
Φ

勺
O
騨
Φ
冨

b
O
づ
巴
ω

日
本

の
詩

人

国
ω
ω
巳
Φ
ω
8

0
0
旨

①
鋤
『

短

刀

を

拭

い
た
。

9
暮
Φ
h9
巴
醒
o
量

8
①
霪

旨
o詳
p

今
度

こ
そ

「
冗
辨
」
は
死
ん
だ
。

国
く
O
ρ
二
ρ

ω癪

ひq
卿
ρ
穿

畦
9
巴
一昌
霧

喚
び
起

せ
よ
、
暗
示
せ
よ
、
三
行

の
中

に
、

ぎ

8
蕘

昼
露

か
の
冷
然
た
る
顔
付
き
を
、

竃
巴
ω
8
爵

冨
§

簽

さ
れ
ど
心
の
底
の
苦
し
み
を
、
餘
す
な
く
。

(後
藤
末
雄
訳

「仏
蘭
西
俳
諧
詩
の
運
動
」、
第
二
次

『明
星
』、

一
九
二
四
)

こ
れ
ら
の
作
品
に
は
ヴ
ォ
カ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
詩

に
対
す
る
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の

ハ
イ
カ
イ
の
本
質

で
あ
る
、

簡
潔
さ
を
通
じ
て
人
間

の
心

の
奥
深
く
を
三
行
の
中

に
凝
縮
し
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
る
。

ク
レ
ミ

ユ
ー
は
、
こ
の
ハ
イ
カ
イ
を
引
用
し
、

フ
ラ
ン
ス
文
学

に

ハ
イ
カ
イ

を
導
入
す
る
理
由
の

一
つ
と
し
て
、

ハ
イ
カ
イ
が

「雄
弁
の
首
を
し
め
あ
げ
」、

「純
粋
な
詩

の
凝
縮
を
提
供
す

る
」

こ
と
な
ど

を
指
摘

し
て
い
る

(注
7
参

照
)。こ

の

「詩
法
」
に

「驚
嘆
し
、
魅
了
さ
れ
た
」

ク
ー
シ
ュ
ー
の
手
紙
を
紹
介

　ザ
　

し

よ

う

。

○

ク

ー

シ

ュ
ー

か

ら

ヴ

ォ
カ

ソ

ス
宛

(ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
、

サ

ン
n

シ

ャ
ル

ル

通
り

一
六
番

地

一
九

二

一
年

七
月

二

一
日
)

親

愛

な

る

す

ぼ

ら

し

い
友

よ

あ

な

た

の
類

い
稀

な

、

す
ぼ

ら

し

い

「
詩

法

」

を
送

っ
て

い
た

だ

き

あ
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詩歌の ジャポニスムの開花

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
れ
は

ハ
イ
カ
イ

の
憲
章

(一餌

O『
①
同梓Φ
)

で
あ
り
、
同
時
に
そ
の
も

っ
と
も
輝

か
し
い
証
明
で
す
。
あ
な

た
は
、
簡
潔
な
詩
を
き
わ
め
、
そ
の

ゆ
た
か
な
資
源
に
驚
嘆
し
た
偉
大
な
日
本
の

ハ
イ
ジ

ン
の
血
を
引
い
て
い

ま
す
。
あ
な
た
は
詩
を
純
粋
な
感
覚

に
、
生
ま
れ
い
ず
る
感
覚

に
近
づ
け

ま
し
た
が
、

こ
の
感
覚
こ
そ
詩

の
も

っ
と
も
生
き
生
き
と
し
た
も

っ
と
も

確
か
な
源
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
が

フ
ラ
ソ
ス
・
ハ
イ
カ
イ
に
導
入
し
た
偉
大
な
技
法

の
す
べ
て

に
驚
嘆
し
、
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
末
雄
も
、
著
書

『
ゴ
ソ
ク
ー
ル
と
日
本
美
術
』

(北
光
書
房
、
昭
和
18
)

に
お
い
て
、
上
記
の

ハ
イ
カ
イ
を
引

い
て
後
者
に

つ
い
て

「
こ
の

一
句
は
フ
ラ

ン
ス
俳
諧
詩

の
詩
學
で
あ
る
と
同
時
に
我

が
俳
道

の
標
燈
で
あ
ろ
う
」
と
特
記

し
て
い
る
。

4

一
九
三
〇
年
代

フ
ラ
ン
ス

・
ハ
イ
カ
イ
の
衰
退
及
び
ヴ
ォ
カ
ン
ス
の

「
ハ
イ
カ
イ
の
本
」
の
刊
行

一
九
三
〇
年
代
以
降
、

ハ
イ
カ
イ

へ
の
関
心
は
次
第

に
弱
ま

っ
て
ゆ
く
。
三
.

○
年
代

に
入
る
と
、

ナ
チ
ズ

ム
が
擾
頭
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て
ゆ

く
時
代
背
景
も

一
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は

再
び
暗
雲

に
覆
わ
れ
て
ゆ
き
、
芸
術
革
新
運
動
か
ら
、
行
動

の
文
学

の
時
代

へ

と
移
行
し
て
ゆ
く
。

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
は
共
産
主
義

の
活
動

に
か
か
わ

っ
て
い
っ

た
。な

お
そ
の
よ
う
な
時
期

に
、

一
九
三
六
年
に
虚
子
が
渡
仏
し
、
ク
ー
シ
ュ
ー

や
ヴ

ォ
カ
ソ
ス
ら
数
人

の
フ
ラ
ン
ス
の

ハ
イ
ジ
ン
た
ち
は
、
日
本

の
俳
人
と
初

め
て
交
流
す
る
機
会
を
持

っ
た
。
虚
子
歓
迎
茶
会
が
催
さ
れ
て
、
出
席
者

の
寄　お

　

せ
書
き
が
虚
子
に
贈
ら
れ
、

ク
ー
シ
ュ
ー
も
自
筆
で

ハ
イ
カ
イ
を
記
し
て
い
る
。

大
戦

の
二
年
前
、
最
後
の
パ
リ
句
会
は

一
九
三
七
年
四
月
に

「当
時
仏
詩
壇

の

巨
匠
と
し
て
有
名
な

フ
ェ
ル
ナ
ン

・
グ

レ
グ
の
主
宰
で
催
さ
れ
」
、
「
文
壇
を
初

め
と
す
る
六
十
余
名

の
著
名
人

の
出
席
者
が
あ
り
、
ク
ー
シ

ュ
ー
や
ヴ
ォ
カ
ソ

ス
な
ど
の
顔
も
み
ら
れ
」
、
即
興
の

ハ
イ
カ
イ
も
披
露
さ
れ
た
盛
大
な
も

の
で

　お
　

あ

っ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
生
涯
に
わ
た
り

ハ
イ
カ
イ
の
創
作
に
情
熱
を
傾
け
、
多
く

の
作
品
を

発
表
し
、

一
九
三
七
年

に
そ
の
集
大
成
を

『
ハ
イ
カ
イ
の
本
』

(卜
Q
ト
き
§
b
8

ミ

㍗
き

団)
に
結
実
さ
せ
た
の
は
ヴ

ォ
カ
ン
ス
で
あ
る
。
同
書

の
前
書
き
は
、

ク
ー
シ

ュ
ー
と
読
者

へ
の

「手
紙
-
序
文
」
と
な

っ
て
い
る
。

ク
ー
シ
ュ
ー
に

向
か

っ
て
お
お
よ
そ
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

「
ハ
イ
カ
イ
、
あ
な
た

が
そ
れ
を
、
当
時

の
呼
称

の
三

つ
の
う
ち
か
ら
こ
の
名
を
選
ん
で
、

ハ
イ
カ
イ

の
代
父
と
な

っ
た
の
で
す
。
あ
な
た
が
、

ハ
イ
カ
イ
に
、
我
々
の
言
語
で
そ

の

最
初

の
文
学
表
現
を
与
え
た
の
で
す
。

一
九
〇
五
年
、
彫
刻
家
ア
ル
ベ
ー
ル

・

ポ

ン
サ
ン
と
画
家

ア
ン
ド

レ
・
フ
ォ
ー
ル
と
と
も
に
運
河

の
旅
を
し
た
思
い
出
、

『水

の
流
れ

の
ま
ま
に
』
と
い
う
小
冊
子
を
作

っ
て
。
あ
な
た
が
、
『
ア
ジ
ア
の
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賢
人
と
詩
人
』
の
序
文
で
ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
説
得

力
に
富
ん
で
い
て
、
こ
の
文

の
筆
者
に
、
一
九

一
四
年

の
戦
争

の
間
、
己

の
塹
壕

の
印
象
を

ハ
イ
カ
イ
に
よ

っ
て
表
現
す
る
着
想
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

ま
た
読
者
に
向

っ
て
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
ー

「
ハ
イ
カ
イ
は
、
あ

る
時
は
辛
抱
強

い
分
析
の
成
果

で
あ
り
、

あ
る
時
は
内
面
的
ひ
ら
め
き
の
即
座

の
筆
写
で
す
。
そ
れ
は
、
文
学

の
領
域

に
お
い
て
、
か

つ
て
試
み
ら
れ
た
総
合

の
も

っ
と
も
大
き
な
努
力
を
実
現
し
て
い
る
と
我
々
は
考
え
る
の
で
す
。
心

の

詩

で
あ
る

ハ
イ
カ
イ
は
、
我

々
の
時
代

の
痛
手

の
ひ
と

つ
で
あ
る
あ
の
行
き
す

ぎ

た
知
性
偏
重
か
ら
回
帰
す
る
で
あ
ろ
う
日

の
た
め
に
、
無
尽
蔵
の
蓄
、兄
を
な

し
て
い
る
の
で
す

、

(中
略
)
す
ぐ
れ

て
、
内
的
独
白

の
心
理
探
究

の
手

図9『 ハ イカイの本』LeLivredesHa�鵺aiの

扉 に記 されてい る著者 ヴォカンス手書 きの ポーラ

ン宛 の献辞 。(ジ ャク リー ヌ ・ポーラン図書館蔵)

段

で
あ

る

ハ
イ

カ

イ
が

、

い

つ
か
我

々

に
、

シ

ュ
ー

ル

レ
ア

リ

ス

ム

で

は
到

達

不

可

能

と
明

ら

か
と

な

っ
た

秘

宝

の
鍵

を

授

け

て

く

れ

る

可

能

性

が

あ

り

う

る

の

で

は
な

い
だ

ろ

う

か

?

(
し
か

し
な
が

ら

、

シ

ュ
ー

ル
レ

ア
リ

ス
ム
は

ハ
イ

カ
イ

に
お
そ

ら
く

は
多

く

の
こ
と

を
負

っ

て

い
る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
、

エ
リ

ュ
ア
ー

ル
よ
P

)」

5

ヴ
ォ
カ
ン
ス
の
献
辞
と

「
ハ
イ
カ
イ
」
掲
載
の
回
想

ポ
ー
ラ
ン
の
も
と
に
遺
さ
れ
て
い
る

一
つ
の
貴
重
な
未
発
表
資
料

が
あ
る
。
ヴ
ォ
カ
ソ
ス
が
ポ
ー
ラ
ソ
に
献
呈
し
た
こ
の

『
ハ
イ
カ
イ

の
本
』
に
付
さ
れ
た
手
書
き
の
献
辞
で
あ
る

(図
9
)
(注
20
参
照
)。

四
行
八
連
か
ら
な
る
こ
の
長
い
献
辞

の
二
連
、
三
連
、
四
連

に
は
こ

う

記

さ

れ

て

い

る
。

妃

p。
p

ω
三
く
四
耳

℃
O

貯

く
①
霞

一昌
ω
お
づ
①

一
＼

「
み

ヨ
δ
ω
①
算

ω

住
①

昌
o
肓
Φ

穹

q
Φ
<
二
ρ

＼

Z

o
二
ω

白
皿
一〇
昌
ω

昌
o
ω

O
冨
目
①
ω

血
①

昌

ひq
器

＼

ω
霞

δ
ω

o
巳

Φ
ω
亀
①
富

菊
①
<
器

・
「
あ

く

る
年

、

な

ん

た

る

幸

運

、

出

会

い

に
う

ち

ふ

る

え
、

僕

ら

は
交

え

て

い

た

の
だ

、

そ

れ

ぞ

れ

の
白

鳥

の

ペ

ン
を

、

君

の
雑

誌

[
『
N

・
R

・
F
』
]

の
波

紋

の
上

に
」

日
二

ω
O
旨

ヨ
ω
O
Φ
ヨ
O
づ
q
①
=
『
α
①
ユ
ヨ
Φ
ω
●
＼

《
O
⊆
①
昌
O
⊆
ω
<
Φ
二
け
O
①
h
O
⊆

聾
一一Φ
馬
》
＼
]≦
o
昌
位
ひ
∋
①
口
戸

o
Φ
ω
ゲ
Φ
霞

①
ω
ω
二
び
旨
ヨ
Φ
ω
層
Z
、Φ
ω
け
b
器

窟

α
ω
住
Φ

δ
ω

2

巨
δ
5

「
君

は

こ

ん

な

み

せ

か

け

詩

人

を

擁

護

し

た

、

『
こ

ん

な

阿
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呆

、

ど

う

し

た

ら

お

と

な

し

く

な

る

だ

ろ

う

』
、

我

が

阿

呆

も

あ

の
至

高

の
時

を

、

た

え

て
忘

れ
ず

」

国
二

9
≦
ρ

91
一餌
h
昼

ω
9

爰

Φ
＼

○
窪

×

ρ
⊆
、①
自
Φ
蠢

ω
ω
Φ
ヨ
亘
ρ

91
ω
巴
昌
マ

Ω

o
⊆
P

＼

〉
三

〇
霞

創
①

O
o
=
o
び
〇
二
臼

国

賃
⇔
a

…
＼

]≦
巴
ω

o
口

ω
o
耳

国
畧
霞

P

O
2

0
ゴ
o
巳

"
…

「
そ

し

て
、

人

生

、

最

後

に

は
、

ち

り

ぢ

り

に

す

る

、

一
度

は
集

う

者

た

ち

も

、

サ

ン
ーー

ク

ル

ー

の

ク

ー

シ

ュ
ー

の
も

と

に
、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
な

ど

、

そ

れ

に

し

て

も

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
、

ク

ー

シ

ュ

ー

は

、

今

ど

こ

に

7
・…

…

」

そ

し

て
六

連

に

は
、

『
N

・
R

・
F

』

誌

に
掲

載

さ

れ

た

ポ

ー

ラ

ン

の

ハ
イ

カ
イ

に
触

れ

て

、

竃

巴
P

勺
躄

匪
躄

一
〇
气
8

8

一
8
b
p。
機
巴
ω
ω
Φ
＼
宮

霞

ニ
ロ
U
o
二
『
=
Φ
贏
σq
奠

餌
目

碧

け
＼
U
Φ
一9
自
2

『
ε

凶b

鋤
磊

け
ε

Φ
二
器

ω
ω
①
＼
ω
8

ユ
巴
け
㍉
o
巳
ひ
①
き

8

旨
①
淳

一
「
で
も

、

ポ

ー

ラ

ン

!

君

の
青

春

時

代

に
早

瀬

に
流

さ

れ

な

が

ら

、

微

笑

ん

で

い

た
、

あ

の
花

を
愛

し

た
軽

や

か

な

恋

人

が

い

つ
か
再

び

君

の
な

か

に
あ

ら

わ

れ

ま

す

よ
う

に

!

」

こ

の
献

辞

か
ら

、

ク

ー

シ

ュ
ー
邸

で

の

ハ
イ

ジ

ソ

の
集

り

に

は
ポ

ー

ラ

ソ
や

エ
リ

ュ
ア

」

ル

ら

が

参

加

し

て

い

た

こ

と

が

跡

付

け

ら

れ

、

そ

し

て

『
N

・

R

・
F
』

誌

に

「
ハ
イ

カ
イ

」

の
掲

載

が

実

現

し

た

年

が

、

「
至

高

の
年

」
8

ω

ゴ
①
霞
①ω
ω二
σ
謡
ヨ
①
ω
で
あ

っ
た

こ
と
、
ヴ

ォ
カ
ソ
ス
が

ハ
イ
ジ

ン
の
集

り
や

「
ハ
イ
カ
イ
」
発
行
を
か
け
が
え
の
な
い
出
来
ご
と
と
し
て
大
事

に
し
て
い
た

こ
と
も
明
ら
か
に
な

っ
た
。
彼

の
論
如
や
書
鯒

に
も
、

一
九

一
九
年

か
ら

一
九

二
〇
年

に
か
け
て

「
ハ
イ
カ
イ
」
掲
載
が
実
現
し
て
ゆ
く

「至
高

の
年
」
を
幾

度
も
回
想
し
、
ま
た
か
つ
て
の
サ
ン
ーー
ク
ル
ー
の
会
合
を
再
現
す
べ
く
幾
度
も

文
学
的
集

い
を
催
し
て
い
る
。

む
す
び

以
上
、

ク
ー
シ
ュ
ー
を
中
心
と
し
て
資
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
彼

の
俳
句
活
動

の
全
容
、
俳
句

の
紹
介
と
創
作

の
他

に
、

ハ
イ
ジ
ン
の
会
合
を
主

宰
し
て
い
た
事
情
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
ク
ー
シ
ュ
ー
は

『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と

詩
人
』
の
刊
行
後
、
軍
医

の
任
に
あ
り
な
が
ら
、

こ
う
し
た

ハ
イ
ジ

ン
の
会
合

の
開
催
に
も
心
を
傾
け
、

一
九

一
九
年
五
月
に
サ
ン
ク
ル
ー
の
自
宅
で

「初
会

合
」
を
催
し
た
。

フ
ラ
ン
ス

・
ハ
イ
カ
イ
に
お
け
る

「座
」

の
結
成
と
も

い
え

る
活
動
も
お
こ
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
戦
中
に
刊
行
さ
れ
た

『
ア
ジ
ア
の
賢
人
と
詩
人
』

は
、
ク
ー
シ

ュ
ー
の
日

本
体
験
を
通
じ
て
の
俳
句
発
見
、
詩
歌

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
書
と
も
い
え
る
も

の
で
、
俳
句
を
、
浮
世
絵
と
対
比
し
、
日
本

の
芸
術
と
し
て
、
普
遍
的
な
詩

の

視
座
か
ら
も
紹
介
し
て
い
る
。
同
書

は
、
大
戦
を
体
験
し
、
新
し
い
芸
術
を
希

求
し
て
い
た
エ
リ

ュ
ア
ー
ル
や
ポ
ー
ラ
ン
ら
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
や
作
家
た
ち
を

魅
了
し
、
「
ハ
イ
カ
イ
」
と
い
う
新
し

い
詩

へ
の
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン
を
与
え
、

ハ
イ
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カ
イ
創
作
を
啓
示
し
た
。

ク
ー
シ

ュ
ー
が
主
宰
し
た

ハ
イ
ジ
ン
の
会

合
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
や

エ
リ

ュ
ア

ー
ル
、
ま
た
ヴ
ォ
カ
ソ
ス
ら
最
初

の
俳
人
仲

間
た
ち
が
結
集
し
た
こ
と
、
こ
の

活
動

の
成
果
は
、
ポ
ー
ラ
ソ
ら
の
努
力
と
あ
い
ま

っ
て
、
大
戦
後

の
パ
リ
に
お

い
て
、
ダ
ダ

の
芸
術
革
新
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
時
期
に
、
『N

・
R

.
F
』

誌

「
ハ
イ
カ
イ
」
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
掲
載

へ
と
発
展
し
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
た
。

同
ア
ソ
ソ
ロ
ジ
ー
は
、

ク
ー
シ
ュ
ー
の
多
面
的
な
俳
句

の
紹
介
活
動
を
介
し

て
日
本

の
俳
句

の
移
入
と
受
容
が
本
格
化
す
る
二
〇
世
紀
前
半
ま
で
の
ポ
ー
ラ

ソ
ら

に
よ
る

「文
学

的
情
熱

の
年
代

記

冨

o
畔
8

0
δ
ひq
δ

q
售

①
ロ
o
ωω
δ
ロ

　れ
　

洋
騨
巴
お
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

同

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
発
刊

の
背
景

に
は
、

「
ハ
イ
ジ

ソ
の
初
会
合
」
に
参
加

し

た
ポ
ー
ラ
ソ
の
体
験
が
反
映

し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
そ
の
前
書
き

に

「
ク
ー
シ

ュ
ー
の
も
と
に
、
ハ
イ
カ
イ
の
作

り
手

一
〇
人
が
集

い
」
と
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、

ハ
イ
ジ
ン
の
集

い
の
招
待
者
六
人
全
員
を
含
む
作
者

の
作
品
が

ク
ー
シ

ュ
ー
を
筆
頭

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
前
書
き
に
は
、
ク
ー
シ
ュ
ー
の
書

や
会
合
か
ら
啓
示
を
う
け
た
ポ
ー
ラ
ン
の
詩

へ
の
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
が
、
ま
た

ハ
イ

ジ
ソ
た
ち

の
新
文
芸

へ
の
情
熱
が
反
映
し

て
い
る
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

ま
た
ポ
ー
ラ
ソ
は
フ
ラ
ン
ス

・
ハ
イ
カ
イ
が
、
浮
世
絵
が

フ
ラ
ソ
ス
絵
画

に

革
命
を
促
し
た
よ
う
に
、
将
来
詩

の
分
野

に
革
新
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
予
見

し
て
、
ク
ー
シ

ュ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

ハ
イ
ジ
ソ
の
活
動

の
成
果
を
文
壇

に
い

ち
早
く
提
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ク
ー
シ
ュ
ー
に
よ
っ
て
フ
ラ
ソ
ス
へ
運
ぼ
れ
た
俳
句

の
種
は
、
特

に
大
戦
中

か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
荒
地
の
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
.
ハ
イ
カ
イ

と
い
う
詩

の
花
と
な

っ
て
次
々
と
開
花
し
た
。
そ
こ
に
は
日
本

の
俳
句
が
新
し

い
詩

の
地
平
を
開
い
て
ゆ
く
、
詩
歌

の
ジ

ャ
ポ

ニ
ス
ム
の
開
花

の
軌
跡
も
垣
間

見
ら
れ
る
。

ク
ー
シ
ュ
ー
来
日

一
〇
〇
年

の
年

に
、

フ
ラ
ソ
ス
で
は
、
そ
の
俳
句
紹
介

の

先
駆
的
活
動
の
成
果
が
、
翻
訳

(論
文

「
ハ
イ
カ
イ
」)
と
創
作

(『水
の
流
れ
の

ま
ま
に
』)
の
両
面
か
ら
、

一
世
紀

ぶ
り
に
そ
れ
ぞ
れ

一
冊

『
ハ
イ
カ
イ

日

　お
　

本

の
抒

情

的

エ
ピ

グ

ラ

ム
』

と

『水

の
流

れ

の
ま

ま

に
』

(最

初

の

フ
ラ

ソ

ス

.

　
れ
　

ハ
イ

カ
イ
)

と

し

て
刊

行

さ

れ

た
。

そ

の
画

期

的

な

ク

ー

シ

ュ
ー

の
俳

句

紹

介

は

な

お

今

日

的

な
関

心

を

担

っ
て

い

る
。

さ

ら

に

『
N

・
R

・
F
』

誌

以

来

と

い

わ

れ

る

八
○

○

篇

の

『
フ
ラ

ソ

ス

の

ハ
イ

ク

・
ア

ソ

ソ

ロ
ジ

ー
』

も

上

梓

さ

　
ゐ
　

れ

て

い

る
。

付

記貴

重

な

資

料

を

ご

提

供

く

だ

さ

っ

た

、

ク

レ

ー

ル

・
ポ

ー

ラ

ソ

、

ジ

ャ

ク

リ

ー

ヌ

・
ポ

ー

ラ

ソ

、

ク

ロ

ー

ド

・
ブ

ロ

ッ

ク

、

ジ

ル

・
ボ

ー

ベ

ル

チ

エ

(
ア

ル

ベ

ー

ル

・
カ

ー

ソ

博

物

館

)
、

フ

ィ

リ

ッ

プ

・

ロ
ド

リ

ゲ

ス
、

バ

ト

リ

ッ

ク

.

ブ

ラ

ソ

シ

ュ
、

そ

し

て

故

ジ

ャ

ソ

凵

ポ

ー

ル

・

ク

ー

シ

ュ
ー

(
ク

ー

シ

ュ

ー

の
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甥

)

諸

氏

、

資

料

解

読

の
ご

教

示

を

く

だ

さ

っ
た

ベ

ル
ナ

ー

ル

・
バ

イ

ヨ

ー
、

エ

マ

ニ

ュ

エ
ル

・
ロ
ズ

ラ

ン
、

竹

内

信

夫

、

藤

田

省

一
諸

氏

、

ま

た
貴

重

な

資

料

の
収

集

に
ご

助

力

く

だ

さ

っ
た
現

代

出

版

資

料

研

究

所

1

・
M

・
E

・
C

、

フ

ラ

ン

ス
国

立

図

書

館

、

フ

ラ

ソ

ス
国

立

史

料

館

に
、

そ

し

て

「
ハ
イ

カ

イ

」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
全

訳

に
際

し

て
ご

教

示

く

だ

さ

っ
た
松

島

征

、

ジ

ュ
リ

ア

ソ

・

フ

ォ

ー

リ
、

四

ツ
谷

龍

諸

氏

に
深

謝

申

し

あ

げ

ま

す

。

本

稿

が

成

る

ま

で
、

昨

年

一
月

急

逝

さ

れ

た
恩

師

故

ジ

ャ

ン
ーー

ジ

ャ

ッ
ク

・

オ

リ

ガ

ス
教

授

(
フ
ラ

ン

ス
国
立

東

洋

言
語

文
化

研

究

所
)

に
格

別

な

お
導

き

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

こ

こ

に
本

稿

を

ご

霊

前

に
捧

げ

ま

す

。

注(
1
)

『
ア
ジ

ア

の
賢
人

と
詩

人
』

(ζ

⇔

ミ

ざ

時
尉
。。

駄
区
鴇
食

0
巴
ヨ
餌
昌
『

い
曾

S

H
竃
①
)

は
、

ク

ー

シ

ュ
ー

の
二
度

に
わ

た

る
来

日

に
よ

っ
て
成

立

し
た

が

、
主

に

「
世
界

周

遊
」

給
費

生

し

て

の

一
九

〇

三
年

か
ら

一
九

〇

四
年

に
か

け

て

の
九

ヶ
月
間

の
初
来

日

体
験

に
よ

っ
て

い
る
。
滞

日

の
折

に
寄
寓

先

の

ク

ロ
ー
ド

ーー
ウ

ジ

ェ
ー

ヌ

・
メ
ー

ト

ル

(後

述

)
を

介

し

て
日
本

古

典
詩

歌

を

学

ぶ
と
同

時

に
、

日
露

戦
争

下

の
日
本

社
会

を

見
聞

す

る
機

会

が
あ

っ
た
。

帰

国

後

、
俳

句

の
仏

訳

紹
介

論

文

「
ハ
イ

カ

イ

い
①
ω

出
巴
ド
巴
」
℃
(卜
8

ト
ミ
ミ

。・
矯

H
8

0
)

を

発

表
。

一
方

医

学

の
道

に
進

み
、
医

学

博

士

と

な

る

(博

士

論

文

「
原

発
性

無
力

症

い
、》
ω
匪
①
巳
o
只

一自

捧

一く
⑦
」
"
§

卿
題

醤

ミ

ト
鳴
b
ミ
討
§
W
§

蕁

ら§

魯

(聞
p。
o
巳
鼠

α
Φ
竃

$

Φ
o
ぎ

①
創
Φ
℃
鋤
ユ
ω

矯
=

び
轟

三

①
国
窪

×

≧

8

P

お
=

)
。

二
回

目

の
来

日

は
、

一
九

一
二
年

で
あ

る
。
再

来

日

は
、
医

学

研

究

買

⊆
亘
ω
鋤
σq
霞
凶
(竃
鋤
一鋤
α
一①
α
Φ
O
Φ
「
=
Φ
『)博
冨

幻
①
<
ロ
Φ
α
Φ
竃
①
α
置

昌
ρ

頴

=
×

≧

o
p。
P

一
㊤
一
野

冒
・漣

一
山
㊤
①
]
、

に
も
携

わ

っ
た

こ
と
が

最

近
確

認

さ

れ

た
ば

か

り

で
あ

る
が
、

「
世

界

周
遊

」
時

に
手

が

け

た

論

文

を

「
一
冊

の
本

」

に

ま

と

め

る
契

機

と

な

っ
た
。

中

国

(
孔

子
廟
)

を

訪

れ
帰

国
。

帰
国

後

同
書

を

刊
行

。

同

書

は
自

著

の
序

と

四

つ
の
章

か
ら

成

り
、

二
章

「
日

本

の
抒

情

的

エ
ピ
グ

ラ

ム
」
他

に

一
章

「
日
本

の
情

趣
」

(初

出

「
日
本

の
文

明
」

一
九
〇

七

)
、

三
章

「
戦

争

に
向

か
う

日
本

」
、

四
章

「
孔

子
」

が

あ

る
。

同

書

は
五

版

を
重

ね
、

四

版

と
五

版

に
は

ア

ナ

ト
ー

ル

・
フ
ラ

ン

ス
の
序

が

添

え
ら

れ

て

い

る
。

同
書

に

っ
い
て
、

第

四
版

(℃
①
三
宀

○
忌
ω

0
0
g
o
ゴ
o
⊆
9

蠶

8

ミ

ざ

衡
尉
恥

駄
諺
⇔
貴

零

鑞
鋤
8

α
①
跨
蠧

叶皀
Φ
津

き

o
ρ

O
轟

三

α
ヨ
Φ
0
9
口
o
戸

勺
霞

ジ

0
9。
一ヨ
き

旨
-

い
く
ざ

H
㊤
b。
ω
)

の
邦

訳

『
明
治

日
本

の
詩

と
戦

争
』

(改

題
)

(金

子
美

都
子

・
柴

田

依

子

共

訳
、

み
す

ず

書

房

、

一
九

九

九
)
、

著

者

に

つ

い

て

は
、
巻

末

の

「
柴

田

依

子
編

ポ

ー

ル
ーー

ル
イ

・
ク

ー

シ

ュ
ー
年

譜
」

参

照
。

な

お
、

本

稿

の

引

用

は
、

邦

訳

『
明
治

日

本

の
詩

と
戦

争

』

に

よ
る
が

、

一
部
筆

者

が
修

正

し

た
。

「
日

本

の
抒

情

的

エ
ピ
グ

ラ

ム
」

に

つ
い

て

は
、

先

行

邦

訳

と

し

て
、

堀

口
久
萬

一
訳

、
ポ

ー

ル
ーー

ル
イ

・
ク
ー

シ

ュ
ウ
氏
著

「
日
本

の
俳
句

の
研
究

」

『
雲

母
』

(昭

和

八
)
、

ま

た

春

山
行

夫

「
フ
ラ

ン

ス
俳

諧

派

の
俳
句

論

ポ

オ

ル

・
ル
イ

・
ク
ウ

シ

ュ
ウ
」

(特

輯

)

『句

帖

』

(昭

和

一
四
)
が

あ

り
、
春

山

行

夫

は

「
ミ

シ

ェ
ル

・
ル
ヴ

ォ
ン

の

『
日
本

文
学

選

集
』

な

ど

の

フ
ラ

ン

ス
訳

俳

諧

と
、

ク

ウ

シ

ュ
ウ

の
訳

を
比

較

す

る

と
、
前

者

は
日

本

の
俳

句
的

な
雰

囲

気

を
残

そ

う
と

し

て

い
る

の

に
反

し

て
、

後
者

が

フ
ラ

ン

ス
的

な
俳

諧

と
独
自

性

を

つ
く

ろ
う

と
し

て

い
る
相
違

が

よ
く

わ

か
る
」

と
指
摘

し
て

い
る
。

(
2
)

ク

ー

シ

ュ
ー
は
、

一
九

〇

二
年

度

の
第

三

回

「
世
界

周

遊
」

パ
リ
大

学
給
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費

生

(後

の
ア

ル
ベ

ー

ル

・
カ
ー

ン
世
界

周

遊
給

費

生
)

と

し

て
選
出

さ
れ
来

日

し
た
。
,
フ
ラ

ソ

ス
の
銀

行
家

ア

ル
ベ
ー

ル

・
カ

ー

ソ
は
世

界
周

遊
旅

行

給
費

制
度
設

立

を
目

的

と

し

て
、

一
八
九

八
年

に

パ
リ
大

学

に
、

最
初

は
全

く
匿

名

で
基

金

を
、

一
九
〇

五
年

「
世

界

周
遊

協

会

」
設

立

ま

で
提

供

し

た

(ゆ
邑

?

鼠
旨
α
①
一四
〇D
8

獄
鼠

〉
暮
o
霞

畠
ロ
]≦
0
5
α
Φ
(司
O
昌
α
鋤
ぼ
O
昌
〉
一び
Φ
『
一(
曽
げ
昌
)博
〉
<
邑

一
㊤
ド
♪

b
.一
紹

)
。

こ

の
給

費

は

一
八
九

八
年

か
ら

一
九

一
四
年

、
次

い
で

一
九

二
〇

年

か
ら

一

九

三
〇
年

に
か
け

て
授

与

さ

れ

た
。

設

立
第

一
回
、

一
八
九

八
年

度

給
費

生

に

は
ク

ロ
ー
ド

ーー

ウ
ジ

ェ
ー

ヌ

・
メ
ー

ト

ル
ら
が

い
る
。

フ
ラ

ン

ス
人

給
費

生

は

全

部

で
七
十

三
名

に
の
ぼ

る
。
世

界

周
遊

給

費

は

一
年

に
五

人

の
高

等
教

育

資

格
者

(
ア
グ

レ
ジ

ェ
)

に
授
与

。
創

立

者

の
意

図

は
、

学
業

を

終

え

た
ば

か
り

の
若
者

に
教
師

と
な

る
前

に
、

広

く
世

界

を
多

少

な

り

と
も
体

験

さ

せ
、

さ
ま

ざ

ま
な
事

柄

に
直

面

し

て
、

型

に
は
ま

っ
た
単

純

な
形

式
主

義

に
疑

い
を
抱

く

こ
と

を
学
ば

せ

よ
う

と
す

る

こ
と

で
あ

っ
た

「
ア

ル
ベ

ー

ル

・
カ
ー

ソ
基
金

の

概

要
」

Z
。
蔚

①
ユ
Φ
嘆
①
ωΦ
暮

巴

。
p

国
。
巳

巴

8

≧

び
Φ
詳

内
9

昌

(
フ
ラ

ソ

ス

国

立
史

料
館

蔵
)
。

な

お

ク
ー

シ

ュ
ー

の
業

績

の
先

行
紹

介

、
特

に
最
晩

年

及
び

虚

子

と

の
関

連

に

つ
い
て
、

拙
稿

「
ク
ー

シ

ュ
ー
来

日
百
年

ー

フ
ラ

ン

ス

へ
の
俳

句
紹

介

者

の

軌

跡

ー

ク

ー

シ

ュ
ー

の
未

発
表

書
簡

を
中

心

に
」

(
『
俳
句

文

学
館

紀

要
』

十

三

号

、

俳
人
協

会

、

二
〇
〇

四
)
参

照
。

(
3
)

『
水

の
流

れ

の
ま
ま

に
』
ト
ミ
ミ

§

N、§
ミ
は
最
初

の

フ
ラ

ソ
ス

.
ハ
イ

カ

イ
集

で
あ

る
。

帰
国

の
翌
年

一
九
〇

五
年

に
、
無

記
名

で
三

〇
部

刊

と

な

っ
た
。

ク
ー

シ

ュ
ー
は
自

著

『
ア
ジ

ア
の
賢
人

と
詩

人

』

に
、

二
人

の
友

人

と

と
も

に
、

船
旅

に
出

か

け

フ
ラ

ソ

ス
語

で

ハ
イ

カ

イ
を

作

る
練

習

を

し

売

こ
と
、

「
日

本

の
原

句

で

は
な

く
、

フ
ラ

ソ

ス
語

訳

の
模

倣

を

し

た
」

こ

と

を
語

っ
て

い
る

(
『明

治

日
本

の
詩

と
戦
争

』

=

二
八
頁
)
。

拙
稿

「
『
水

の
流

れ

の
ま
ま

に
』

1

幻

の
本

の
出
現

」

(自
一.
Z
o
.一
。。

国
際

俳
句

協
会

、

Z
g
H
㊤
り
㎝
)
参

照
。

(4

)

..
=

≧

山

≧

.、ト

匙
き

ミ

ミ

馬
肉
ミ

ミ

ぎ

ミ

ミ
。。魯

Z
。。。
会

H
Φ.
ω
①
冥

Φ
箏

訂

Φ
一
露
O
)
℃
・ω
b。
㊤
-
Q。
&
'

(5
)

注

4
同
誌

前

号
、

一
九

二
〇
年

八
月

一
日

刊

の
八
三

号

に

は
、

同
誌

編

集

長

ジ

ャ

ッ
ク

・
リ

ヴ

ィ

エ
ー

ル

に

よ

る

「
ダ

ダ

へ

の
謝

意
」

(国
①
o
o
目

巴
甲

ω
鋤
旨
O
Φ
卿
U
餌
創
①
)
他
が

掲

載

さ
れ

た
。

(6

)

ル

イ

・
ア

ラ

ゴ

ン
か

ら

ポ

ー

ラ

ン
宛

の
手

紙

《
卜
鳴

罅

§

。・

味ミ

ミ

お
"
》

〉
鑓

ひq
o
『

勺
鋤
巳

冨

『

↓
ユ
9
Φ
戸

O
o
凌

Φ
ω
b
8

量

湾

Φ

一
㊤
b。
O
-
H
㊤
①
倉

O
巴
財
ヨ
興

9

一
㊤
㊤
♪

冒
卜δ
O
-
ω
ρ

(
7
)

じd
Φ
a

動
巳

コ

9

伽
巨

2

×
博
ピ
Φ
ω
い
Φ
葺

o
ω
h
「
譽

O
臼。
誇

ρ

U
⊆

缶
巴
冨

=

螽

p
-

趣

す

ト
毳

き

ミ

ミ

8

自

§

ミ

軌§

b

㊤
ヨ

霞

ω
H
露

蔭
も

・9

バ

ン
ジ

ャ

マ

ン

・
ク

レ

ミ

ユ
i

「
フ
ラ

ソ

ス

・
ハ
イ

カ
イ

に

つ

い

て
」

(
『
ヌ
ー

ベ

ル

・
リ

テ

レ
ー

ル
』

一
九

二

四

年

三

月

二
九

日

付

け
)
、

W

・
L

・
シ

ュ
ワ

ル

ツ
著
、

邦

訳

『近

代

フ
ラ

ン

ス
文

学

に
あ

ら

わ
れ

た

日
本

と
中

国

』
、
北

原
道

彦

訳

、
東

京
大

学

出
版

会
、

一
九
七

一
、

三

一
八
頁
。

芝

一一一冨
目

い
Φ
o
昌
輿
ユ

ω
o
ず
≦
胃

什斜

§

Q

ぎ

龕

賊ミ

ミ

鳴
ミ

尉
愚
蕊
ミ
職
§

黛

憲

鴨

隷

丶

蜜

牒

ミ

ミ
q
§

§

寒

ミ

誉

卜
軌紺
§
ミ
ミ

N
QO
O
O
I
N
§

"
℃
鋤
ユ
ω
"
一
㊤
培

(
8

)

冒

濠

昌

〈
0
8

琴

ρ

〉
昌

它

偉
5

ロ
①
(卜
犠

9

ミ
ミ
ミ
芻
蟄
§

食

H
㊤
卜。
H
)

(
9
)

寄

冨

竃

窪

亘
穹

。
(鑑

)博
卜
Q

ミ

蕁
ミ

ぎ

ミ

ミ
勲

導

§

ら
§

味
嶋
§

譜

-

ミ
鑓

味-
さ

蹄

§

薄
ミ

暮

駐

貧

卜
鳴
黥

§
心
黍

H
㊤
器

Z
。H
O
＼
一
一
・
幻
①
器

竃

躄

-

び
一譽

。
(H
。。
㊤
一
山
㊤
①
O
)、
エ
コ
ー

ル

・
ノ

ル

マ
ル
で
哲

学

を
学

び
、
高

校
教

師

を

つ

と

め
た
。

一
九

二

二
年

三

月
、

パ
リ

の
ギ

メ
美

術
館

で
、

「
フ
ラ

ン

ス

.

ハ
イ
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詩歌の ジ ャポニスムの開花

カ
イ

の
運

動

」

に

つ
い
て
講

演
。

同
講

演

を
後

藤

末
雄

が

「
仏

蘭

西
俳

諧
詩

の

運

動
」

と

し

て

『明

星
』

(
一
九

二

四
)

に
翻
訳

紹

介

し

て

い
る
。

『
ハ
イ

カ

イ

百
句

』

(O
鴨
§
妹
隷
亀
悼ド
瀞
黛
軸.博
一
㊤
bO
ら
)

が
あ

る
。

(
10
)

リ

ル

ケ
は

『
N

・
R

・
F
』
誌

の

「
ハ
イ

カ
イ
」

を
介

し

て
初

め

て

ハ
イ

カ
イ
を
知

り
、

そ

の
感
動

を

い
ち
早

く
手

紙

(
ネ

ル

ケ
夫

人
宛

、

一
九

二
〇

年

九

月

四
日
付

)

で
伝

え

て

い

る
。

そ

の
九

月
初

旬

、
最

初

の
実

作

を

フ
ラ

ン

ス

語

で
試

み

て

い
る
。
翌

月

(
一
〇

月

二

九

日
)
、

ク
ー

シ

ュ
i
著

『
ア
ジ

ア

の

賢

人

と

詩

人
』

(三

版
、

一
九

一
九

)
を

パ

リ

で
購

入

し
、

そ

の
晩

年

の
所

蔵

本

に
は
多

く

の
傍

線

な

ど

の
書

き

込

み
が

遺

さ

れ

て

い
る
。
晩

年

の
作

品

、
特

に

フ
ラ

ン

ス
語
詩

、

ま
た

リ

ル
ケ

の
墓
碑

銘

バ

ラ
を
詠

っ
た
三

行
詩

に

は
俳

句

の
受
容
が

み
ら

れ

る
こ

と
が

論
考

さ

れ

て

い

る
。

富

士
川

英
郎

「
リ

ル
ケ
と
日

本

」

(
『比

較

文

学
研

究

』
、
東

大

比
較

文

学
会

、

一
九

六

四
)
、

ヘ
ル

マ
ン

・
メ

イ

ヤ
ー

(
「
リ

ル
ケ
と
俳

句

と

の
出

会

い
」
空

涛
Φ
ω

じd
Φ
ひq
①
σQ
雲

昌
ひq

巳

け

自
Φ
ヨ

自
巴
ざ

肉
ー

<

お
。。
O)、
塚
越
敏

(「リ

ル
ケ
と
俳
諧
」
『芸
文
研

究

』
、
慶

応
義

塾

大

学
、

一
九

八

二
)
、
拙

稿

「
リ

ル
ケ
と
俳

句

」

(
『俳

句

文

学

館

紀

要
』
、
俳

人

協
会

、

一
九

九

二
)
、

「西

洋

に

お

け

る
蕪

村

発

見
l

P

・

」

・
ク

ー

シ

ュ
ー
か
ら

R
.
M
.
リ

ル
ケ

へ
」

(『
國

文

學
』
、
學

燈

社

、

一
九

九

六
年

一
二
月

号
)

(
11
)

拙

稿

「
俳

諧

と
音

楽
」

(
『國

文

學

』
、
學

燈
社

、

二
〇

〇

二
年

七

月

号
、

=

二
〇
～

=
二
八
頁
)

(
12
)

与

謝

野
寛

(「
仏

蘭

西

の
俳

諧

詩

」
第

二
次

『明

星

』
創

刊

号

、

一
九

二

一
)
。
与

謝

野

寛

に
よ

る

「仏

蘭

西

の
俳

諧
詩

」

の
邦

訳

を
介

し

て
、
周

作

人

に
よ

っ
て
さ

ら

に
中

国

に
も

以
下

の
よ

う

に
紹
介

さ
れ

た
。
初

出

「
法

國
的

俳

諧

詩
」

(
フ
ラ

ン

ス

の
俳

諧

詩

)
月

刊

誌

『詩
』

第

一
巻

第

三
期

中

国

新

詩

社

編
集

一
九

二
二
年

三

月
刊

。

『陀

螺

』

(詩

歌

小

品
集

)
新

潮

社

(北

京
)

一
九

二
五
年

刊
。

(
13
)

高

階

秀
爾

「
俳

句

と

ハ
イ

カ
イ
」

『
大
航

海
』

(新

書
館

、

二
〇

〇

〇
年

八

月

号

)
、
芳

賀

徹

『
ひ
び

き

あ

う
詩

心

-

俳

句

と

フ

ラ

ン

ス

の
詩

人

た

ち
』

(
T
B

S
ブ

リ

タ

ニ
カ
、

二
〇

〇

二
)
、
藤

原
克

己

「
古

今
集

の
享

受

と
評
価

の

歴

史
」

(
『古

今
和

歌
集

研
究

集
成

』
第

三
巻

、
風

間
書

房
、

二
〇

〇

四
)

(
14
)

bd
Φ
「
蠧

a

bU
艶

一躄

P

い
Φ

o
冨

く
鋤
一
ほ

O
ロ

Φ
ω
づ
騨
巴
け
一9

ω
8

0
0
唇

α
Φ

噛o
⊆
9

「
失
望

し

た
馬

は

こ
こ

で
鞭

の

一
打

ち
を
期

待

し

て

い
た
」
℃

§

魯
§

ミ

津

N§
o
ミ
N
ω
。。
b

O
O
一
も

・お
ρ

い
Φ
ω
い
ま
①
一一巳
Φ
ω
①
二

鋤
げ
o
ロ
ωω
o
一ρ

「
蜻
蛉

と
羅

針

盤
」

奪
ミ

勺
。。
㊤
溝
ρ

N
8

一
幽
O
O
N

ロ
・一①
O
亠

①
ω
"

(
15
)

ク

ー

シ

ュ
ー
か

ら

ヴ

ォ
カ

ン
ス
宛

の
自
筆

書

簡

は
、

フ
ラ

ン

ス
国

立

図
書

館

所
蔵

。
書
簡

は
、
全

部

で

一
二
通

あ

る

こ
と
を

確
認

し

た
。

一
九

一
七
年

か

ら

一
九

五

四
年

の
最
晩

年

ま

で

に
わ

た

っ
て

い
る
が
、

大
部

分

が
未

発

表

で
あ

る

(
一
通

(
一
九

二

一
)

は
オ

リ
ジ

ナ

ル

(個

人
蔵

)

の

コ
ピ

ー
で
あ

り
、
す

で

に
発

表

さ

れ

た
)
。
他

二

通

は
、
筆

者

が

二
〇

〇

一
年

一
二

月
、

翻
字

し

た
も

の

で
あ

る
。

同
所

蔵

先

の
御

教

示

を

ベ

ル
ナ

ー

ル

・
バ

イ

ヨ
i
氏

よ
り
得

た
。

な

お
最

晩
年

を

中

心

と

す

る

一
部

の
書

簡

を

以

下

に
発

表

し

た
。
拙

稿

「
ク
ー

シ

ュ
ー
来

日
百

年

ー

フ
ラ

ン

ス

へ
の
俳

句

紹
介

者

の
軌

跡

ー

ク

ー

シ

ュ

ー

の
未

発

表
書

簡

を
中

心

に
」

(
『俳

句

文

学

館
紀

要

』
十

三
号

)
、

な

お
本

稿

は
、
同

拙
稿

を
発

展

さ

せ

た
も

の
で
あ

り
、
詳

細

に
ま

と

め
た

の
で
、

一
部

の

資

料

の
叙
述

に
重

複
が

あ

る
。

(
16
)

ク

ー

シ

ュ
ー
か

ら

ポ

ー

ラ

ン
宛

書

簡

一
〇

通

は

現

代

資

料

研

究

所

1

・

M

・
E

・
C

(ぎ
ω
葺

暮

竃
①
ヨ
o
貯
Φ
ω
α
Φ
い
.国
9
鉱
o
コ
O
o
畧
Φ
ヨ
ロ
o
『
p。
貯
①
)
蔵
。

前

半

の
六
通

(
一
九

一
七
-

一
九

)

は
バ

イ

ヨ
ー
氏

の
前

記

の
論

文
中

(注

14
)
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に
発
表

さ

れ

た
。

バ

イ

ヨ
ー
氏

よ

り
、
書

簡

の
所
蔵

先

、

1

・
M

・
E

・
C

つ

い

て
御
教

示

を
得

た
。

二
〇
〇

一
年

一
二
月

に
、
同

研

究
所

で
同
書

簡

を
調

査

す

る
機
会

を

得

た
。

そ

の
際

、
後
半

の
未

発

表
書
簡

四

通

(
一
九

三

八
-

三
九
)

の
所
在

を
確

認

し
た
。
す

べ

て

一
〇
通

の
オ
リ
ジ

ナ

ル

コ
ピ

ー
を
、
ポ

ー

ラ

ン

・

ア

ル

シ
ー

フ
の

ク

レ
ー

ル

・
ポ

ー

ラ

ン

(0
一9
一同
①

]℃
鋤
二
一ゴ
鋤
】P
)

氏

よ
り
古
心贈
…に

あ
ず

か

っ
た
。

(17
)

ポ

ー
ラ

ソ
か
ら

ヴ

ォ
カ

ソ

ス
宛

の
書

簡

も

フ
ラ

ン

ス
国
立

図

書

館

(∪
Φ

℃
霞
什Φ
ヨ
Φ
耳

⊆
Φ
ω
ヨ
き

二
ω
o
ユ
けρ
閏
o
コ
α
ω
<
o
o
9。
昌
o
Φ
)

に
所
蔵

さ
れ

て

い
る
。
書

簡

は
全

部

で
二
九

通
あ

り

、

一
九

一
九

年

か
ら

一
九

五

四
年

に
わ

た

っ
て

い
る
。

そ

の
中

に
、

本

テ

ー

マ
に
か

か
わ

る

一
通

の
未

発

表
書

簡

、

一
九

二
〇

年

八
月

一
〇

日

消

印

を
確

認

し

た
。

書

簡

の
大

部

分

は

バ

イ

ヨ

ー
氏

に

よ

っ

て
、

搴

§
織
蕊

黥

N§
O
ミ
N
OQ
㊤
＼
ら
O
に
掲
載

さ

れ

た
。

(
18

)

].$

昌

℃
鋤
巳
ゴ
①
P

い
①
ω
げ
巴
-
評
鋤
ご

鋤
℃
o
昌
巴
ρ

卜
亀

ミ

魯

①
①
》
昌
鼠

ρ

Z
。b。
℃

国
ひ
く
ユ
興

H
㊤
嵩

博
℃
鋤
ユ
ρ

b
・α
○。
よ

O
・

(
19
)

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
か
ら

ポ

ー

ラ

ソ
宛

肉
筆
・書

簡

は

ー

・
M

・
E

・
C
所

蔵
。

一
〇
〇

通
以

上

に
及

ぶ
同

書
簡

は
、

一
九

一
八
年

か
ら

一
九

四
四
年

に
わ

た

っ

て
お

り
、
Z
ρ
一
-
Z
o
.①
に
分
類

さ

れ

て

い

る
。

Z
o
・一
の

フ

ァ
イ

ル
に
は
、
最

初

期

の
書
簡

(一
㊤
一
。。
山
㊤
一
P

O
o
8

…
℃
い
=
b。
●
O
お
6

一
.
O
一
)

が

一

一
通

あ

り
、

そ

の
中

に
、
自

作

の

ハ
イ

カ
イ
作

品

を
記

し

て

い

る

エ
リ

ュ
ア
ー

ル

の
名

刺

と

そ

の
封

筒

の
所

在

を

二

〇

〇

四
年

八
月

、
確

認

し

た
。
最

後

の
Z
9
①
(一
㊤
一
。。
下

一
逡

鳬

O
o
8

"
℃
い
=
P

O
お

占

一
・8
)

の

フ

ァ
イ

ル
に
は
年

代
が

特
定

さ

れ

て
い

な

い
書
簡

が

あ

る
。

そ

の
な

か

に
本

稿

の

テ

ー

マ
に

か

か
わ

る
未

発

表

(
一

部

)
書

簡

一
通

の
所
在

も
確

認

し

た
。

な

お
、
筆

者
が

パ

リ
よ

り
帰

国
後

、
上

記

の

エ
リ

ュ
ア
ー

ル
か

ら

ポ

ー

ラ

ン
宛

肉
筆

書

簡

一
二
六

通

は
、

『
エ
リ

ュ
ア

ー

ル
と
ポ

ー

ラ

ン
の
書
簡

集
』

(尋

ミ

肉
ミ
黛
ミ

飾

冒
勸
§

壽

ミ

O
o
ミ
鳴魯
o
苧

§

§
聴

一
㊤
一
り
山
り
瞳
(】円
α
一け一〇
昌
ω
O
一鋤
一『
①
℃
蝉
二
一げ
鋤
昌

α
Φ
O
①
口
Pび
「
Φ
bO
O
O
ω

鴇

)

と

し

て
、

昨

年

二
〇
〇

三
年

一
二
月

刊

行

さ
れ

た
。

本
稿

提

出
後

、

二
〇

〇

四
年

六
月

に

な

っ
て
筆
者

は
同

書

を

入
手

し

た
。
本

改

訂
論

文

執
筆

に
際

し
、

エ
リ

ュ
ア
ー

ル
の
名

刺

に

つ
い
て

の
論
考

(
注

44
参
照

)

に

つ
い

て
、
同

書

を
参

考

に
し

て

一
部
補

正

し
た
。

(20

)

ヴ

ォ
カ

ン

ス
著

『
ハ
イ

カ
イ

の
本
』

(一
巳
δ
ロ
<
0
8

昌
o
ρ

卜
恥
ト
き
蕊

翁

爵

㍗
き

8

黜

謎

あ

0
9
ひ
鼠

牢

き

O
鋤
δ
①
q
国
α
三

8

ω
=
け菰
蠢

一「
①
ω
Φ
け
↓
①
9

-

巳
ρ
器

ρ

H
㊤
巽
)

(
ジ

ャ
ク

リ
ー

ヌ

・
ポ

ー

ラ

ン
図

書
室

蔵

)
。

同
書

の
扉

に

は
、

ポ

ー
ラ

ン
に
宛

て
ら

れ
た

ヴ

ォ
カ

ン

ス
手
書

き

の
献

辞

が
署

名

と

と
も

に
添

え

ら

れ

て

い
る
。

そ

の
オ

リ
ジ

ナ

ル

コ
ピ

ー
を

ジ

ャ
ク
リ

ー

ヌ

・
ポ

ー

ラ

ン
氏

よ

り
恵
贈

に
あ

ず

か

っ
た
。

な

お
そ

の
内

容

の

一
部

は
バ

イ

ヨ
ー

の
前

記

の
論

文

中

(注

14
、

い
Φ
9

Φ
<
巴

鼠

虐

Φ
ω
℃
騨
巴
け
一9

ω
8

0
0
⊆
O
α
Φ
圃o
⊆
Φ
け)

に
引

用

さ

れ

て

い
る
。

(
21
)

ジ

ャ

ン
ーー

リ

シ

ャ
ー

ル
・
ブ

ロ
ッ
ク
の
未

発

表

ノ
ー

ト
「
カ

イ

エ
」
(
オ
リ

ジ

ナ

ル

の
筆
写

)
は
、
フ
ラ

ン

ス
国
立

図
書
館

(∪
①
b
霞
8
ヨ
Φ
耳

α
①
ω
日
鋤
口
⊆
ω
o
昏

ω
)

に
所
蔵

さ
れ

て

い
る
。

「
カ
イ

エ
」
Z
o
・一
一
、

Z
o
●一
b。

(
一
九

一
九

-

二

一
)

に

は
、

『
ア
ジ

ア

の
賢

人

と

詩

人
』

の
受
容

の
痕

跡

や

ブ

ロ

ッ
ク

の
約

一
〇
〇

篇

の

ハ
イ

カ
イ

作

品

や
五

行

形
式

の

「
ウ

タ
」

(和
歌

)

も
記

さ
れ

て

い
る

の
を

確

認

し

た
。

そ
れ

に

つ
い

て
は
、
後

の

二
章

で
述

べ

る
。

同

「
カ
イ

エ
」

の
所

蔵

先

に

つ
い
て
は
、

ク

ロ
ー
ド

・
ブ

ロ

ッ
ク

(0
一鋤
=
α
①

しd
一〇
〇
げ
)

氏

、

ゴ

リ

ロ

ヴ

ィ

ッ
チ

(↓
一く
Q
α
①
『
O
O
『
一一〇
<
一〇
ω
)

教
授

よ
り
御

教

示

を
得

た
。

ま

た
同

図

童
日
館

蔵

の
ミ

暗
。。
丶
側亀
§
ー
沁
蹄
ぎ

ミ

bU
ミ
ら
壽
矯
く
O
冨
】B
Φ
×
<
中

に

、

ク

ー

シ

ュ
ー

か
ら
ブ

ロ
ッ
ク
宛

の
未
発
表
肉
筆
書
簡
四
通

(
一
九
二
四
-
三
〇
)
の
所
在
を
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詩 歌の ジャポニスムの開花

確
認

し
た
。

同
書

簡

は
、

本
稿

の

テ

ー

マ

「
ハ
イ

カ
イ
」

と

は
直

接

関
連

は
な

い
が

、
ブ

ロ
ッ
ク
と

の
文

学
的

交
流

が
記

さ

れ

て

い
る
。

(
22
)

拙
稿

「俳

句

と
和

歌

発

見

の
旅
ー

ポ

ー

ル
U

ル
イ

・
ク

ー

シ

ュ
ー

の
自

筆

書
簡

を

め
ぐ

っ
て
」

(
『
比
較

文
學

研

究
』

第

七
十

六

号
、
東

大

比
較

文

學
會

、

二
〇

〇
〇
、

七

八
-

九
〇
頁

)
。

(
23
)

(
ク
ー

シ

ュ
ー

か
ら

[
パ

リ
大
学

]
学

長

宛

東

京

、

一
九

〇

四
年

一
月

二
一二
日
)

「私

は

日
本

に
ず

っ
と

滞
在

し

て
お
り

ま
す

。
予

期

し

て

い
た

よ
り

少

し
長

い
滞

在

に
な
り

ま
し

た
。
私

の
先
輩

の
メ
ー

ト

ル
氏

と
、
同

じ

よ
う

に
思

い
が

け

な

い
ほ
ど

こ

の
国

に
関

心
を

持

ち
魅

力

を
感

じ

ま

し

た
。

メ

ー
ト

ル
氏
が

共

同
生

活

を

さ
せ

て
下

さ

っ
た
お

か
げ

で
そ
れ

ほ
ど
出

費

を
増

や

さ
ず

に
滞
在

期
間

を

延
長

す

る

こ
と
が

で
き

ま

し
た
。

彼

の
経

験

と
指

導

の
お

か
げ

で
、
す

で

に
訪

れ

た
国

々

の
研

究

よ

り
も
、

こ

の
国

の
研
究

を

よ

り
深

め
る

こ
と
が

で
き

ま

し

た
。

着
手

し

ま

し
た
仕

事

を
成

し
遂

げ

る

つ
も

り

で

い
ま

す

の
で
、

フ
ラ

ン

ス

に
帰

り
次

第

そ
れ

を
提

出

致

し

ま
す

。

(略

)
私

の
住

所

は

二

月
末

ま

で
、

日

本
国

東
京

市
小

石
川

原
町

一
〇

二
」
。
日

本

の
住

所

は

「国
o
一ωげ
貯
鋤
≦
P

=
霞
甲

ヨ
鋤
o
匡

H
O
N

日
o
菖

ρ

冨

℃
o
旨
.
東

京
市

小
石

川
原

町

一
〇

二
」

と
書
簡

中

に
明

記

さ
れ

て

い
る
が
、

こ
れ

は
当
時

の

メ
ー

ト

ル
滞

在

先

の
住

所

と
同

一
で
あ

り
、

一
時
帰

国
中

で
あ

っ
た
ド

イ

ッ
の
日
本
学

者

力

i

ル

・
フ

ロ
ー

レ
ン

ツ

の
留

守

宅

で
あ

っ
た
。

ク
ー

シ

ュ
ー
が

日
本
研

究

の
た

め
非
常

に
恵

ま

れ

た
環
境

に
あ

っ
た
こ
と

も
判

明

し
た
。

(
24
)

来

日
前

の
彼

の
勉

学

に
関

す

る
新

資
料

と

し

て
、
エ
ー

コ
ル

・
ノ
ル

マ
ル
在

学

中

(
一
八
九

八
-

一
九

〇

一
)

の
ク

ー

シ

ュ
ー

の
貸

出

し
書

籍

リ

ス
ト
が

現

存

す

る
。

そ

こ
に

は
哲

学
書

の
み

で
は
な

く
文

学
書

も

含

め

て
数

百
冊

に

の
ぼ

る
書

名
が

手

書

き

で
記

さ

れ

て

い
る
。

日
本

関
連

の
も

の
は
、

一
冊
、

ル
イ

・

ゴ

ン

ス

(H
、O
這
一ω
O
O
口
ωΦ
)

『芸

術

の
日

本
』

い
"〉
詳

冒

℃
8

9。
一ω
(一
。。
。。
ω
)
が

、

一
八
九
九

年
度

の
貸

出

し

リ

ス
ト
に
記
載

さ

れ

て
い
る

(
エ
ー

コ
ル

・
ノ

ル

マ
ル

文

学

部
図

書

館
所

蔵

)
。

「
世
界

周
遊

」
応

募

書
簡

に

よ
れ
ば

、
彼

が

修
得

し
た

外

国

語

は
英

語
、

ド

イ

ッ
語

の
み

で
あ

る

(拙

稿

「
俳
句

と
和
歌

発

見

の
旅

」

八

ニ
ー

八
三
頁

)
。

(
25
)

メ
ー
ト

ル
は

フ
ラ

ン
ス

に
お
け

る

二
〇

世
紀

初

頭

の
日
本

学

の
先
駆

者

。

ハ
ノ
イ

の

フ
ラ

ン

ス
国
立

極

東

学

院

長

(
一
九

〇

八
ー

二
〇
)
。

ギ

メ
美

術
館

長

補
佐

(
一
九

二
三
年

四

月
-

二
五
年

八
月
)
。

一
八
九

五

年
、
エ
ー

コ
ル

・
ノ

ル

マ
ル
に
入

学
、
哲

学

を

学

ぶ
、

一
八
九
九

年

に

「
世
界

周
遊

」

給
費

生

と

し

て
初
来

日
。

後

フ
ラ

ン
ス
国

立

極
東

学

院

の
研

究

員

と

し

て

一
九

〇

二
年

か

ら

約

二
年

間
滞

日

(日
本

で
書

い
た

四
〇

通

の
極

東
学

院

長
宛

の
彼

の
自

筆
書

簡

、

パ

リ

の

フ
ラ

ソ

ス
国
立

極

東

学
院

所

蔵

)
。
彼

の
日
本

に

つ
い

て

の
時

評

、
論

文
が
多
数
フ
ラ
ン
ス
国
立
極
東
学
院
紀
要

(羈

O
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

ー

論

文

「
チ

ェ
ン
バ

レ
ン

の

『
芭

蕉

と

日
本

の
詩

的

エ
ピ

グ

ラ

ム
』

Ud
霧

げ
◎

鋤
昌

昏

Φ
冒

冨

器

ω
①

O
O
g

o
Q
一
南
且
ひq
蠢

ヨ

」

(↓
蠢

昌
ω
.
》
¢

ω
o
o
●
9

智

冨

員

一
8

卜。
×
bロ
ミ
ミ

ミ

§

N専

ミ
鳴
ぎ

§
ハ
ミ
紹

b

靉

ミ
謹

-
O
義
§

妹
ミ

ミ

斜

貫

§

・

N
℃
毳

O
ミ
&

蕊

-
b
"
ミ
§
ひ
ミ

、
時

評

「
日

露

衝

突

の
由

来

い
①
ω

o
ユ
ひq
ぎ

①
ω

α
⊆

o
o
口
旨

け
『
二
ωω
9

冨
0
8

巴
ω
」

(羈

9

H
㊤
O
ら
)
、

論

文

「
日

本

の
歴

史
的

文
献

-
始

ま

り
か
ら

足
利

時
代

ま

で

い
①
い
葺

卿
讐
霞

Φ
三
ω
8
ユ
ρ
ロ
Φ

α
⊆

冒

O
o
『

α
Φ
ω
o
ユ
σq
一⇒
①
躄

×

》
ω
匡

冨

αQ
①
」

(罍

9

お

O
ω
)

他

。

な

か

で

も

チ

ェ
ン
バ

レ
ン

の

「
芭

蕉

と

日
本

の
詩

的

エ
ピ

グ

ラ

ム
」

に

つ
い

て

の
論
文

は

ク

ー

シ

ュ
ー
滞
日
中

に

ハ
ノ
イ

で
刊
行

さ

れ
、

ク
ー

シ

ュ
ー

と
俳
句

と
を
結

び

つ
け

る
…機
縁

と
な

る
。
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(
26
)

『
明
治

日
本

の
詩

と
戦
争

』

一
四

五
頁
。

智

。。
ミ

凄

寒

。・
駄
霹

旨

も

・α
心
.

(
27
)

拙

稿

「
西
洋

に
お
け

る
蕪
村

発
見

」
、

一
二
八
頁
。

(
28
)

『
明
治

日
本

の
詩

と
戦
争

』

六
〇

1
六

一
頁
。

髫

仂

ミ

ざ

鋤
駐

織
S
恥
壁

b
・謡

-
謁

・

(
29

)

同

注

28

、

六

四

!

六

五

頁

。

富

ミ

●も

・。。
一
.

(
30

)

同

注

28

、

三

八
-

三

九

頁

。

き

ミ

.も

.㎝
①
・

(
31

)

臼
⊆
嵩
Φ
昌
<
0
8

口
o
ρ

ω
ロ
ニ

Φ
団
蝉
苧
内
繊

h『
蝉
9

巴
ρ

ぎ

§
ミ

<
愚

o
§

Z

o
ω
○。
矯

H
㊤
G。
ρ

O
●Q。
P

(
32

)

奪

ミ

も

・Q。
H
.

(
33
)

『明

治
日
本

の
詩

と
戦

争
』

一
三

八
頁

。

蟹

ミ

窓

§

仂
駄
謹
§

も

.屋
b。

山
ω
ω
●

(34
)

「
序
章

」

『
明
治

日
本

の
詩

と
戦

争
』

三
-

四
頁

。
き
ミ

も

6
鳥

(35
)

ポ

ー

ラ

ン
は
、

「
日
本

の

ハ
イ

カ
イ
」

を

知

る

以
前

に
、

一
九

〇

三

年

か

ら

一
九

〇
五
年

に
か
け

て

マ
ダ

ガ

ス
カ

ル
に
滞

在

し
、

口
伝

の
庶

民

の
詩

を
収

集

し
初

め

て
仏

訳

し

た
。

.、=
p。
ぎ
み
Φ
題

ヨ
臼
言
蝉
ω
、.と
題

す

る
論

文

を

『
ア
ジ

ア

・
ジ

ャ
ー

ナ

ル
』

(丶
q
ミ
§

匙
N
卜
⑭
箇亀
咋帖Q
ミ
鳴
℃
一
り
一
N
)

に
発
表

し
、

一
年
後

、
最

初

の
著

書

卜
禽

§

ミ
よ
鳴ミ

§
鳴
識
§
舞

唐

勢
暗
的
魅
魯

ミ
§

蕊

§
賢
雪

さ
8

(
マ

ダ

ガ

ス
カ

ル
の
通

俗
詩

)

(
=
び
鑓

三

①
Ω
Φ
暮
巨

①
お

お

一
ω
)

と

な

っ
た
。

(
36
)

ク

ー

シ

ュ
ー
自
身

の
病

院

で

の
医

師

と

し

て

の
仕

事

や

イ

エ
ス

の
歴

史
的

研

究

な

ど

。

ク

ー

シ

ュ
ー

か

ら

ア

ナ

ト

ー

ル

・
フ

ラ

ン

ス
宛

(
『未

刊

書

簡

ア
ナ

ト

ー

ル

・
フ
ラ

ン

ス
か
ら

ポ

ー

ル
ーー

ル
イ

・
ク

ー

シ

ュ
ー

へ
』

(ω
0
9
騨
Φ

〉
昌
簿
9
Φ

団
蕁
づ
8

δ
①
。。
)

に
も

、

一
九

一
七

年

か

ら

一
八
年

に
か
け

て

の
住

所

は
、

エ
ペ

ル
ネ

ー

の
オ

ー
バ

ン

・
モ

エ
病

院

が
記

さ

れ

て

い
る
。

書
簡

か
ら

当
時

イ

エ
ス

の
歴
史

研
究

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と
が

う

か
が

え

る
。

(
37
)

そ

の
例

と

し

て
二
句

を
引
用

し
、

次

の
よ

う

に
説

明

し

て
い
る
。

〉
げ
H
>
げ
一

あ
あ

!

あ
あ

!

O
.Φ
ω
け
8
旨

o
①
ρ
g
.o
口
b
Φ
暮

α
貯
Φ

こ
と
ば

に
な

る

の
は

こ
れ
ぼ

か
り

O
Φ
<
曽
昌
二

①
ω
自
Φ
霞

ω
ユ
Φ
肖
o
ωげ
ヨ
○
●

吉

野

の
花

を
前

に
し

て
。

(
原
句

こ
れ

は

こ
れ

は
と
ぽ

か
り
花

の
吉

野

山

貞

室

)

こ

れ

は
赤

裸

々

な
叫

び

で
あ

る
。

他

の
点

で
も

こ

の

「
ハ
イ

カ

イ
」

の
、

そ
う

い

っ
て
よ
け

れ
ば

言
語

学

的

単
純

さ

は
、

劣

っ
て

い
る
も

の
で

は
な

い
。

実

の
と

こ

ろ
、

ま
と

ま
り

と

し

て
と

ら
え

る

に
は
非
常

に
多
様

で
、

難

し

い
感

情
が

、
善

良

と

か
虚

栄

と

か
呼

ば

れ

て

い
る
が

、
な
ぜ

そ

の
名

を
持

つ
の
だ

ろ
う

か
、

そ

の

一
方

、
次

の
詩

が

示

し
、

表

し
、

定
義

づ

け

る
よ
う

な

こ

の
別

の
非
常

に
明

瞭

な
感

情

に

は
ど

う

し

て
名

前

が

な

い
の

だ

ろ
う

か
。

O
Φ
ヨ
o
P
α
Φ
創
Φ
8

ω
Φ

こ

の
露

の
世

は

Z
㎡
ω甘
o
Φ
再
①
ρ
ρ
ロ
ゴ
昌
ヨ
o
昌
自
Φ
α
Φ
『
o
ω
Φ
回…

確
か
に
露
の
世
に
す
ぎ
な
い
!
…

]≦
巴
ω
8
暮

住
o
ヨ
⑪
ヨ
Φ
…

だ

が
、

そ

れ

で
も

な

お
…

(原

句

露

の
世

は
露

の
世

な
が

ら

さ
り

な
が

ら

一
茶
)

(
38
)

》

汀
鬟

$
巨
Φ
h
歪
σq
巴
Φ

彼

ら

の

つ

つ
ま
し

い
食

卓

に
、

d
昌
ω
①
信
o
δ
ω
o
昌
昌
o
畔
ω
㎡
ω
二
昌
く
津
伽
…

一
本
の
黒
い
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
舞
い
込
み
…

目

鋤
匹
ひ
h
o
旨
o
①
寓
o
δ

層
o
津
「
凶昌
Φ
ω

三

つ
の
胸

部

を
撃

ち
貫

い
た

(
『明

治

日
本

の
詩

と
戦
争

』

一
四

一
頁
)

(
39
)

ク
ー

シ

ュ
ー

の

「
序
章

」

中

の

「孔

子

」

の
章

に
言

及

し

た
箇

所

「
驚

く

べ
き

こ
と

に
、

全
人

類
が

参

加

す

る
共
通

の
生
活

が

輪

郭

を

み
せ

つ

つ
あ

る
」

に
よ

る
。

『明

治
日

本

の
詩

と
戦

争
』

七
頁

。

(40
)

平

川

祐

弘

「
蕪

村

、

エ
リ

ュ
ア

ー

ル
、

プ

レ

ヴ

ェ
ー

ル
」

『西

洋

の
詩

74



詩歌 のジ ャポ ニスムの開花

東

洋

の
詩
』

河

出
書

房

新
社

、

一
九

八

六
、

一

一
六

-

一
四

六
頁

。
金

子

美
都

子

「
俳

句

・
ハ
イ

カ
イ

・
エ
リ

ュ
ア

ー

ル
ー

比

較

詩

法

の
試

み
」
、

『
講

座

比
較

文

学

3

近

代

日
本

の
思
想

と

芸
術

1
』

東

京
大

学

出
版

会

一
九

七

三
、

三

三
七

-
三

六
四
頁

。

(41
)

《
ヨ
Φ
けゴ
o
ユ
①
ω
》

は
、

ヴ

ァ
レ
リ

ー

の

『
レ
オ

ナ

ル
ド

・
ダ

・
ヴ

ィ

ソ
チ

の

方

法

へ
の
序

説

』

(
一
八
九

五

)
を

指

す

と

も
考

え

ら

れ

る

が
、

ヴ

ァ

レ
リ

ー

の
国
含

8

口
o
昌
卑

ぎ
ωq
⊆
o
菖
o
⇒
α
Φ
ω
q
o
二
唇

Φ
ω
「
軍
隊

の
教

育

と
訓
練

」
他

を

ふ

く

む

《
寓
Φ
匪
o
α
Φ
ω
》

と
題

す

る
論

文

(
一
八

九

七

-

九

九

)
を

指

す

こ
と

も
指
摘

さ
れ

て

い
る
。
隷

ミ

肉
ミ
匙
ミ

飾

瀞
§

黥

ミ

G
o
ミ
鯖魯
o
§
§

§

Q
N
℃
N
℃

-
N
漣

《

O
・G。
H
i
G。
bo
.

(42
)

エ
リ

ュ
ア

ー

ル

か

ら

ポ

ー

ラ

ン
宛

肉

筆

書

簡

(一
㊤
一
。。
山

㊤
一
P

O
o
9

…

勺
い
自
b。
.
0
お
-
O
一
●
O
一
)
、

1

・
M

・
E

・
C
所
蔵

。

《
い
①
9

Φ
<
巴

匹
曾
⊆
o
捲
脅
-

巴
冖

§

ω
o
口

8

⊆
ロ

山
Φ

h
8

卑
》
P
嵩
○。
・
黜

ミ

史

§

ミ

飾

瀞
勸
§

建

ミ

O
o
ミ
碼
魯
o
§
§

謡
聴
℃
づ
●お
.

(
43
)

き
ミ
4
ロ
眞
○。
・
O
ぎ

騨

魯

ト
ミ
、ミ
G。
押
℃
・ω
O
・

(
44
)

ハ
イ

カ
イ
作
品

が
書

き

込

ま

れ

て

い
る
名

刺

の
所

在

を
、
筆

者

は
ポ

ー

ラ

ソ
宛

の
最
初

期

の
書

簡

(注

16
参

照

)

の
中

に
昨

年

二
〇

〇

三
年

八
月

に
所

蔵

先

(1

・
M

・
E

・
C
)

で
確

認

し

た
。

こ

の
名
刺

に
は

日
付

の
記
載

が

な

か

っ
た
。

そ

の
折

に
は
名
刺

の
脇

に
封

筒
が

あ

り
、

そ

の
消

印

は

一
九

一
九
年

三

月

二
四

日
と
判

読

さ

れ

た
。

し

か

し

二
〇
〇

三
年

一
二
月
刊

行

さ

れ

た

『
エ
リ

ュ
ア

ー

ル
と
ポ

ー
ラ

ン

の
書
簡
集

』
尋

ミ

肉
ミ
匙
ミ

康

壽

§
ミ

壽

ミ

G
o
ミ
寧

愚
§

§

§
ミ

N
℃
N
℃
-
N
逾

職
中

、

こ

の
名

刺

の
手

紙

(一Φ
けけ「
Φ

N
一
)

[
一
九

一
九

年

五
月

]

は
、

一
九

一
九

年

五
月

付

と
推

定

さ

れ

て

い

る
。

名

刺

に
記

さ

れ

て

い
る

「
ク

ロ
ー
デ

ル

の

マ
チ
ネ

ー
」

が

同
年

五

月

三
〇

日

に
行

わ

れ

た

こ
と

に

よ

っ
て
い

る
。

ま

た
ポ

ー

ラ

ソ
の
返

事

の
書
簡

(一①
葺

Φ
b。
b。
)

[
一
九

一
九
年

五
月

二
九

日
]

が

あ

り
、

「
明

日

ク

ロ
ー
デ

ル

の

マ
チ

ネ

ー

に
行

け

な

い
」
旨

が

記
さ

れ

て

い
る
。
従

っ
て

こ

の
名

刺

の
手

紙

の
時

期

を

五
月

と

す

る

の
が

妥

当

で

あ

る

の

で
、

本

改

訂

論

文

執

筆

の
際

に
補

正

し

た
。

こ

の
前

の
書

簡

(一Φ
けけ「
Φ
bo
O
)

は
、

同
年

五
月

一
日
付

と
推
定

さ

れ

て

い
る
。

尋

ミ

肉
N§

ミ

飾

智
貸
§

尋

ミ
ト

O
o
ミ
愚

o
§
§

§
題
"
P
㎝
㊤
ー
紹

・

(
45
)

そ

れ
ぞ

れ

の
作

品

に

ロ
ー

マ
数

字

を
付

し
、
最

初

は
く

か
ら
始

ま

り
、
名

刺

の
左

横

に

一
篇

、

★

<
が

、
題

の

下

に

四

篇

く
H
、

★

<
H目
、

★

×
H<
、

×
≦

口
、

ま

た

二
篇

★
×
口
、
★

×
日

は
、
右

上

に
記

さ
れ

て

い
る
。

そ

の
中

の

五
篇

(
★
印
)

は
、

ア

ン
ソ

ロ
ジ

ー

に
採

ら

れ

て

い
る

(
た
だ
し

、
<
と
く
口
は

ピ

リ

オ
ド
が

修

正

さ

れ

て

い
る
)
が

、
他

の

二
篇

は
未

発
表

で
あ

る
。

『
N

・

R

・
F
』

誌

掲
載

の

=

篇

の

ハ
イ

カ

イ

は
、
全

作

品

同

一
の
順

序

で
、

『
こ

こ

に
生

き

る

十

一
の

ハ
イ

カ
イ

℃
o
霞

≦
<
お

§

o
昌
N
ゴ
巴
パ
鋤
隅
(一
露
O
)』

と

題

し
、

エ
リ

ュ
ア
ー

ル

の
全
集

(肉
ミ
匙
ミ

O
§
嗹
§

O
O
§

む
醇

"
O
P。
嵩
一ヨ
爰
α

押
お

①
。。
も

.お

-
認

)
中

に
所
収

さ
れ

て

い
る
。

エ
リ
ュ
ア
ー
ル
全
集
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
未
発
表
作
品
ー

<
H

ud
β。
冥
Φ
α
Φ
o
鼠
謹
鮎

Φ
二
Φ
o
一〇
≦
昌
＼
い
、Φ
コ
h
鋤
畧

巴
日
Φ
91
「
マ
Φ
＼
ロ
<
Φ
旨

〇
二
Φ
=
=
『
冨

自
Φ
二
『
創
りO
『

銅

の
延

べ
棒

P

と
道

化
師

/

そ

の
子

は
笑

い
好
き

/
彼

は
金

の
花

を
摘

み

た

が

る

×
<
日

い
鋤
8
昌
Φ
ω
.魯

甘
詳

＼
O
昆

ヨ
Φ
一鋤
b
己
Φ
9。
ロ

N
9

詳
罵

＼
い
Φ
o
芭

α
、¢
昌
Φ
ωo
巳

且
Φ
霙
Φ
●

大

地
が
過

ぎ

ゆ

く
/

天
頂

で
誰

が

私

に
石

を
投

げ

つ
け

る

の
か
/

た

だ

一
つ

な

る
石

の
天

75



(
46
)

『明

治

日
本

の
詩

と
戦
争

』

三
頁
、

ζ

の

ミ

ぎ

響

。・

駄
呂

的壁

b
・S
拙

稿

「
西
洋

に
お

け

る
蕪

村
発

見
」

=
二
一二
頁

。

(
47
)

艱

ミ

肉
ミ
蟄
ミ

締

丶
§
§
壽

ミ
ト
O
o
ミ
蔦
魯
◎
§
§

ミ
ら
魯

b
①
ρ

「
鳥

た

ち

の
乳

母
」

の

ハ
イ

カ

イ

は
、

「
心
」

と

題

が

つ
け

ら

れ

て
、

『文

学
』

(
一
九

一
九
年

七

-

八

月
号

)

に
も

掲

載

さ

れ

た
。

ポ

ー

ラ

ン
の

こ

の

ハ
イ

カ

イ

(℃
O
霞
け蝉
コ
什
げ

O
O
ω
叶m
⊆
α

ヨ
Φ
二
詳

＼
1
]≦
⑪
ヨ
Φ

ω
①
ヨ
巴
鋤
臼
①
ω
Φ
b
O
辞
9
詳

ぽ
①
戸

＼
℃
①
コ
ωΦ
一Φ
o
ほ

無

)

は

一
部
変

更
が

み
ら
れ

る
が

、

「
ハ
イ

カ
イ
」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー
中

の
ポ

ー

ラ

ン

の
五
番

目

に
掲

載

さ

れ

て

い
る

(『
N

・
R

・
F
』

誌

添
付

資
料

参
照

)

(
48
)

《
い
Φ
9

①
<
巴

鼠

它

・
ω
鳳

邑

け
§

ω
8

8

唇

α
Φ
8
器

什
》
歹
一
・。
ρ

ブ

・
ッ

ク
と

リ
ヴ

ィ

エ
ー

ル
の
書
簡

に

つ

い
て

は
以

下

を
参

照

。
誉

ら
餐

8

ミ

ミ
鋤
蕊

瀞

亀
§
ー
肉
母
ぎ

ミ

b口
智
ら壽

O
o
ミ
帖
熔

o
§
§

ミ
龕

N
℃
N
鳴
I
N
§

】
bu
⊆
=
Φ
鉱
昌
山
Φ
ω
讐
B
δ

α
①
冒

o
ρ
⊆
Φ
ω
空

≦
曾

①

曾

α
.諺
馘

『

国
O
⊆
『
巳

Φ
び

一
㊤
ゆ
餅

眉
●雪

よ

。。
.な

お

同

上

の

原

文

中

..O
o
9

げ
o
ロ
×
(匹
o
)、、と

印

刷

さ

れ

て

い

る

が

、

フ

ラ

ン

ス
国

立

図

書

館

所

蔵

の
§

暗
＼
智
§

-
肉
苛
ぎ

ミ

切
ミ
ら
譜

く
○
冨
ヨ
Φ

×
<
中

の
肉
筆

書
簡

に
は

..O
o
二
〇
げ
o
ロ
ユ
..と

明

確

に

記

述

さ

れ

て

い

る
。

(
49

)

こ

れ

ら

一

一
篇

は
、

他

の

ハ
イ

カ

イ

作

品

も

含

め

て
ブ

ロ

ッ
ク

著

『
詩

へ

の
捧
げ

も

の
』

§

§
§

勸

ミ

、
鼠
箋
災
い
①
円
o
ユ
一
国
臼
口
8

ω
b

O
O
尸

℃
9
菖
Φ
「
"

卜。
O
自

)
に

再

録

さ

れ

て

い

る
。

ブ

ロ

ッ

ク

の

ハ
イ

カ

イ

作

品

に

つ

い

て

は

、

団
⇔
Hq
o
↓
鋤
吋
鋤
げ
⇔
ω
ぼ

含

Φ
鋤
口
-
幻
貯
げ
鋤
同
α

しu
δ
O
げ

Φ
け
帚

α
①
び
暮

ω
⊆
『
げ

ゴ
巴
犀
①
目

冲

四
コ
O
巴
ρ

智

匙
ミ
ー
肉
腎
ぎ

＼

bu
N8

壽

o
ミ

N、讐
註
ミ
ミ

ミ

N
ご
無
皆
§

ud
昌
聞

bo
O
O
N

O
・H
O
り
I
H
一
刈
●

(50

)

セ

ヴ

ァ

ス

ト

ス
夫

人

(〉
耳

口
b
℃
①

ω
ひ
く
讐

o
ω

崗

謬

-
δ

α
O
)

は

、

ギ

リ

シ

ャ

ア
人

で

、

一
九

一
八

年

に

ク

ー

シ

ュ
ー

と

結

婚

。

ク

ー

シ

ュ
ー

は

一
九

=

二

年

以
来

同
夫

人
所

有

の
パ

リ
郊

外

サ

ソ
ーー

ク

ル
ー

に
あ

る
理
学

療

法

所

「
レ

・

タ

マ
リ

ス
」

(後

に

サ

ン

・
ク

ル
ー
病

院

と

な

る
)

の
医

師

と

な

り
、
経

営

に

加

わ

る
。

一
九

一
四
年

に
は

セ
ヴ

ァ

ス
ト

ス
夫

人

と

の
間

に
娘

マ
リ

ア

ン

ヌ
が

誕

生

し

て

い
る
。

(
51
)

ア

ル
ベ

ー

ル

・
ポ

ン

サ

ソ

(≧

び
Φ
耳

℃
o
口
o
ぎ

H
。。
ミ

亠

㊤
㎝
心
)
彫

刻

家
、

「
エ
モ
ン

の
四
人
息

子

の
記
念

碑
」

な

ど

の
作

品
が

あ

る
。

『
N

・
R

・
F
』
誌

(
一
九

二
〇

)
「
ハ
イ

カ

イ
」

ア

ン

ソ

ロ
ジ

ー

に

二
篇
、

『
ル

・
パ

ン
プ

ル
』
誌

(卜
馬
尋

§

ミ

一
㊤
N
ω
)
ハ
イ

カ
イ

・
ア
ソ

ソ

ロ
ジ

ー
に

一
二
篇
所

収

さ
れ

て

い
る
。

(
52
)

ユ
ー
ベ

ル

・
モ
ラ

ソ

(ロ
ロ
び
Φ
ほ

寓

o
雷
ロ
自
)
エ
ー

コ
ル

・
ノ
ル

マ
ル
卒
業
生

、

『
デ
バ
』

誌

批
評

家
。

(
53
)

拙

稿

「
ク
ー

シ

ュ
ー
来

日
百
年

i

フ
ラ

ン

ス

へ
の
俳

句
紹

介

者

の
軌

跡
ー

ク
ー

シ

ュ
ー
の
未

発
表

書
簡

を
中

心

に
」

(
54

)

O
①
ぼ
Φ
誘

一
Φ
9
昌

勺
①
巳
げ
①
づ

ト○
"
丶
町◎
§

黜

ミ
§

ミ

ミ

§

書

ミ

丶

一
㊤
O
O◎
I

H
㊤
一
ρ

Ω
曽
∈

日

費

9

H
㊤
。。
N

歹
器

。。
-
b。
ω
Φ
●本

書

簡

を

含

め

た

以

下

の

四

通

は

UU
・

しd
巴
ロ
鋤
¢
P

い
Φ
ω
い
ま
O
ロ
巳
Φ
ω
簿

冨

σ
〇
二
ω
ω
o
δ
"
国

一
①
H
山

①
ω

(
55

)

サ

ピ

ロ

ソ

の

ハ
イ

カ

イ

作

品

『
詩

の

微

粒

子

』

℃
o
昜

ω
δ
お

自
Φ

弓
o
α
ヨ

Φ

=

一篇

は

『
ラ

・
ヴ

ィ
』

誌

(
一
九

一
八

年

三

月

、

八

五

頁

)

に
掲

載

さ

れ

て

い

る

。

最

初

か

ら

三

篇

を

引

用

す

る

。

冒

頭

の
作

品

は

、

ポ

ー

ラ

ン

に

関

す

る

ハ
イ

カ

イ

"

一
Φ
肆
昌

℃
鋤
巳

ゲ
⇔
昌

Φ
ω
け
ω
二
『
ヨ

o
口
ω
Φ
ロ
出

＼
日
①
コ
脅

Φ

げ
o
ヨ

ρ

＼
0
、Φ
ω
け
鷽
鋤
ヨ

δ

α
Φ
ω

O
『
Φ
昌
目
Φ
『ω
<
Φ
『
●

ジ

ャ

ソ

・
ポ

ー

ラ

ン
が

戸

口

に

い

る

/

優

し

い
羞

恥

/

一
流

の
詩

の
友

人

だ

次

は

、

鶏

と

そ

の
影

に
関

す

る

作

品

"

コ

9
ρ
=
Φ
傷
.$

二
紹

磊

二
昌
覧
控
＼
い
Φ
8

ρ
ρ
巳

び
o
淳

簿

ω
o
昌
一ヨ

鋤
σq
Φ
＼
ω
o
只

Φ
づ
昌
Φ
け

76



詩 歌のジ ャポ ニス ムの開花

冨

同
ぴ
8

.

波

ひ
と

つ
な

い
水

た

ま
り
/

水

を
飲

む

鶏

と

そ

の
水

に
映

っ
た
影
が

/

つ
い
ば

み
あ

っ
て

い
る
。

三
番

目

は

「
蒸
気

機

関
車

」

に
関
す

る
作

品

"

ω
罵
自
Φ
叶
α
Φ
一〇
8

ヨ
o
口
く
Φ
・＼
一
霽

昌
昌
ρ

一一
つ
①
貯
暮

層
鋤
ω
皀
Φ
g
お
H
・
＼
]≦
9
ゴ
§。
暮
導
出

づ
Φ
貯
暮

℃
霧

ユ
お

'

蒸

気

機
関

車

の
汽
笛
/

ー

ジ

ャ

ソ

ヌ
、

泣

く

の
は
お

よ

し
/

ひ
ど

い
人

、
笑

わ

な

い

で
よ
。

上

記

の
二
番

目

の
作

品

を
含

む

五
篇
が

『
N

・
R

・
F
』
誌

に
掲

載

さ
れ

て

い
る
。

な

お

ク
ー

シ

ュ
ー
が

「
日

本

的
」

と
賞

賛

し

た

「
鶏

と

そ

の
影
」

の

ハ
イ

カ
イ

を
歌
詞

と

し

た

フ
ラ

ン

ス
歌
曲

が

、

モ
ー
リ

ス

・
ド

ラ

ー
ジ

ュ

(
ラ
ヴ

ェ
ル

の

弟

子
)

作

曲

『
七

つ
の

ハ
イ

カ
イ
』

《
髫

妹
寒

ヤ
き

蹄
》

(H
O
b。
ω
)
中

に
あ

る
。

(
56
)

ピ
①
9

Φ
<
巴

鼠

它

Φ
咢
曾
巴
梓
一α

ω
○
づ
8

⊆
℃
α
Φ
h
o
器

戸

P
一
b。
㊤
・

(
57
)

文

面
中

の
集

会

の
日
時

の
書

き

込

み
、

二
月

五

日

の
木
曜

日

の
記
述

か
ら
、

O
蕊
§
ミ
餐

鳴

§

ミ

。
防
§

智

(
二
〇

世
紀

ク

ロ
ニ

ッ
ク
)

に
あ

た
り
、

二
月

五

日

の
木

曜

日

は

一
九

二
〇
年

と
特

定

し
た
。

一
九

二
〇
年

二
月

五
日

に
、

ア

ン

デ

パ

ン
ダ

ン
展

で

の
パ

リ

の
第

二
回
ダ

ダ
会

議

が

シ

ャ
ン
ゼ

リ

ゼ

の
グ

ラ

ン
パ

レ
で
行

な

わ
れ

て
い

る
。

第

一
回

の
開

催

は
、

一
九

二
〇
年

一
月

=

二
日

で
あ

り
、

「
文
学

の
最

初

の
金

曜

日
」

と
呼

ば

れ

た
。

ト
リ

ス

タ

ン

・
ツ

ア

ラ
著
、

小
海
永
二

・
鈴
村
和
成
訳

『ダ
ダ
宣
言

ζ

こ
§
ミ
愚
の蕊

b
黛§

叟

卜
黛
§

塗

甘
註
禽

』

竹

内

書

店

、

一
九

七

〇

、

一
四

二

頁

。

(
58
)

エ

コ
ー

ル

・
ノ

ル

マ

ル

の

セ

レ

ス
タ

ン

・
ブ

グ

レ
教

授

は
、

ジ

ャ

ソ

・
ブ

ル
ト

ン

の

ペ

ソ

ネ

ー

ム

で

ア

ソ

ソ

ロ
ジ

ー

に
掲

載

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

特

定

は

W

・
L

・

シ

ュ
ワ

ル

ツ

に

よ

っ
て
確

証

さ

れ

て

い

る

(い
①
ω

い
ま

Φ
一巨

Φ
ω

Φ
二

四

び
o
⊆
ω
ω
o
一ρ

歹

一
雪

)
。

(59

)

「
ポ

ー

ラ

ン

は

、

ア

ン
ド

レ

・
ジ

ッ
ド

の

推

薦

で

、

七

月

に

ジ

ャ

ッ

ク

・

リ
ヴ

ィ

エ
ー

ル
の
秘

書
職

に
指

名

さ

れ

た
と

こ
ろ
だ

っ
た
」
《
卜
鳴
§

§

。。

、菷

竃
δ
嘶
》

〉
蕁

αq
o
『

勺
鋤
巳
冨

『

↓
鼠
9
9

0
0
嘆
Φ
ω
b
8

α
き

o
Φ
一
㊤
b。
O
亠

㊤
①
♪

鳥

ρ

ポ

ー
ラ

ン
が

『
N

・
R

・
F
』
誌

の
編

集
者

と

な

っ
た
こ

と

に

つ
い
て

は
、

ヴ

ァ
レ
リ
ー

か
ら
ポ

ー
ラ

ン
宛

書

簡

(
一
九

二
〇
年

六

月

二

二
日
付

)
に
も

記

さ
れ

て

い
る
。

『
ヴ

ァ
レ
リ

ー
全
集

補

巻

1
』
、
筑
摩

書

房
、
一
九

七

九
、
二

二
六

頁
。

(
60
)

い
Φ
ω
=
び
①
=
巳
Φ
ω
9

冨

σ
o
昜
ω
o
一ρ

国
一
①
伊

(
61
)

こ

の

ハ
イ

カ
イ

の
作
者

は
、

「
初
会

合

」

に
招

待

さ

れ

て

い
た

ポ

ン
サ

ン

で
あ

る
。

注

51
参
照

。

(
62
)

未
発

表
書

簡

で
あ

る
。

西
暦

年

が

記

さ
れ

て

い
な

い
が

、
封

筒

の
消

印

か

ら

一
九

二
〇
年

と
判

読

し
た
。

注

17
参

照

。

(
63
)

三
句

の
仏
訳

の
作

者

名

は
記

さ
れ

て

い
な

い
が

、

「
咲

く

か

ら

に
見

る
か

ら

に
花

の
散

る

か
ら

に

鬼

貫
」

の
こ

の
仏
訳

を

詩

人

リ

ル

ケ
が

手
紙

に

二
度

も
引

用

し
、
絶

賛

し

て

い
た

こ

と

は

よ
く
知

ら

れ

て

い

る

(注

10
参

照

)
。

な

お

こ

の
仏

訳

は

メ

ー

ト

ル
に
依

拠

し

て

い
る

(
『
明

治

日
本

の
詩

と

戦
争

』

一

五

四
頁

、
注

27
参

照
)
。

こ

の
仏

訳

を
歌

詞

と

し
た

フ

ラ

ン

ス
歌

曲

が
、

モ

ー

リ

ス

・
ド

ラ
ー

ジ

ュ
作

曲

『七

つ
の

ハ
イ

カ
イ
』
中

に
あ

る
。
拙

稿

「
俳

諧

と

音

楽
ー

フ
ラ

ン

ス
歌
曲

・
器

楽
曲

」
、

九
九

頁
。

(
64
)

刊

行

年

が

一
九

〇

三

と
記

さ

れ

て

い
る
が

、

こ

れ

は
誤

記

で
あ

る
。

(
注

3
、
写

真

4
参

照

)
拙
稿

「
『水

の
流

れ

の
ま

ま

に
』
1

幻

の
本

の
出

現

」
参

照

。

(
65
)

こ
れ

は

「戦

争

百

姿
」

の
発

表

年

で
あ

り
、

誤
記

で
あ

る
。

こ

の

「
サ
ー

カ

ス
に

て
」
〉
ロ

Ω

お
ロ
Φ
の
発
表

年

は
、

『
ハ
イ

カ
イ

の
本

』

に

は
、

一
九

二
〇
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年

と
記

さ
れ

て

い
る
。
』
島

Φ
口

<
0
8

琴

①
(目。。
刈
。。
山

㊤
罐

)、

ク
ー

シ

ュ
ー

の
創

始

し

た

フ
ラ

ン

ス

・

ハ
イ

カ
イ

の
後

継

者

。
虚

子

の
渡
仏

後

(
一
九

三

六
)
、

虚

子

と

の
交

流
が

始

ま
り
、

虚

子

か
ら

ヴ

ォ
カ

ン

ス
宛
書

簡

が

フ
ラ

ソ

ス
国
立

図

書
館

に
所

蔵

さ
れ

て

い

る
。

ヴ

ォ
カ

ソ

ス
と

そ

の
作

品

に
関

し

て

は
次

を
参

照
。

松

尾

邦

之

助

「
ハ
イ

ヵ

イ

の
本

」

(
「
真

珠

の

発

見

」
⑤

『俳

句

』
、

一
九

六

四

)
、
O
プ
鋤
昌
け巴

≦

霞
戸
冒

N"§

§

ら轟
§
ミ

§

丶、ミ
。・§
ミ

§

ミ

§
"
ミ
§

o
靫
魯

℃
鋤
ユ
ρ

》
o
o
Φ
耳

8

巳
P

6
㊤
α
・

(66
)

ピ

エ
ー

ル

・
ア

ル
ベ

ー

ル
ーー
ビ

ロ
ー

(℃
δ
『
『
①

〉
ま
Φ
唇
1
しd
貯
o
け

H
Q◎
刈
①
I

H
㊤
奚

)
詩

人

、
画

家
、

彫
刻

家

。

一
九

一
七

年

一
二
月

の

『
ダ

ダ
』

二
号

に
寄

稿

し

て
か
ら

ダ
ダ

の
運

動

に
参

加
。

の
ち

の

シ

ュ
ー

ル

レ

ア
リ

ス

ム
の
運
動

に

も

参

加
。

『一一=

の
ポ

ケ

ッ
ト

の
詩
』
、

『
日
々

の
詩

』

な

ど

の
作

品

が

あ

る
。

ツ
ア
ラ
著
、

小
海

・
鈴

村
訳

『ダ

ダ
宣

言
』
、

一
四
五
頁

。

(
67
)

注

15
、

拙
稿

「
ク

ー

シ

ュ
ー
来

日

百
年

ー

フ
ラ

ン
ス

へ
の
俳
句

紹

介
者

の

軌

跡
ー

ク
ー

シ

ュ
ー

の
未

発

表
書
簡

を

中
心

に
」

参
照

。

(
68
)

高

浜

虚

子

(
「
ヴ

ォ
ー

カ

ン

ス
氏
招

宴

」

『渡

仏

日
記

』
、

昭
和

一

一
)
。
拙

稿

「
ク

ー

シ

ュ
ー
来

日
百
年

ー

フ
ラ

ソ
ス

へ
の
俳

句
紹

介
者

の
軌

跡
」

(
69
)

松

尾

邦

之
助

「
ハ
イ

ヵ

イ

・
ド

・
フ
ラ

ソ

ス
」

(「
真

珠

の
発
見

」
⑥

『俳

句

』
、

一
九

六

四
)

に
よ

る
紹
介

も

さ
れ

て

い
る
。

(
70
)

一
・<
o
o
p
昌
o
ρ

い
①
α
Φ
⊆
×
δ
ヨ
①

σq
8

q
b
Φ
匹
①
げ
臥
旨
屋

℃
ω
霞

一Φ
=
巴
-
内
巴

{蕁

づ
o
巴
ρ

勺
鋤
ユ
ρ

丶
§

謡
ミ

ミ

o
§

Z
。ω
◎。
導
娼
●○。
P

「
そ

し

て

一
九

一
九

年

か
ら

一
九

二
〇
年

へ
と
至

る
わ

け

で
あ

る
が

、

こ

の
こ

ろ

に
な

る
と
あ

の
悲

惨

な
時

期

の
生

き
残

り
が
家

庭

に
戻

っ
た

こ
と

で
、

ク

ー

シ

ュ
ー
を

リ
ー
ダ

ー
と

す

る

ハ
イ

ジ

ン

の
第

ニ
グ

ル
ー
プ
が

結
集

す

る
。

そ

こ

に
は
最
初

の
グ

ル
ー
プ

に
属

し

て

い
た
ポ

ソ
サ

ソ
、

モ
ラ

ン
や

ヴ

ォ
カ

ン

ス
の

ほ
か

に
、

ル
ネ

・
モ

ー
ブ

ラ

ソ
、

ジ

ャ
ン

・
ポ

ー

ラ

ン
そ

し

て
ポ

ー

ル

・
エ
リ

ュ
ア
ー

ル
が
参

加

し

た
。

こ
れ

ら

の
新
参

者

は
古

参

者

に
劣

ら
ず

新

し

い
崇

拝

に
忠

実

で
あ

り
熱

狂
的

で
あ
.っ
た
。

こ
う

し

て
、

こ

の
こ

ろ

か
ら

『
N

・
R

・

F
』

編
集

長

ジ

ャ

ッ
ク

・
リ
ヴ

ィ

エ
ー

ル
と
緊
密

に
連
携

し

て

い
た
ポ

ー
ラ

ン

の
働

き

で
、

一
九

二
〇
年

九

月

号

の
同
誌

に

は
こ

の
グ

ル
ー
プ

に
属

す

る
詩

人

の

ア

ン
ソ

ロ
ジ

ー
と
、

そ

れ

に
加

え

て
ジ

ャ

ソ
日
リ

シ

ャ
ー

ル

・
ブ

ロ

ッ
ク

な

ど

の
す

ぐ

れ
た
作
家

の
試

作

が
発
表

さ

れ

た
」

(
71
)

ヴ

ォ
カ

ン

ス
か
ら

ポ

ー

ラ

ソ
宛

書
簡

(
一
九

二

二
年

二
月

一
〇

日
付

、

一

九

二
九

年
五

月
三

〇

日
付
、

一
九

四
九
年

=

月

一
二
日
付

他
)
、

い
Φ
ω

U
ま
Φ
竪

巨

①
ω
①
二

鋤
び
〇
二
ωω
皀
Φ
も

●一刈
ρ

O
.H
誤
も

・一
。。
P

(注

14
参
照

)

(
72
)

い
Φ
ω
=
げ
①
=
巳
Φ
ω
Φ
什
冨

び
〇
二
ω
ω
o
貯
"
娼
μ
①
ρ

(
73
)

℃
蝉
q
〒
ピ
o
鼠
ω
O
o
⊆
o
ゴ
o
露
ρ

卜
Q
ぎ

簿
§

卜
8

愚
暗
§
§
ミ
禽

骨
識
心
ミ
鳴。。
§

ミ

o
§

冖
鋤

↓
o
窪

Φ

菊
o
ロ
ユ
ρ

勺
9
二
ρ

N
8

ω
'

(
74

)

ゆ
二
〇

U
昜

ω
Φ
畧

(巴

)"
ト
ミ
ミ

§

、
、§

斜

蕊

博
這
§

紺
δ

ぎ

詳
ミ
誉

ミ

ミ
。。

[℃
9
ロ
一ー
一U
O
⊆
一ω
O
o
口
O
ゴ
O
⊆
α
一
〉
昌
α
『①

悶
四
⊆
同
ρ

〉
一ぴ
Φ
『け

℃
O
口
O
一5
]

L

≦
筥

①

9

§

o
昌
三
け
ω
b

O
O
麟
・残

念

な

こ

と

に
同

書

に

は

刊

行

年

な

ど

誤

ま

り

が

み
ら

れ

る

。

(
75

)

毎

ミ
ミ
ミ
ミ

轄

§

爵

隷
ミ

§

ぎ

§
ミ

(ω
〇
二
ω

一鋤

臼
H
①
9
δ
旨

山
Φ

一
Φ
o
昌

〉
暮

o
巳
巳

植
〉
贏
器

国
臼

8
⊆
同
博
N
8

G。
)
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〈資料 〉「N・R・F」 誌 「ハイ カイ」 ア ンソ ロジ ーテ キス ト及 び全訳(柴 田依 子)

ココ 　　

HAI・ ・KAIS イカイハ

Lesha�麑a�sontdespo�esjaponaisdetroisvers;Io

premierversacinqpieds,1esecondsept,letroisi駑ecinq.

estdifficiled'馗rirepluscourt;1'ondira:moinsora-

toire.Lapo駸iejaponaisedetreizesi鐵lestient,瀾ers

pr鑚,danssesmiettes.

BasilHallChamberla�lesappelle駱igrammeslyr三 一

ques.ｫLucarneouverteuninstantｻ,dit-il,ouｫsoupir

interrompuavantqu'onl'entendeｻ.Detoutemani�e,

cesontdespo駸iessansexplication.

PautLouisCouchoudasuIestraduiret.

***

Leha�麑a�stpittoresque,oubienmystique.

Voicilecanardsauvage

Ilal'airforetfier

D'avoirzn`lefojaddeZ,eaa`

Lcpetitcanard.

1・Dnns:5`ご8'6∫ ρら酬)～'erd"沼5`6(Ca!maua・L壱vy,壱dit.)

ハイカイは三行 からなる日本の詩である。第一行 は五音節、第二行 は

七音節、第三行 は五音節である。 これ以上短 く、言 いか えれ ぽ、言葉

少なに書 くのは困難である。一三〇〇年 にわたる日本の詩歌 は、ほぼ

このよ うな小片 から成 り立 っている。

バ ジ ル ・ホ ール ・チ ェ ンバ レ ンは ハ イ カ イを抒 情 的 エ ピグ ラ ム と名 づ

け て い る。 「一 瞬 開 い た 天 窓 」 と彼 は言 う し、 また 「人 に聞 かれ る前

に途 切 れ た た め息、」 と も言 って い る。 いず れ にせ よ、 そ れ は説 明 しな

い詩 で あ る。

ポ ール ・ル イ ・ク ーシ ュー はハ イ カ イを翻 訳 す る こ とが で きた(1)。

ハイカイは絵画的であ り、あるいは神秘的である。

野鴨の詩 を挙げてみ よう一

す っか り誇 らしげ

水の底 を見 てきたのを、

小 さな鴨。

(原句 水底を見 て来た顔 の小鴨かな 丈草)

(1)『ア ジ アの 賢人 と詩 人 』(カ ル マ ン=レ ヴ ィ出版)

6

①
卜



O
。◎

1£bonpoミ:teembarrasse:

.Dβ,724加 恕 加 加

α り816プZ'carebos.rillante～

Partnict♂6∫crisd,f71∫ 副8∫.

丶70icicependant1'(…coulementdesapParences:

五Z18∫ ∫'ψ砌074f∫58'lt♪ 〃10プ∫

oｻles7冤 αプdc,一a.1.〔,1'Slesflcゴ4プ ∫

56卿1プ ノ∬翩,一 召10プ∫…

*

**

困惑 した心優 しい詩人の詩。

湯ぶねか ら

熱 い湯を どこに捨て ようP

いた るところ虫の声。

(原句 行水 の捨所な き虫 の声 鬼貫)

しか しまた、 目に見 えるものの移 ろいの詩 もある。

花々 は咲 く一そ して

人は見 る一そ して花々は

散ってゆ く、一そして…

(原句 咲 くからに見 るからに花 の散 るか らに 鬼貫)

D三xfaiseursdeha�麑ais,quised馗・uvrenticir騏nis

㍑utourdeCouchoud,r祥hent,amettreaupoi1ユtunins一

璽rum£lltd,analyse.11snesaventpasque11esaventures,

弖1・・皿PP・ ・entlaplupartquede・ ・venturesattendent

護e歪ユaぎ4【a望fran⊆ais一(quipourraittrouverparexemPle

篳asortedcsuccとsquiVIIILend'autrestempsau1111一

驫ga1,・ubienaus・nneらetparl瀁ormerung・ 血t

`om.nユun:

◎eg◎ 血tjustementquipassepourprξparerlavenue

越す(ruvxesplusd6cisives.)

JEANI)AULHAN:

クーシューのもとに、ハイカイの作 り手十人 が初めて ここに集い、分

析 の道具を仕上 げよ うと努め る。それが どんな冒険かはわ からないが、

幾多 の冒険が フラソスのハイカイを待 ち うけているだろ うと彼 らの多

くが考 えている。一(フ ランス ・ハイカイは、例 えぽかつてマ ドリガ

ル、あるいは ソネ ットが得たた ぐいの成功をな しうるのではないだろ

うか。それに よって共通の趣味が形成 され るかもしれない:

まさに この趣味が一層決定的な作品の到来を準備す るもの となるであ

ろ う。)

ジ ャン ・ポーラン
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Leconvoiglissed駛�

」4云εZ`Notre-1)砌Z6

Tiens1…z∬8π プ〃8義 〉リフ彡ノ

*

Srcrleborddacbateau

乃7π6乃 卿7物 勾z励 ψ σ≠'θ∫.

ρ2`87π8襯`f`6"81ibellatle～

*

五8∫ ノ0觚,π 凶π8云07π乃彡π'46∫0"Z7π6∫Z.

jer�isd駘itieccserrcerit

Midi.

*
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Dertirhorcrricots.

*

Levretrxcarnal

SortsZ,07π 乃プ671107ZO'0π6

8β ∫如6プ'一de一;プis�.

『水 の流れのままに』

荷 船 は はや 滑 り出 して い る。

さ よ うな ら ノー トル ダ ム

おや!… リヨン駅 だ!

船縁 に

思 い切 って四つ ん這い。

この蜻蛉 は私 に何の用なのa

藺 草 さaxた ま らな く眠 い。

私 は こん が り焼 け る

ま ひ る どき。

燃ゆ る夕暮れ

私たちは宿 を探 す。

ああ この金蓮花!

曳船道 に

道化帽子 の

ロバニ頭。

古い運河

影 は単調

緑青色 に。

拿

五侃 励6プepz'6

Nevoitglrelepied

.Dac躍 〃leaa・σ871だ.
S

*

.LcfleuZ・87〃aledcloプ"ガ

Faitvivredanslaterrelrr

五e.vi〃agepcloto,7滋

串

D砌51aπ7,a'5∫1872`.zer∬8

五4伽veψ2'配6'14忱 ゴZ1θ!02'7
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*

Unesimpleflezr.rdepapier

lD砌 ∫z〃a留 ∫8.

塊1廊8プ1'吻7'P.

率

E〃e加1816ろ4/eats

ρ2懈41'.epa〃lecs彦n:ei'厂1プf8,

E〃8'〃6avec16膨 濯 プe.

190ヲ ・

PAULLOUISCOUCHOUD

満腹 の雌牛

眺めるは、ただ

白柳。

浅 い眠 りの河 は

恐怖 にさらす

うず くまった村を。

夜の しLま

くたびれた河 も古い塔 も

かつての武勲を思い出す。

一輪の簡素 な紙 の花

花瓶に。

田舎 の教会。

彼女は船 を引 く

肩が傷つ くと、

腹 で引 く。

1903年

ポ ー ル=ル イ ・ク ー シ ュ ー

一
。○
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Etdesゐoμ 御 ∫冨6`ro"∫7z,

TloicivenirZ忽 αり,齠'

ノ 麗6∫6∫ 廊π'〃P,Sliedevin

jE'50π.SOt4rt1'C64プ77z砺

σ"8勘 漉 惚 吻1σP7廊8〃'8・

Desgalops馮aacx

Acc-dessoccsdesac.ets

Cr8砌ntdescerceaux.

Surles/o:`6∫48∫ ∫02喚 £∫ ∫6μ α9〃8πち

五escorps`加tentenclagccantlebois…

Lestocctpetitssecachent.

『サ ーカ ス にて 』

メ ドラノの昼興行、

楽 しい期待 の中で

大 きなサーカス小屋 はざわめ く。

サ テ ンに つつ まれ 、 ライ ト浴 び、

そして馬糞の臭いをぷんぷ んさせて、

女 曲馬 師 の ご登 場 一

赤紫 の鱗片つけて

真 っ赤 な笑みや ら見せて、

緑のお仕着せ彼女を紹介。

なめ らかなギ ャロップ

その上で跳躍 して

輪を次々 に くぐり出る。

平手 うちを食 らわせ合 う、

木を打ち鳴 らしなが'ら倒れ る…

小 ちゃい子たちは隠れ る。

Lcclowna4廊1α π6舵desア'プ8∫ 尹ゼ癜 吻1`6∫ 「道 化 師 が爆 笑 を誘 った 一

Ilft,ens'asseyant,ficser彼 が 、座 る と、

Uraaarム 貍「erde773μ5ゴ9μ6・ 軽 し》音楽がわ きお こる。

*

五丿acrobate

Nepeutphrs

D卸88プ ∫σZ,87'跏8・

4ク7廊Z8《toi`fル

50π 乞,isa稙56`7ゴ 瑠r

刀SOti`γ 毒.

寧

Co〃 翩 ε 翩 彡 勿116跏 ∫吻 粥,

Projet駱arletapis,

Ilbondit,乃07Z4ゴ ちbondit.

1)砌 ∫4ε∫ 功Z6〃48鰯"oZ∫ 吻z`es

To4crbillonszentdescorpsail駸...

.4多`一de∬¢`∫4'μ,z8砌ndBlet.

*

Apr駸ces饕loui,∬8"76"∫ ∫

Noz'∫ 翩 π8〃oπ∫,諏 π∫Zμ"z吻7廟 宏,

五64彡 ∫6功ofプ48"o∫ ε吻 ㎎f∫・

Mairgrb.

JULIENVACANCE

軽業師 は

もはや もとに戻せ ない

椎骨 を。

「曲芸」 のあ と

その顔 が引 きつっている一

それでも笑顔。

ゴ ム毬 の よ うに、

絨 毯 に弾 かれ て 、

彼 は跳 ね る、 跳 ね る、 跳 ね る。

ボルタ電池 のまばゆい光の中で

羽 ある身体 が旋回する…

大網の上で。

こうした眩惑 のあと

暗い夜に、わたしたちが連れ帰る、

子供たちの絶望 を。

1916年5月

ジ ュ リア ン ・ヴ ォ カン ス

N
。Q



POUSSIﾈREDEPOﾈME

FZ49彦'64'α 躍5〃 〃sunpli・

五86099宏`iboitetsonimage'

・Seprennentpctrlebec.

*

Elleadit:Oui,

.Maisellea吻o〃 伽'渺 汐ゴ臥

ノ'〃ゴω〃Zp,厂is.N(彫.

*
ノ

5z`γ1'駱auledi`∫(nr

Co77anaed'μ π μ 名8循24觚 乃Z8

Nepi`ZSプ θ 〃〆cucoacder.

*

L'obusen馗lats
Faitjaillirdubouquetd'arbrer

Uncercled'oiseaux.

*

Trocsd'obuso珣inqcadavres

砺 ま∫μ プlespiedsrayonnent,.

五z讐 ¢`あ8伽 ∫Z6487聯.

GEORGESS畑 踰O配

GeorgesSabfron,soldatau�49ed'lnfanterie,a騁騁ugdans
listranch馥sd'ArcySainte-Restitue,quelquesmoisapr鑚awoic
馗ritceshai-kais,quelaVie(1+larsi9�8)apubli駸.

『詩 の微粒子』

波ひ とつ ない水溜 り。

水を飲む鶏 とその水に映 った姿が

ついばみ合っている。

彼女 は言 った一 いいわ と、

だが彼女はあま りに早 く答>xす ぎた

僕 は理解 した ・いやと。

タベの肩に

尊敬する兄 のよ うに

肘をかけることはできないで しょうか。

破裂する砲弾 に

木立か ら飛 び立つ

鳥の群れ。

砲 弾の穴の中五つ の死体 が

脚 でつ なが って放射状 にひろが る、

陰鬱 な海星。

ジ ョル ジ ュ ・サ ビ ロ ン

ジ ョル ジ ュ ・サ ピ ロソ は第149歩 兵 部 隊 の兵 士 で あ っ た が、 これ ら

の 詩 は、1918年3月 『ラ ・ヴ ィ』誌 に掲 載 され た。 これ らの ハ イ カ イを

書 い て数 ヶ月後 、ア ル シ ー ・サ ソ ト=レ ス テ ィチ ュの塹 壕 で戦 死 した。 ◎っ
。◎



POEMESSURMESURE

Ari-dess皛ilyalccieletplusbasleplafoud

五'5f`718tablcacneみo羡ed`1)eti彦 ∫pois

Aveclemoded'eｻrploi.

*

LesWise砌x`加 π勧'to〃 ノ01`プsatcsommetdeamaison

LePrintempsdarnslesvillcs

」E5∫surZ6∫toits,

*

ひ2ゴ ∫〃漉"2`ntε ∫彦unero乃e竅�746π6

11est乃 伽,nalais馘,e,7ψ 齔乃8ノ

ρ μ,on擢 〃謬arc乃`46∬ μ5・

*

Lcscourbessontlespromisesdesyertia

Mariagesec:ブ8'4'翩 齠ゴ1

」 膨6伽 プ諺%'tuil.

*
工βtrainsu/50π`he"1Z,Z8♂0〃a騁rique

Traverselemoisdeノ:itin

Lescoquelicotsfoutla加ae

PIERREALBERT-BIROT

『お あつ ら>xの 詩 』

頭上 には空があ りそれ より低 いところに天井がある

そ してテーブルの上 にはグ リンピースの缶詰がある

使用説明書つ き。

鳥 はいつも家のてっぺ んで歌 う

都会の春 は

屋根の上 にある。

感情 は裳裾 をひく ドレス

人がその上 を踏みつけないよ うにす るのは

とても難 しい。

曲線 は眼の許婚者であ る

秘密 の結婚

眼 と肱掛椅子 との。

幾何学的線路を走る列車が

六月を通過する

ひなげしが垣根となる

ピ エ ー ル 。ア ル ベ ー ル=ピ ロ ー

寸
o◎



MAISONENPOITOUrポ ワトゥーの家』

五a乃 〃 プだノ60uve厂 ∫6

Laissevairlesbasisfraistaill駸,

乃724惚 μ 訛4'伽8プ ・

*

Lapie,saqueuedroite,

Arrive、faittroispe'f'∫ 乃07z45,

58飾8ρ'a'嬬4・

*

D翩 ∫18眤 〃'4忍`sotプ

Lecorheaacretardataire

Croasseetseb穰e.

*

flrctourdeerramaison

D跏 ∫lanuitleveutd,椀 眤 厂

Chuntestcrdetctnotes.

*

Yei〃馥50Z伽 舵 ノ

五,乃8螂80滋les`ゐ8π 虜∫ プeaoncen'

14nousconsoler.

*

Nicitd'hiver,翩7ψ48〃8,

Braiserczrgedanslachemin馥,

E∫7瀦5砌aasloin.

開いた柵か ら

刈 り込 まれた爽やかな ッゲが見 える、

冬 のおだやかな雨。

カ ササ ギ は尾 を ま っす ぐに して 、

や っ て きて 小 さ く三 た び跳 ね 、

休 んで 待 って い る。

夕風 に

遅れ鴉が

鳴 き急 ぐ。

家 の周 りで一

夜 冬の風 が

二音で歌 う。

寂 しい夜、

薪置 き台が

わた したちを慰め るのを止め る時間。

冬の夜 田園、

暖炉の赤 い燠、

そしてわが友 は遠 し。

*

Nz多 ゴ∫∫2〃zε∫喪 祕 プθ∫,

1>協 ∫%プ1ε∫`乃4⑳ ∫8'・lesrot惚 ∫,

Moisezaletmalampe

窃

Contre.esein92tG

.L'enfant擁,醜 プyielat黎e

Etlelaitd饕orde.

*

Lebrasd`z4〃a駻e

ヱ,elonbodupetitenfant,

Unfuseaug饌nt.

*

Mes48z'κ 伽inssefc,プ 〃sent

Surzenvohcanesansdgal,

五8・corpsdel'aim馥・

*

乃7π'伽 ゴ〃8z47z纏,

LaIz`neゐ 塵 駕laプ 翩8,

1)ど5ゴ〃6刀 鯛86・

JEAN-RICHARDBLOCF311

窓には夜、

野や道 にも夜、

我独 りと、わが ランプ

あ らわ な乳房に寄 り添い

子供 は笑 い振 りかえる

する と乳が こぼれる。

母 の腕

幼児 に巻 きつ く、

巨大 な糸巻 き。

私 の両 の手は閉 じる

比類 なき容量 の上で、

愛す る人の肉体。

夜 、 目覚 め る と、

月 が道 を ぬ ら してい る、

旅 へ の憧 憬 。

ジ ャ ン=リ シ ャ ー ル ・ブ 卩 ッ ク

ゆ
◎◎



.
aeacx6乃 認 プ0獅0π καπ',伽7ガ σ加8∫ ～ 喉 を ごろ ご ろ鳴 らす 老 い た猫 よ

D伽tezθ プende,

Gσ182衂!

*

湾 扉〃8伽 マπ8々1砺6'8,

.Por'プ 脚 ゆ1'rsdevoileaac伽'.

Poπ プ'翩 メ8嬲 ∫14〃icrqa`加o惚

*

お前 は私を愛 しているの?

神様、 どうかあわれみを

疥癬病 みの猫!

岸辺の古 い小舟、

私の帆にはもはや風 が吹かないが。

それで も潮が満ち くるのを感 じる。

漁5戸Zdel'eaurapproch馥s,∫ ψ α7鹿∫,水 の 流 れ の ま まに 近 寄 り、遠 ざ か り

Ceboacgrretderosesfan馥s,

Etcettelettred馗hir馥.

44κ 角〃lavieillelettre.

しおれたバラの花束 と、

引 き裂 かれた あの手紙。

14b!4御z∫ 如68π41℃des1720なo撹brill驍｠ あ!

Co7π773リ カ〃プsrcrvivre・

*

Crottedepapierparci,

Crottedepapierparl�,

五87Z∫!7π0π77刎 プ玄8∫'rentr�.

*
Ac`xszuse砌xcle7π0〃`heval

五6∫ ゐ飢)裾8〃es6プoゴ ∫θπ∫:

Ciseaerxizcouperlevent.

JEANBRETOIS

古 い手紙 を火 に くべる。

灰 の中で言葉が輝いた

生 き延び ようとす るかのよ うに。

紙 くず こち ら、

紙 くず あ ち ら、

ま あ!夫 が帰 って きた 。

私 の馬の鼻先 で

ッバメが交差す る一

風 を切 るは さみ。

ジャソ ・ブル トン

POURVIVREICI

ノ,720漉 ρ6'漉 丿

五apetite

Mo〃t馥躍 γ7`π う碗6.

*

工6㌘ επ∫

1動'∫ 砌'

Ro:clePanecigaretted'air.

*

Palissadepeinte

Les〃tiresvertssonttotctT'oses

7∂ 鋤 〃aaSQ'iSOgZ.

.Lβα灘 伽69μ'〃6`乃 副 θ

E〃8μ ψ π4惚z6"8恕8

1〃 〃0〃プ,・r.`84郎.OZSEIr7(ニ1.

*

Pり 搬86躍 ゆ4プ 祕 ∫

2Vf`1,78∫ 罐9ゴ`ε ノ8γ02{禹S

油``072勉`〃'鰯 乃傭il1C,la瑠 ∫'.

*

.Ldフ9211励epaプ16

C'estl'i〃 ψ87批'加461'aプ'

Cel砌aｰa�obstirr.

『ここで生 きるために』

小 さ さが半 分 に な った ね 、

小 ち ゃい女 の子

ベ ンチ に の っか って い る。

風が

ため らいつっ

空気のたぽこを巻 く。

色の塗 られた柵 よ

緑 の木々がす っか りぽら色だ

これぞ我 が季節。

歌 うことに心を こめて

彼女は雪を とかす

鳥たちの乳母。

楽園の ような風景

誰 も知 らない、私が赤 くなるのを

男 と接 して、夜。

唖 の女が話す

それ は芸術 の不完全

この難解な言語。

O
◎◎



*

五,acc'o,〃obilc8∬vrn加 〃1f1翩`馥

ρ1`at'一et～tesde,觚r'γ プ∫

Roiclentsouslesroares.

*

Rotresdesroutes,

RO〃8∫ ガ砒 ガZ覦 漉 ∫,

ひc馥s.

*

自動車が本当 に突っ込 んだ

犠牲者の四つの頭 が

車輪の下 に転が った。

道路の車輪、

少 しずつほ どけ、擦 り切れてゆ く、

車輪。

Ah!,〃 ゴ116ガ硼z7π8∫丿atnfett,lalami駻e,あ あ!た くさ んの 炎、一 つ の 火 、光 、

Uneambre!

Lesoleilmesnit.

*

Fe〃87〃65碑 ∫`加 π醜`ら

幽 θ瀦π8π'∫〃o砺,伽isansgrises,

L'crrraoursortlesvir.

*

U3repl翻'cdonne傭6ゐ ψ6砺

σ 厚 β∫プde1紹 ゲ8fど・

工配 乃8"吻馥fisme.

PAULELUARIY

一 つ の影 よ!

太 陽 が私 につ いて くる。

歌を捧げて くれ る人 もいない女、

黒 い服、灰色 の家、

夕暮れ愛は出かけ る。

羽 が 帽 子 に

軽 感 を あ た え て くれ る。

煙 突 が くゆ る。

ポ ー ル ・エ リ ュア ール

五 ゆ8痂1知f'estenoT'19tt.

5'oT.tdaira面72∫Z6∫ ∫Z672688γ 雰,

五8bor.ttCTCS771415∫,比1α か`ノ

*

1)escanaプds∫ αz即96∫

Posasscorlarner.

五'ollabred'鰯72Y'μ ぎ8.

:MAURICE:GO別N

*
**

Nor∬ 鰍,觚 ∫改8碑 ∫ ∫oz'STCSLIBLGA,

Maisqt'rxrzdelleeraauratlix一 乃z`iオ,

Jc,z'8π ρ1〃π匂z'edit一 加Zム

HENRILEFE$VRE

*
**

五8乃 〃88π 駕 加dcsloicisd'oプ,

Lnvachel稍)ac9〃Zccrc_C12イ ノel,

Coucheralesoleil.

*

五e乃 砌6deboiscst乃1〃TLICIC,

五β乃α7π ゴ8卿 ププeestjlnc�:

Rβ πげ8て一varsd'α1'∫o"3〃e.

ALBERTPONCIN

小 さな港はまどろんでいる。

突然灰色 の静寂の中、

帆柱の先端 が輝 く!

野 鴨 が 数羽

海 の上 に浮 か んで い る。

雲 の影 。

モ ー リス ・ゴバ ン

僕 らは二人 とも十 六歳 、

で も彼 女 が十 八 に な った ら、

僕 は まだ十 八 歳 。

ア ソ リー ・ル フ ェー ヴル

羊飼 いがルイ金貨 を吐 く、

牛 が虹を放つ一

日没。

木 の ベ ンチ は ぬれ てい る、

石 の べ ソチ は冷 え び え して い る一

秋 の待 ち合 わせ 。

アル ベ ー ル ・ポ ンサ ン 卜
oO



Nuagesrougesdaccouchant.

Ddnszcntroncvert

ひπ77Z∫π68`roガ ∬antdelacne.

*

Nz漉d'alerte.

.L6P吻66勧7比 〃乃oriZon

α`刀 紹6'ノ 診プ7π8∫oπ帥 βπ勧Z.

*

Danslanuitnuire

砺e騁oileetsonreflet・

刀yddo〃`defear`2

*

.
anccc彦era」B7℃'σ9'ze.

ひnvieux`hautpa∬6ets'elava,

Dansacnbraitdesnbots.

*

G厂f7168ナπ6π∫467・oues.

砺fσ ∫46毎 π9π 冫∬ 〃

み`59磁`d`乃e/1α11〃ze.

*

3乙`プlapla;e

こ乃z乃α`'deplanche:

砺8プ 傭4觚 ウ〃θα μ'saaccfrace・

*

落 日の赤 い雲。

緑の穴 の中の

細い三 日月。

警報発令 の夜。

地平線 に向 って投光機が

その扇 を開いては閉 じる。

漆黒 の夜 に

ひ とつ星 とその反射

す ると水があ るのだ ろ うか

ブル タ ー ニ ュの夜

昔の歌が聞こえては、通り過ぎてゆく、

木靴 を響 か せ て。

車輪 のきしむ音。

干 し草 の山は

月が隠れ るほ ど高 くなる。

砂浜 に

板切 れ一枚一

大 きな船の難破。

Ara`1α ∫プ461cr.12切6,月 明 か り。

D4〃 ∫Z4乃 プ1イ7〃8ilyZp馗heicrs'enfonce,靄 の 中 漁 師 が、

hers18乃7〃 ゴ'漉14耀7.潮 騒 に向 か って進 んで ゆ く。

*

Mesamissontmorts.

Je〃 〆estsuisfis;td'a.zrires・

1)π プ60〃...

*

,%veu.tibie,214乞,〔 ガプ,

50π ノ知7764μ μ∬:,

Maisdaseras`〃`うz6・

*

Jepleriraisdanslefautercild'osier,

Ellem'arlit:ｫCoraoler-vousｻ

Ets'est〃';58妙 勧 ブ8プ・

*

ResteQzσ 卿76'π,

五4伽8dor馥par1μ 伽 ψ8,

E'18∫`肋 躍 κ加 忽協48z望'ne・

只EN透MAVBLANC

友人た ちは死 んでしまった。

また別 の友人 を作 った。

すまない…

私は彼女に会 ってもいい、

その許婚者 も構わ ない、

しかしふた り一緒 はいやだ。

私 は柳 の肱掛椅子 に座って泣いていた、

彼女 は 「元気 を出して」 と私に言った

そ して泣 き出した。

窓辺 にとどまっておいで、

顔 はランプで金色 に染ま り、

髪 は月光に濡 れてい る。

や 　

ル 不 ・モ ー フ フ ン

◎○
◎o



加 加166∫'6脚 た6'`撮,7ぜ 煙 は北へ飛ぶ

Lepapillon〃 砌6初 プ∫1'Est紋 白蝶は東へ

Yentfrivole移 り気な風

*

五σ プんだ惚60π16π 粥lilは 裸 で流 れ る

LCSjeacnesarbresvontvivre若 い木 々 は生 きゆ く

Danslesbuis森 の中 で

*

Qaiiteparleeia∫ α`rzαπ彦～ 誰 が 微笑 み なが らお前 に話 しか け て い るのP

1>�,c'estle7'μ ∫∫∫毋 μ9f`∫roccleい い え、 それ は小 川 が揺 す って い る の

Quelquesfleurs何 輪 か の花 々 を 。

*

加 万z短 纏 鵺 螂 ゐ躍 ゐ8驚 いた娘 は探 る

五6∫動∫'∫π`むル6∫8∫ノ沸06∬ 猛獣の ような衝動を

D∬ ∫817〃0π 説教の

*

Le60∫ 伽 雇1帥 灘 勧2∫est脚 ヅ∫ それで も頑丈 な男が死 んだ

」Mど,π8躍ガ初 彫 αZ1π∫'あ8π 彼の熱さえも元気がよかったのにと

Ditlefaible虚 弱な男 が言 う

*

.Lac"だ 拷4πfonddacjardin母 親 は庭 の奥

C¢n'estpπ ∫gv皦pozarlalune月 を 愛 で るた め で は な い

L8ψ 解 〃 抛 子 供 が泣 き叫 ぶ
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